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１ 土木工事施工管理基準 
 



 

土木工事施工管理基準 

 
この土木工事施工管理基準（以下，「管理基準」という。）は，土木工事共通仕様書

〔H30.4〕第 1編 1-1-1-31「施工管理」に規定する土木工事の施工管理における基準

及び規格値を定めたものである｡ 

1. 目 的 

この管理基準は，土木工事の施工に当たり，契約図書に定められた工期並びに工事

目的物の出来形及び品質の確保を図ることを目的とする｡ 

2. 適 用 

この管理基準は，京都市上下水道局が発注する土木工事について適用する｡ 

ただし，設計図書に明示されていない仮設構造物などは除くものとする｡また，工

事の種類，規模，施工条件等により，この管理基準によりがたい場合，または，基準,

規格値が定められていない工種については，監督員と協議のうえ，施工管理を行うも

のとする。 

3. 構 成 

                     工程管理 

     施工管理            出来形管理 

   （工事写真を含む。）         品質管理 

 

4. 管理の実施 

  受注者は，工事施工前に，施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければなら

ない｡ 

  施工管理担当者は，当該工事の施工内容を把握し，適切な施工管理を行なわなけ

ればならない｡ 

  受注者は，測定（試験）などを工事の施工と並行して，管理の目的が達せられる

よう速やかに実施しなければならない｡ 

  受注者は，測定（試験）などの結果をその都度管理図表などに記録し，適切な管

理のもとに保管し，監督員の請求に対し直ちに提示するとともに，検査時に提出し

なければならない｡ 

5. 管理項目及び方法 

  工程管理 

受注者は，工程管理を工事内容に応じた方式(ネットワーク，バーチャート方式な

ど)により作成した実施工程表により行うものとする｡ 

ただし，緊急工事または維持工事などの契約当初に，工事計画が困難な工事内容に

ついては，省略できるものとする｡  
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  出来形管理 

受注者は，出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し，

設計値と実測値を対比して記録した出来形成果表または出来形図を作成し管理するも

のとする｡ 

なお，測定基準において測定箇所数「○○につき１箇所」となっている項目につい

ては，小数点以下を切り上げた箇所数測定するものとする。 

  品質管理 

受注者は，品質を品質管理基準に定める試験項目，試験方法及び試験基準により管

理するものとする｡ 

この品質管理基準の適用は，試験区分で｢必須｣となっている試験項目は，全面的に

実施するものとする｡ 

また，試験区分で｢その他｣となっている試験項目は，特記仕様書で指定するものを

実施するものとする｡ 

6. 規 格 値 

受注者は，出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・

計測）値は，すべて規格値を満足しなければならない。 

7. そ の 他 

受注者は，工事写真を施工管理の手段として，各工事の施工段階及び工事完成後明

視できない箇所の施工状況，出来形寸法，品質管理状況，工事中の災害写真などを工

事写真管理基準により撮影し，適切な管理のもとに保管し，監督員の請求に対し速や

かに提示するとともに，検査時に提出しなければならない。 
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２ 出来形管理基準及び規格値



 

 

目次（出来形管理基準） 

土木工事共通仕様書 工種種別及び準用する 

出来形管理基準 
頁 

章，節 条 工種 

第１編 共通編 

第２章 土工 

第３節 土工 1-2-3-2 掘削工   2-1 

 1-2-3-3 盛土工   2-2 

 1-2-3-4 盛土補強工   2-3 

 1-2-3-5 法面整形工   2-3 

第３章 無筋・鉄筋コンクリート 

第６節 鉄筋工 1-3-6-4 組立て   2-3 

第３編 土木工事共通編 

第２章 一般施工 

第３節 共通的工種 3-2-3-4 矢板工  2-4 

 3-2-3-5 縁石工  2-4 

 3-2-3-6 小型標識工  2-5 

 3-2-3-7 防止柵工  2-5 

 3-2-3-8 路側防護柵工  2-5 

 3-2-3-9 区画線工  2-6 

 3-2-3-10 道路付属物工  2-6 

 3-2-3-11 コンクリート面塗装工  2-6 

 3-2-3-13 階段工  2-7 

 3-2-3-16 プレキャストカルバート工  2-7 

 3-2-3-17 側溝工  2-7 

 3-2-3-18 集水桝工  2-8 

第４節 基礎工 3-2-4-1 一般事項  2-9 

 3-2-4-3 基礎工  2-9 

 3-2-4-4 既製杭工  2-10 

 3-2-4-5 場所打杭工  2-10 

 3-2-4-6 深礎工  2-10 

 3-2-4-7 鋼管矢板基礎工  2-11 

第５節 石・ブロック積（張）工 3-2-5-3 コンクリートブロック工  2-12 

 3-2-5-4 緑化ブロック工  2-13 

 3-2-5-5 石積（張）工  2-13 

第６節 一般舗装工 3-2-6-6 アスファルト舗装工  2-14 

 3-2-6-7 半たわみ性舗装工  2-20 

 3-2-6-8 排水性舗装工  2-23 

 3-2-6-9 透水性舗装工  2-26 

     

     



 

 

目次（出来形管理基準） 

土木工事共通仕様書 工種種別及び準用する 

出来形管理基準 
頁 

章，節 条 工種 

同上 3-2-6-10 コンクリート舗装工  2-27 

 3-2-6-11 薄層カラー舗装工  2-31 

 3-2-6-12 ブロック舗装工  2-33 

 3-2-6-13 路面切削工  2-35 

 3-2-6-14 舗装打換え工  2-35 

 3-2-6-15 オーバーレイ工  2-35 

第７節 地盤改良工 3-2-7-2 路床安定処理工  2-36 

 3-2-7-3 置換工  2-36 

 3-2-7-4 表層安定処理工  2-37 

 3-2-7-5 パイルネット工  2-37 

 3-2-7-6 サンドマット工  2-37 

 3-2-7-7 バーチカルドレーン工  2-38 

 3-2-7-8 締固め改良工  2-38 

 3-2-7-9 固結工  2-38 

第 10 節 仮設工 3-2-10-5 土留・仮締切工  2-39 

 3-2-10-8 地中連続壁工（壁式）  2-40 

 3-2-10-9 地中連続壁工（柱列式）  2-40 

第 11 節 法面工（共通） 3-2-11-2 植生工  2-41 

 3-2-11-3 吹付工  2-41 

 3-2-11-4 法枠工  2-42 

 3-2-11-6 アンカー工  2-42 

第 12 節 擁壁工（共通） 3-2-12-1 場所打擁壁工  2-43 

 3-2-12-2 プレキャスト擁壁工  2-43 

 3-2-12-3 補強土壁工  2-44 

 3-2-12-4 井桁ブロック工  2-44 

第 14 節 推進工 3-2-14-8 中大口径管推進工法  2-45 

 3-2-14-9 小口径管推進工法 5-14-8 中大口径推進工法 2-45 

第 15 節 シールド工 3-2-15-15 一次覆工  2-45 

 3-2-15-17 二次覆工  2-45 

第４編 水道工事 

第１章 一般事項 

第１節 配水管等及び付属設備工事 4-1-1-5 管布設工  2-46 

第 5章 下水道工事 

第１章 一般事項 

第１節 管布設工事 5-1-1-3 鉄筋コンクリート管布設工  2-47 

 5-1-1-4 
硬質塩化ビニル管及び強化プラス

チック複合管布設工 
 2-47 

 5-1-1-5 ダクタイル鋳鉄管布設工  2-47 



 

 

目次（出来形管理基準） 

土木工事共通仕様書 工種種別及び準用する 

出来形管理基準 
頁 

章，節 条 工種 

同上 5-1-1-6 下水道用ポリエチレン管布設工  2-47 

 5-1-1-7 カルバート工  2-47 

第２節 管路土工 5-1-2-3 基礎工  2-48 

第３節 管更生工事 5-1-3-4 施工  2-49 

 5-1-3-5 施工管理  2-49 

第４節 マンホール・ます等築造工事 5-1-4-1 マンホール・ます等築造工  2-50 

管路 
特殊マン
ホール工 

伏せ越し室・雨水吐室工  2-53 

 〃 伏せ越し管工  2-53 

 

〃 越流堰  2-54 

〃 中継ポンプ施設  2-54 

管きょ工 
（推進） 

立坑内管布設工（空伏工）  2-55 

処理場・ポンプ場 
本体作業
土工 

掘削工  2-56 

 
本体 
築造工 

直接基礎工  2-56 

 〃 ケーソン基礎工  2-56 

 〃 躯体工（池・槽の主要構造物）  2-57 

 〃 〃 （池・槽の付属構造物）  2-57 

 〃 〃 （開口部）  2-57 

 〃  〃 （ゲート用開口部）  2-58 

 〃  〃 （可動せき用開口部）  2-58 

 〃 越流樋工（流出トラフ）  2-58 

 〃 越流堰板工  2-59 

 〃 燃料貯留槽工  2-59 

 
場内 
管路工 

管布設工（流入渠・流出渠）  2-59 
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つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

控
　

え
　

長
　

さ
設

計
値

以
上

2 土 工

1
法

面
整

形
工

（
盛

土
部

）

（
河

川
・

砂
防

土
工

）

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

4

Ｄ
：

ｎ
本

間
の

延
長

ｎ
：

1
0
本

程
度

と
す

る
φ

：
鉄

筋
径

3 無 筋 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

6 鉄 筋 工

4
組

立
て

1
-
3
-
6
-
4

5

1 共 通 編

3 土 工

ｔ

Ｄ

ｔ

ｔ

ｔ
ｔ

1
nD

d

ｔ

ｔ
ｔ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基
　

準
　

高
　

▽

1 共 通 編

3 無 筋 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

6 鉄 筋 工

4

変
　

　
　

位
　

 
1
0
0

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

3 共 通 的 工 種

4
基

準
高

は
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
変

位
は

、
施

工
延

長
2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

2
0

ｍ
（

又
は

2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

3
-
2
-
3
-
4

3
-
2
-
3
-
5

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
、

１
リ

フ
ト

、
１

ロ
ッ

ト
当

た
り

に
対

し
て

各
面

で
一

箇
所

以
上

測
定

す
る

。
最

小
か

ぶ
り

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
（

設
計

編
：

標
準

 
7
編

2
章

 
2
.
1
）

参
照

。
た

だ
し

、
道

路
橋

示
方

書
の

適
用

を
受

け
る

橋
に

つ
い

て
は

、
道

路
橋

示
方

書
(
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
編

 
6
.
6
)
に

よ
る

。
 注

1
）

重
要

構
造

物
 
か

つ
主

鉄
筋

に
つ

い
て

適
用

す
る

。

注
2
）

新
設

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

（
橋

梁
上

・
下

部
工

お
よ

び
重

要
構

造
物

で
あ

る
内

空
断

面
積

2
5
㎡

以
上

の
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

（
工

場
製

作
の

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

は
全

て
の

工
種

に
お

い
て

対
象

外
）

）
の

鉄
筋

の
配

筋
状

況
及

び
か

ぶ
り

に
つ

い
て

は
、

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定
要

領
」

も
併

せ
て

適
用

す
る

。

1
-
3
-
6
-
4

組
立

て

5
縁

石
工

（
縁

石
・

ア
ス

カ
ー

ブ
）

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

出来形管理基準及び規格値

矢
板

工
〔

指
定

仮
設

・
任

意
仮

設
は

除
く

〕

（
鋼

矢
板

）
（

軽
量

鋼
矢

板
）

（
ア

ル
ミ

矢
板

）
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

矢
板

）
（

広
幅

鋼
矢

板
）

（
可

と
う

鋼
矢

板
）

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

±
5
0
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

＋
3
0

－
2
0

基
礎

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

幅
　

　
　

ｗ

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

－
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

3
-
2
-
3
-
7

3
-
2
-
3
-
6

パ
イ

プ
取

付
高

 
Ｈ

幅
　

　
　

ｗ
－

3
0

単
独

基
礎

1
0
基

に
つ

き
１

基
、

1
0
基

以
下

の
も

の
は

２
基

測
定

。
測

定
箇

所
は

１
基

に
つ

き
１

箇
所

測
定

。

１
箇

所
／

施
工

延
長

4
0
ｍ

4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

、
２

箇
所

／
１

施
工

箇
所

。
高

　
さ

　
ｈ

8

設
 
置

 
高

 
さ

 
Ｈ

6

防
止

柵
工

（
立

入
防

止
柵

）
（

転
落

（
横

断
）

防
止

柵
）

（
車

止
め

ポ
ス

ト
）

7

基
礎

路
側

防
護

柵
工

（
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
）

1

幅
ｗ

（
Ｄ

）
－

3
0

 
高

さ
　

ｈ

小
型

標
識

工

－
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

１
箇

所
／

１
基

基
礎

出来形管理基準及び規格値

基
礎

１
基

ご
と

3 共 通 的 工 種

3
-
2
-
3
-
8

設
計

値
以

上

高
　

さ
　

ｈ
－

3
0

－
3
0

ビ
ー

ム
取

付
高

 
Ｈ

＋
3
0

－
2
0

Ｈ

ｗ
(
Ｄ

)

ｈ

ｗ

Ｈ

ｈ

Ｈ

ｗ

ｈ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

1
1

塗
装

系
ご

と
の

塗
装

面
積

を
算

出
・

照
査

し
て

、
各

塗
料

の
必

要
量

を
求

め
、

塗
付

作
業

の
開

始
前

に
搬

入
量

（
充

缶
数

）
と

、
塗

付
作

業
終

了
時

に
使

用
量

（
空

缶
数

）
を

確
認

し
、

各
々

必
要

量
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

１
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
5
0
0
㎡

と
す

る
。

高
　

さ
　

ｈ

3
-
2
-
3
-
9

各
線

種
ご

と
に

、
１

箇
所

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

に
よ

り
測

定
。

9
区

画
線

工

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

3
-
2
-
3
-
1
1

厚
　

さ
　

ｔ
（

溶
融

式
の

み
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

面
塗

装
工

塗
 料

 使
 
用

 
量

±
3
0

鋼
道

路
橋

防
食

便
覧

Ⅱ
-
8
2
　

「
表

-
Ⅱ

.
5
.
5
各

塗
料

の
標

準
使

用
量

と
標

準
膜

厚
」

の
標

準
使

用
量

以
上

。

2 一 般 施 工

3 共 通 的 工 種

高
　

さ
　

ｈ
－

3
0

延
　

長
　

Ｌ
－

1
0
0

ケ
ー

ブ
ル

取
付

高
 
Ｈ

＋
3
0

－
2
0

8
2

設
計

値
以

上

3
-
2
-
3
-
1
0

出来形管理基準及び規格値

3 土 木 工 事 共 通 編

道
路

付
属

物
工

（
視

線
誘

導
標

）
（

距
離

標
）

基
礎

幅
　

　
　

ｗ
－

3
0

幅
　

　
　

ｗ
設

計
値

以
上

路
側

防
護

柵
工

（
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

）

1
0

１
箇

所
／

1
0
本

1
0
本

以
下

の
場

合
は

、
２

箇
所

測
定

。

１
箇

所
／

１
基

礎
ご

と
3
-
2
-
3
-
8

ｈ

ｗ
Ｌ

Ｈ ｈ

2-6



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

カ
ル

バ
ー

ト
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
工

）
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

パ
イ

プ
工

）
１

施
工

箇
所

ご
と

※
幅

　
　

　
　

ｗ
－

5
0

※
高

　
　

さ
　

ｈ
－

3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

3 共 通 的 工 種

1
3

階
段

工
幅

　
　

　
　

　
ｗ

－
3
0

１
回

／
１

施
工

箇
所

高
　

　
　

さ
　

ｈ
－

3
0

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

3
-
2
-
3
-
1
3

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
※

印
は

、
現

場
打

部
分

の
あ

る
場

合
。

3
-
2
-
3
-
1
7

延
　

　
　

長
　

Ｌ

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工
－

3
0

段
　

　
　

　
　

数
±

0
段

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

1
6

3
-
2
-
3
-
1
6

1
7

1
側

溝
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
Ｕ

型
側

溝
）

（
Ｌ

型
側

溝
工

）
（

自
由

勾
配

側
溝

）
（

管
渠

）
－

2
0
0

出来形管理基準及び規格値

ｗｈ

Ｌ

ｈ
ｗ

ｗ

ｈ

Ｌ

2-7



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

※
幅

　
　

ｗ
1
，

ｗ
2

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

2

※
厚

さ
　

ｔ
1
～

ｔ
5

－
2
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

に
つ

き
２

箇
所

。
幅

　
　

ｗ
1
，

ｗ
2

－
2
0
0

3

－
5
0

深
　

　
　

さ
　

ｈ
－

3
0

1
8

１
施

工
箇

所
ご

と

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
3
-
1
8

3 共 通 的 工 種

1
7

3
-
2
-
3
-
1
7

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

 
さ

　
ｔ

1
，

ｔ
2

－
2
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

3
0

高
 
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

－
3
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

3
-
2
-
3
-
1
7

１
施

工
箇

所
ご

と

集
水

桝
工

－
3
0

※
高

さ
　

ｈ
1
，

ｈ
2

－
3
0

１
箇

所
ご

と
※

は
、

現
場

打
部

分
の

あ
る

場
合

側
溝

工

（
暗

渠
工

）

側
溝

工

（
場

所
打

水
路

工
）

延
　

　
　

長
　

Ｌ

基
　

準
　

高
　

▽

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

－
2
0
0

±
3
0

ｔ
1

ｔ
2

ｗ

2
ｈ

ｈ
1

2
ｗｗ

1

ｈ

ｗ

ｈ2

2

ｔ

ｗ
1

1

ｔ
5

ｔ
2

ｔ
3

ｔ
4 1

ｈ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
4
-
1

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

一
般

事
項

（
切

込
砂

利
）

（
砕

石
基

礎
工

）
（

割
ぐ

り
石

基
礎

工
）

（
均

し
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

4 基 礎 工

1

－
3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
各

構
造

物
の

規
格

値
に

よ
る

3
1

基
礎

工
（

護
岸

）

（
現

場
打

）

±
3
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
設

計
値

以
上

厚
さ

 
 
ｔ

1
 
 
,
 
ｔ

2

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

3
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ
－

3
0

2
基

礎
工

（
護

岸
）

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
）

3
-
2
-
4
-
3

延
　

　
　

長
　

Ｌ

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
延

　
　

　
長

　
Ｌ

－
2
0
0

－
2
0
0

3
-
2
-
4
-
3

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基
　

準
　

高
　

▽

基
　

準
　

高
　

▽

t

w

t
2 1

ｗ

ｈ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

3
-
2
-
4
-
4

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。
d
＝

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

偏
　

心
　

量
　

ｄ
1
5
0
以

内

±
5
0

設
計

値
以

上

1
／

1
0
0
以

内

ｄ
＝

3
-
2
-
4
-
6

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

偏
　

心
　

量
　

ｄ
Ｄ

／
4
以

内
か

つ
1
0
0

以
内

傾
　

　
　

　
　

斜

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

d
＝

3
-
2
-
4
-
5

1
0
0
以

内

傾
　

　
　

　
　

斜
1
／

1
0
0
以

内

杭
　

　
径

　
　

Ｄ
設

計
径

（
公

称
径

）
－

3
0
以

上

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

※
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

場
合

は
そ

の
内

径
、

補
強

リ
ン

グ
を

必
要

と
す

る
場

合
は

補
強

リ
ン

グ
の

内
径

と
し

、
モ

ル
タ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

の
場

合
は

モ
ル

タ
ル

等
の

土
留

め
構

造
の

内
径

に
て

測
定

。

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
4
-
4

5

傾
　

　
　

　
　

斜
1
／

5
0
以

内

基
　

礎
　

径
　

Ｄ
設

計
径

（
公

称
径

）
以

上
※

±
5
0

設
計

値
以

上

偏
　

心
　

量
　

ｄ
1
0
0
以

内

傾
　

　
　

　
　

斜
1
／

1
0
0
以

内

杭
　

　
径

　
　

Ｄ
設

計
値

以
上

根
　

　
入

　
　

長

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

既
製

杭
工

（
既

製
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

）
（

鋼
管

杭
）

（
Ｈ

鋼
杭

）

2
既

製
杭

工

（
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
）

基
　

準
　

高
　

▽

根
　

　
入

　
　

長

偏
　

心
　

量
　

ｄ

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

4 基 礎 工

4
1

場
所

打
杭

工
基

　
準

　
高

　
▽

±
5
0

6
深

礎
工

基
　

準
　

高
　

▽

d
＝ D

2
2 ＋

ｙ
ｘ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

D

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

D

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

D

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

出来形管理基準及び規格値

基
準

高
は

、
全

数
を

測
定

。
偏

心
量

は
、

１
基

ご
と

に
測

定
。

3
-
2
-
4
-
7

鋼
管

矢
板

基
礎

工
7

4 基 礎 工

2 一 般 施 工

3 土 木 工 事 共 通 編

設
計

値
以

上

偏
　

心
　

量
　

ｄ
3
0
0
以

内

根
　

　
入

　
　

長

基
　

準
　

高
　

▽
±

1
0
0

ｄ
＝

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ
ｄ

ｙ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

3
-
2
-
5
-
3

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
積

張
）

ｔ
1

3
-
2
-
5
-
3

－
2
0
0

法
　

　
　

長
　

 
－

1
0
0

厚
さ

（
裏

込
）

ｔ
2

 
≧

3
ｍ

－
1
0
0

出来形管理基準及び規格値

基
　

準
　

高
　

▽
3
-
2
-
5
-
3

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

5 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

3

－
5
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

 

法
長

 

－
5
0

3
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工 （

天
端

保
護

ブ
ロ

ッ
ク

）

基
　

準
　

高
　

▽

 
＜

3
ｍ

－
5
0

2
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工 （

連
節

ブ
ロ

ッ
ク

張
り

）

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基
　

準
　

高
　

▽

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工 （

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

積
）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
）

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

延
長

　
Ｌ

1
，

Ｌ
2

 

 

 

ｗ ｗ間
詰

か
ご

連
結

ブ
ロ

ッ
ク

Ｌ
1

Ｌ
2

1ｔ
1
ｔ

2

ｔ
2

ｔ
1 ｔ

2

ｔ
1 ｔ

2

ｔ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
定

　
項

　
目

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

3
-
2
-
5
-
5

法
長

 

 
＜

3
ｍ

－
5
0

厚
さ

（
石

積
・

張
）

ｔ
1

3
-
2
-
5
-
4

－
5
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

 
≧

3
ｍ

－
1
0
0

±
5
0

 
＜

3
ｍ

－
5
0

 
≧

3
ｍ

延
　

　
　

長
　

Ｌ

出来形管理基準及び規格値

－
5
0

4
緑

化
ブ

ロ
ッ

ク
工

－
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

－
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

5
石

積
（

張
）

工
基

　
準

　
高

　
▽

±
5
0

厚
さ

（
裏

込
）

　
　

ｔ
2

－
5
0

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
）

ｔ
1

－
5
0

厚
さ

（
裏

込
）

　
ｔ

2

法
長

 

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

5 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工
 

－
1
0
0

 

 

 ｔ
1

ｔ
2ｔ
1
ｔ

2

1ｔ
1
ｔ

2

ｔ
2

ｔ
1 ｔ

2

ｔ
1 ｔ

2

ｔ
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

±
4
0

±
5
0

―
―

－
4
5

－
4
5

－
1
5

－
1
5

－
5
0

－
5
0

―
　

―

出来形管理基準及び規格値

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

6 一 般 舗 装 工

厚
　

　
さ

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工
幅

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

6
3
-
2
-
6
-
6

1
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工

（
下
層
路
盤
工
）

基
準

高
▽

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と
に
１
箇
所
の
割
と

し
、

道
路

中
心

線
お

よ
び

端
部
で
測
定
。
厚

さ
は

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と
に
１
箇
所
を
掘
り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ
ご
と
に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。

3
-
2
-
6
-
6

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

6
2

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工

（
上
層
路
盤
工
）

粒
度
調
整
路
盤
工

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅

出来形管理基準及び規格値
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
6
-
6

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１
箇
所
の
割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１
個
の
割
で
コ

ア
ー

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起
こ
し
て
測

定
。

幅

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

6
3

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工

（
上
層
路
盤
工
）

セ
メ
ン
ト
（
石
灰
）

安
定
処
理
工

2-16



単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
1
5

－
2
0

－
5

－
7

－
5
0

－
5
0

―
―

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
 （
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
安
定
処
理
工
）

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１
箇
所
の
割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
１
個
の
割
で
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
。

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。

3
-
2
-
6
-
6

4
6

6 一 般 舗 装 工

2 一 般 施 工

3 土 木 工 事 共 通 編

出来形管理基準及び規格値

厚
　

　
さ

幅
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
9

－
1
2

－
3

－
4

－
2
5

－
2
5

―
―

出来形管理基準及び規格値

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

6
5

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工

（
基
層
工
）

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

3
-
2
-
6
-
6

幅

3 土 木 工 事 共 通 編
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
7

－
9

－
2

－
3

－
2
5

－
2
5

―
―

2 一 般 施 工

出来形管理基準及び規格値

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
と
は
、
管
理
図
等
を

描
い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い

い
、
舗
装
施
工
面
積
が
1
0
,
0
0
0
m
2
以
上
あ
る

い
は
使
用
す
る
基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物

の
総
使
用
量
が
、
3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

　
厚
さ
は
、
個
々
の
測
定
値
が
1
0
個
に
9
個

以
上
の
割
合
で
規
格
値
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
と
も
に
、
1
0
個
の
測
定
値
の
平

均
値
（
Ｘ

1
0
）
に
つ
い
て
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
厚
さ
の
デ
ー
タ
数
が

1
0
個
未
満
の
場
合
は
測
定
値
の
平
均
値
は
適

用
し
な
い
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

3 土 木 工 事 共 通 編

6 一 般 舗 装 工

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

。

6
6

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工

（
表
層
工
）

幅

3
-
2
-
6
-
6

平
 
坦

 
性

―
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

±
4
0

±
5
0

―
―

－
4
5

－
4
5

－
1
5

－
1
5

－
5
0

－
5
0

―
　

―

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

3
-
2
-
6
-
7

2
半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
上
層
路
盤
工
）

粒
度
調
整
路
盤
工

幅

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

7
1

半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
下
層
路
盤
工
）

基
準

高
▽

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部
で
測
定
。

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

3
-
2
-
6
-
7

厚
　

　
さ

幅

厚
　

　
さ
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

－
1
5

－
2
0

－
5

－
7

－
5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値

2 一 般 施 工

3 土 木 工 事 共 通 編

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１
箇
所
の
割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
0
0
0
㎡

に
１
個
の
割
で
コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し
て
測
定
。

3
-
2
-
6
-
7

幅

4
半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
安
定
処
理
工
）

幅

厚
　

　
さ

厚
　

　
さ

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

3
-
2
-
6
-
7

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１
箇
所
の
割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
0
0
0
㎡

に
１
個
の
割
で
コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
上
層
路
盤
工
）

セ
メ
ン
ト
（
石
灰
）

安
定
処
理
工

3
7

6 一 般 舗 装 工
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
9

－
1
2

－
3

－
4

－
2
5

－
2
5

―
―

－
7

－
9

－
2

－
3

－
2
5

－
2
5

―
―

出来形管理基準及び規格値

7
2 一 般 施 工

3 土 木 工 事 共 通 編

厚
　

　
さ

6 一 般 舗 装 工

3
-
2
-
6
-
7

幅

平
 
坦

 
性

―

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
基
層
工
）

5
工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１
箇
所
の
割
と

し
、

厚
さ

は
、

1
0
0
0
㎡

に
１
個
の
割
で
コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

6
半
た
わ
み
性
舗
装
工

（
表
層
工
）

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

3
-
2
-
6
-
7

幅

2-22



単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

±
4
0

±
5
0

―
―

－
4
5

－
4
5

－
1
5

－
1
5

－
5
0

－
5
0

―
　

―

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

出来形管理基準及び規格値

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

8
1

排
水
性
舗
装
工

（
下
層
路
盤
工
）

基
準

高
▽

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部
で
測
定
。

厚
さ

は
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

3
-
2
-
6
-
8

厚
　

　
さ

幅

厚
　

　
さ

2
排
水
性
舗
装
工

（
上
層
路
盤
工
）

粒
度
調
整
路
盤
工

3
-
2
-
6
-
8

幅

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

3 土 木 工 事 共 通 編
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

－
2
5

－
3
0

－
8

－
1
0

－
5
0

－
5
0

―
―

－
1
5

－
2
0

－
5

－
7

－
5
0

－
5
0

―
―

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が
該

当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

3
-
2
-
6
-
8

幅

4
排
水
性
舗
装
工

（
加
熱
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
安
定
処
理
工
）

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

8
幅

は
、

延
長

8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し
て
測
定
。

3
-
2
-
6
-
8

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

3
排
水
性
舗
装
工

（
上
層
路
盤
工
）

セ
メ

ン
ト

（
石

灰
）

安
定
処
理
工

幅

厚
　

　
さ

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

出来形管理基準及び規格値

3 土 木 工 事 共 通 編
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単
位
：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　
種

測
定

項
目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　
基
　
　
準

測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

※
面

管
理

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

－
9

－
1
2

－
3

－
4

－
2
5

－
2
5

―
―

－
7

－
9

－
2

－
3

－
2
5

－
2
5

―
―

平
 
坦

 
性

―

3
-
2
-
6
-
8

幅

厚
　

　
さ

3
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

出来形管理基準及び規格値

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

工
事
規
模
の
考
え
方

 
中
規
模
以
上
の
工
事
は
、
管
理
図
等
を
描

い
た
上
で
の
管
理
が
可
能
な
工
事
を
い
い
、

基
層
お
よ
び
表
層
用
混
合
物
の
総
使
用
量
が

3
,
0
0
0
ｔ
以
上
の
場
合
が
該
当
す
る
。

　
小
規
模
工
事
と
は
、
上
記
以
外
の
場
合
が

該
当
す
る
。

コ
ア
採
取
に
つ
い
て

　
橋
面
舗
装
等
で
コ
ア
採
取
に
よ
り
床
版
等

に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
他

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
維
持
工
事
に
お
い
て
は
、
平
坦
性
の
項
目

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

6
排
水
性
舗
装
工

（
表
層
工
）

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

6 一 般 舗 装 工

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

8
5

排
水
性
舗
装
工

（
基
層
工
）

厚
　

　
さ

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

3
-
2
-
6
-
8

幅

2-25



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

ｔ
＜

1
5
c
m

－
3
0

ｔ
≧

1
5
c
m

－
4
5

3
-
2
-
6
-
9

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

中
規

模
以

上

幅

3
-
2
-
6
-
9

基
準

高
は

片
側

延
長

4
0
m
ご

と
に

１
箇

所
の

割
で

測
定

。
厚

さ
は

、
片

側
延

長
2
0
0
m
ご

と
に

１
箇

所
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
m
ご

と
に
１

箇
所

測
定

。

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。

基
準

高
▽

±
5
0

―

厚
　

さ

－
1
0

－
1
5

編
章

節
条

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

平
均

の
測

定
値

(
X
1
0
)

厚
さ

－
9

－
3

透
水

性
舗

装
工

（
路

盤
工

）

1
9

6 一 般 舗 装 工

2 一 般 施 工

3 土 木 工 事 共 通 編
幅

－
1
0
0

―

出来形管理基準及び規格値

幅
は

、
片

側
延

長
8
0
m
ご

と
に
１

箇
所

の
割

で
測

定
。

厚
さ

は
、

片
側

延
長

2
0
0
m
ご

と
に

１
箇

所
コ

ア
を

採
取

し
て

測
定

。

※
歩

道
舗

装
に

適
用

す
る

。

透
水

性
舗

装
工

（
表

層
工

）

2

－
2
5

―
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

±
4
0

±
5
0

－
2
5

－
3
0

出来形管理基準及び規格値

2
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
粒

度
調

整
路

盤
工

）

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
0

1
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
下

層
路

盤
工

）
厚

　
　

さ
－

4
5

－
1
5

幅
－

5
0

―

基
準

高
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

お
よ

び
端

部
で

測
定

。
厚

さ
は

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

基
準

高
▽

―

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

3
-
2
-
6
-
1
0

厚
　

　
さ

－
8

幅
－

5
0

―

工
事

規
模

の
考

え
方

　
中

規
模

と
は

、
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

　
小

規
模

工
事

と
は

、
上

記
以

外
の

場
合

が
該

当
す

る
。

　
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
9
個

以
上

の
割

合
で

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

　
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

－
2
5

－
3
0

－
9

－
1
2

出来形管理基準及び規格値

4
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
中

間
層

）

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
0

3
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
セ

メ
ン

ト
（

石
灰

・
瀝

青
）

安
定

処
理

工
）

3 土 木 工 事 共 通 編

厚
　

　
さ

－
8

幅
－

5
0

―

厚
　

　
さ

－
3

幅
－

2
5

―

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

工
事

規
模

の
考

え
方

　
中

規
模

と
は

、
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

　
小

規
模

工
事

と
は

、
上

記
以

外
の

場
合

が
該

当
す

る
。

　
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
9
個

以
上

の
割

合
で

規
格

値
を

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

と
も

に
、

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

　
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。

3
-
2
-
6
-
1
0
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

±
4
0

±
5
0

－
2
5

－
3
0

6

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
硬

化
後

3
m
プ

ロ
フ

ィ
ル

メ
ー

タ
－

に
よ

り
機

械
舗

設
の

場
合

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
人

力
舗

設
の

場
合

(
σ

)
3
m
m
以

下

厚
さ

は
各

車
線

の
中

心
付

近
で

型
枠

据
付

後
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
水

糸
又

は
レ

ベ
ル

に
よ

り
１

測
線

当
た

り
横

断
方

向
に

３
箇

所
以

上
測

定
、

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

で
測

定
。

平
坦

性
は

各
車

線
ご

と
に

版
縁

か
ら

１
ｍ

の
線

上
、

全
延

長
と

す
る

。
な

お
、

ス
リ

ッ
プ

フ
ォ

ー
ム

工
法

の
場

合
は

、
厚

さ
管

理
に

関
し

、
打

設
前

に
各

車
線

の
中

心
付

近
で

各
車

線
2
0
0
m
ご

と
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に

よ
り

1
測

線
当

た
り

横
断

方
向

に
3
箇

所
以

上
路

盤
の

基
準

高
を

測
定

し
、

測
定

打
設

後
に

各
車

線
2
0
0
m
ご

と
に

両
側

の
版

端
を

測
定

す
る

。

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
0

5
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
版

工
）

厚
　

　
さ

7

―

－
1
0

－
3
.
5

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

粒
度

調
整

路
盤

工

厚
　

　
さ

－
8

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

下
層

路
盤

工

基
準

高
▽

―
基

準
高

は
、

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
、

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

3
-
2
-
6
-
1
0

厚
　

　
さ

－
4
5

－
1
5

幅

3
-
2
-
6
-
1
0

幅
－

5
0

―

－
5
0

―

工
事

規
模

の
考

え
方

中
規

模
と

は
、

１
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

維
持

工
事

に
お

い
て

は
、

平
坦

性
の

項
目

を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

3
-
2
-
6
-
1
0

―

目
地

段
差

±
2

平
 
坦

 
性

出来形管理基準及び規格値

幅
－

2
5

2-29



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

－
2
5

－
3
0

－
9

－
1
2

出来形管理基準及び規格値

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

幅
－

3
5

厚
　

　
さ

3
-
2
-
6
-
1
0

3
-
2
-
6
-
1
0

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

1
09

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

中
間

層

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
0

8
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

セ
メ

ン
ト

（
石

灰
・

瀝
青

）
安

定
処

理
工

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
、

掘
り

起
こ

し
て

測
定

。

－
2
5

―－
8

工
事

規
模

の
考

え
方

　
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

　
小

規
模

工
事

と
は

、
上

記
以

外
の

場
合

が
該

当
す

る
。

　
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

　
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
採

取
に

よ
り

床
版

等
に

損
傷

を
与

え
る

恐
れ

の
あ

る
場

合
は

、
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。

　
維

持
工

事
に

お
い

て
は

、
平

坦
性

の
項

目
を

省
略

す
る

こ
と

が
出

来
る

。

目
地

段
差

－
5
0

―

－
1
5

－
4
.
5

幅

厚
　

　
さ

幅

厚
　

　
さ

－
3

―

平
 
坦

 
性

―

3 土 木 工 事 共 通 編

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

厚
さ

は
、

各
車

線
の

中
心

付
近

で
型

枠
据

付
後

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
水

糸
又

は
レ

ベ
ル

に
よ

り
１

測
線

当
た

り
横

断
方

向
に

３
箇

所
以

上
測

定
、

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

で
測

定
、

平
坦

性
は

各
車

線
ご

と
に

版
縁

か
ら

１
ｍ

の
線

上
、

全
延

長
と

す
る

。

±
2

3
-
2
-
6
-
1
0

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
硬

化
後

、
3
m
プ

ロ
フ

ィ
ル

メ
ー

タ
ー

に
よ

り
(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
。
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単
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m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

±
4
0

±
5
0

－
2
5

－
3
0

出来形管理基準及び規格値

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
1

1
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
下

層
路

盤
工

）

2
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
上

層
路

盤
工

）
　

粒
度

調
整

路
盤

工

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

工
事

規
模

の
考

え
方

　
中

規
模

と
は

、
１

層
あ

た
り

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

　
小

規
模

工
事

と
は

、
上

記
以

外
の

場
合

が
該

当
す

る
。

　
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

　

―

基
準

高
は

、
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
、

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

－
8

基
準

高
▽

―

－
5
0

―

－
4
5

－
1
5

－
5
0

幅

3
-
2
-
6
-
1
1

厚
　

　
さ

厚
　

　
さ

幅

3
-
2
-
6
-
1
1
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

－
2
5

－
3
0

－
1
5

－
2
0

－
9

－
1
2

4
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
工

）

厚
　

　
さ

幅
―

5
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
基

層
工

）

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
1

3
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
上

層
路

盤
工

）
セ

メ
ン

ト
（

石
灰

）
安

定
処

理
工

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

－
5
0

出来形管理基準及び規格値

－
8

工
事

規
模

の
考

え
方

中
規

模
と

は
、

１
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

3
-
2
-
6
-
1
1

厚
　

　
さ

－
5

厚
　

　
さ

－
3

3
-
2
-
6
-
1
1

―

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
－

5
0

－
2
5

―
幅

3
-
2
-
6
-
1
1
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

±
4
0

±
5
0

－
2
5

－
3
0

出来形管理基準及び規格値

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

幅
－

5
0

―

6 一 般 舗 装 工

1
2

1
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
下

層
路

盤
工

）

基
準

高
▽

厚
さ

幅

2
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
粒

度
調

整
路

盤
工

厚
　

　
さ

－
8

－
1
5

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
各

車
線

2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

―

－
4
5

－
5
0

―

基
準

高
は

、
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
、

各
車

線
2
0
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

を
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

に
測

定
。

3
-
2
-
6
-
1
2

工
事

規
模

の
考

え
方

中
規

模
と

は
、

１
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

3
-
2
-
6
-
1
2
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
(
X
1
0
)

－
2
5

－
3
0

－
1
5

－
2
0

－
9

－
1
2

3 土 木 工 事 共 通 編

3
-
2
-
6
-
1
2

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
2

3
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
　

セ
メ

ン
ト

（
石

灰
）

　
安

定
処

理
工

4
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
工

）

厚
　

　
さ

厚
　

　
さ

－
8

幅幅
―－
5

出来形管理基準及び規格値

工
事

規
模

の
考

え
方

中
規

模
と

は
、

１
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

が
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
。

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
厚

さ
は

、
個

々
の

測
定

値
が

1
0
個

に
９

個
以

上
の

割
合

で
規

格
値

を
満

足
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
と

も
に

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

（
Ｘ

1
0
）

に
つ

い
て

満
足

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

厚
さ

の
デ

ー
タ

数
が

1
0
個

未
満

の
場

合
は

測
定

値
の

平
均

値
は

適
用

し
な

い
。

コ
ア

採
取

に
つ

い
て

橋
面

舗
装

等
で

コ
ア

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
、

他
の

方
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

3
-
2
-
6
-
1
2

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
厚

さ
は

、
1
,
0
0
0
㎡

に
１

個
の

割
で

コ
ア

を
採

取
し

て
測

定
。

5
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
基

層
工

）

－
2
5

―

幅
－

5
0

―

厚
　

　
さ

－
3

－
5
0

3
-
2
-
6
-
1
2

2-34



単
位

：
m
m

厚
さ

は
4
0
ｍ

ご
と

に
現

舗
装

高
切

削
後

の
基

準
高

の
差

で
算

出
す

る
。

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道
端

及
び

そ
の

中
心

と
す

る
。

延
長

4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２
箇

所
／

施
工

箇
所

と
す

る
。

断
面

状
況

で
、

間
隔

、
測

点
数
を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

測
定

方
法

は
自

動
横

断
測

定
法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

。

3
-
2
-
6
-
1
3

2 一 般 施 工

6 一 般 舗 装 工

1
3

路
面

切
削

工

幅
　

　
　

ｗ

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

平
均

の
測

定
値

(
X
1
0
)

3
-
2
-
6
-
1
4

－
2
5

―

舗 設 工

幅
　

ｗ
－

2
5

延
長

Ｌ
－

1
0
0

厚
さ

ｔ
該

当
工

種

3 土 木 工 事 共 通 編

厚
　

さ
　

ｔ
－

7
－

2

路 盤 工

幅
　

ｗ
－

5
0

1
4

舗
装

打
換

え
工

3
-
2
-
6
-
1
5

出来形管理基準及び規格値

1
5

オ
ー

バ
ー

レ
イ

工

平
　

坦
　

性
―

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

延
　

長
　

Ｌ
－

1
0
0

各
層

ご
と

１
箇

所
／

１
施

工
箇
所

　

幅
　

　
　

ｗ
－

2
5

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

規
　

格
　

値
 
 
(
m
m
)

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

厚
さ

は
4
0
ｍ

ご
と

に
現

舗
装

高
と

オ
ー

バ
ー

レ
イ

後
の

基
準

高
の

差
で

算
出
す

る
。

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道
端

及
び

そ
の

中
心

と
す

る
。

幅
は

、
延

長
8
0
ｍ

ご
と

に
１

箇
所

の
割

と
し

、
延

長
8
0
ｍ

未
満

の
場

合
は
、

２
箇

所
／

施
工

箇
所

と
す

る
。

断
面

状
況

で
、

間
隔

、
測

点
数
を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

厚
　

さ
　

ｔ

該
当

工
種

厚
さ

ｔ

－
1
0
0

延
長

Ｌ

－
9

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ

ｗ

ｗ

Ｌ

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

出来形管理基準及び規格値
測

　
定

　
項

　
目

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準

－
5
0

置
換

厚
さ

　
　

ｔ

±
5
0

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

7 地 盤 改 良 工

2
路

床
安

定
処

理
工

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
1
箇

所
の

割
で

測
定

。
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。
厚

さ
は

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

－
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

置
換

工
3

3
-
2
-
7
-
2

施
工

厚
さ

　
　

ｔ
－

5
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
5
0

ｍ
）

以
下

の
も

の
は

1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

基
　

準
　

高
　

▽
3
-
2
-
7
-
3

－
2
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

－
1
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

ｔ

Ｃ Ｌ ｗ

ｗ

ｔ

ｔ

ｗＣ Ｌ
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枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

天
端

延
長

　
　

Ｌ
－

5
0
0

5

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

1
0
0

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

表
層

安
定

処
理

工

（
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
海

上
）

基
　

準
　

高
　

▽
特

記
仕

様
書

に
明

示
7 地 盤 改 良 工

4

パ
イ

ル
ネ

ッ
ト

工

6
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
工

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

施
工

厚
さ

　
　

ｔ
－

5
0

出来形管理基準及び規格値

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

両
端

で
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

3
-
2
-
7
-
6

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

両
端

で
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

杭
に

つ
い

て
は

、
当

該
杭

の
項

目
に

準
ず

る
。

3
-
2
-
7
-
5

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
－

5
0

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。
3
-
2
-
7
-
4

法
　

　
　

長
　

 
－

5
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ
－

3
0
0

ｗ
．

（
Ｌ

）
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
8
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

３
箇

所
。

（
Ｌ

）
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
で

行
う

。

 
 

Ｃ Ｌ

ｗ

ｔ

Ｃ Ｌ
ｔ

ｗ

ｗ
.
(
Ｌ

)

①

②
③

④

⑤
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編
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枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

全
本

数

バ
ー

チ
カ

ル
ド

レ
ー

ン
工

（
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

工
）

（
ペ

ー
パ

ー
ド

レ
ー

ン
工

）
（

袋
詰

式
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

工
）

締
固

め
改

良
工

（
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

工
）

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
7
-
7

3
-
2
-
7
-
8

杭
　

　
　

径
　

Ｄ
設

計
値

以
上

9

※
余

長
は

、
適

用
除

外

位
置

・
間

隔
ｗ

±
1
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
－

5
0

1
0
0
本

に
１

箇
所

。
1
0
0
本

以
下

は
２

箇
所

測
定

。
１

箇
所

に
４

本
測

定
。

設
計

値
以

上

深
　

度
　

L
設

計
値

以
上

位
置

・
間

隔
ｗ

Ｄ
／

4
以

内

杭
　

径
　

Ｄ

1
0
0
本

に
１

箇
所

。
1
0
0
本

以
下

は
２

箇
所

測
定

。
１

箇
所

に
４

本
測

定
。

た
だ

し
、

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

の
杭

径
は

対
象

外
と

す
る

。

固
結

工

（
粉

体
噴

射
撹

拌
工

）
（

高
圧

噴
射

撹
拌

工
）

（
ス

ラ
リ

ー
撹

拌
工

）
（

生
石

灰
パ

イ
ル

工
）

全
本

数

Ｌ
＝

 
1
－

 
2

 
1
は

改
良

体
先

端
深

度
 
2
は

改
良

端
天

端
深

度

3
-
2
-
7
-
9

打
 
込

 
長

 
さ

 
ｈ

設
計

値
以

上

サ
ン

ド
ド

レ
ー

ン
、

袋
詰

式
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

、
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

の
砂

投
入

量

―

全
本

数
計

器
管

理
に

か
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

7 8

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

7 地 盤 改 良 工

G
.L
.

L

C
.L
.

 
1

 
2

ｈ

Ｗ Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ
Ｗ
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測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
1
0
-
5

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

１
施

工
箇

所
ご

と

3
-
2
-
1
0
-
5

3
土

留
・

仮
締

切
工

（
連

節
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
工

）

－
1
0
0

法
　

　
　

長
　

 
－

1
0
0

延
長

　
Ｌ

1
　

Ｌ
2

－
2
0
0

削
 
孔

 
深

 
さ

 
 

設
計

深
さ

以
上

土
留

・
仮

締
切

工

（
ア

ン
カ

ー
工

）

±
1
0
0

根
　

　
入

　
　

長

天
　

端
　

幅
　

ｗ

法
　

　
　

長
　

 
－

1
0
0

3
-
2
-
1
0
-
5

3 土 木 工 事 共 通 編

2 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

5
1

土
留

・
仮

締
切

工

（
Ｈ

鋼
杭

）
（

鋼
矢

板
）

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
、

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

3
-
2
-
1
0
-
5

2
全

数

基
　

準
　

高
　

▽
－

5
0

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

。
延

長
5
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

配
 
置

 
誤

 
差

 
ｄ

1
0
0

設
計

値
以

上

4
土

留
・

仮
締

切
工

（
締

切
盛

土
）

ｗ

 

 
 

ｙ

ｘ

ｄ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

Ｌ
2

Ｌ
1

2-39



単
位

：
m
m

編
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種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

3
-
2
-
1
0
-
5

3
-
2
-
1
0
-
8

連
壁

の
長

さ
　

 
－

5
0

変
　

　
　

　
　

位

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
。

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

に
つ

い
て

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

変
位

は
施

工
延

長
2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
。

延
長

2
0
ｍ

（
又

は
2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

施
工

延
長

5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

。
延

長
5
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

、
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
。

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

に
つ

い
て

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

変
位

は
施

工
延

長
2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

1
箇

所
。

延
長

2
0
ｍ

（
又

は
2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

3
-
2
-
1
0
-
9

Ｄ
：

杭
径

連
壁

の
長

さ
　

 
－

5
0

変
　

　
　

位
　

ｄ
D
／

4
以

内

壁
　

体
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

出来形管理基準及び規格値

8
地

中
連

続
壁

工
（

壁
式

）

－
2
0
0

3 土 木 工 事 共 通 編

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

3
0
0

壁
　

体
　

長
　

Ｌ

2 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

5
5

基
　

準
　

高
　

▽
－

5
0

9
地

中
連

続
壁

工
（

柱
列

式
）

土
留

・
仮

締
切

工

（
中

詰
盛

土
）

 

Ｄ Ｌ

d

  

Ｌ
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番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

1
1
法 面 工 （ 共 通 ）

１
施

工
箇

所
ご

と

3
-
2
-
1
1
-
2

法 長  

 
＜

3
ｍ

－
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き
２
箇
所
。

測
定

断
面

に
凹

凸
が

あ
り

、
曲

線
法

長
の

測
定

が
困

難
な

場
合

は
直

線
法
長
と
す
る
。

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

、
設

計
厚

の
5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

。

た
だ

し
、

吹
付

面
に

凹
凸

が
あ

る
場

合
の

最
小

吹
付

厚
は

、
設

計
厚

の
5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

厚 さ ｔ

吹
付
工
（
仮
設
を
含

む
）

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

（
モ
ル
タ
ル
）

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

2
植
生
工

（
植
生
基
材
吹
付
工

）
（
客
土
吹
付
工
）

１
施

工
箇

所
ご

と

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き
２
箇
所
。

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

3
-
2
-
1
1
-
3

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

１
施

工
箇

所
ご

と

 
≧

3
ｍ

－
1
0
0

ｔ
＜

5
c
m

－
1
0

ｔ
≧

5
c
m

－
2
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

植
生
工

（
種
子
散
布
工
）

（
張
芝
工
）

（
筋
芝
工
）

（
市
松
芝
工
）

（
植
生
シ
ー
ト
工
）

（
植
生
マ
ッ
ト
工
）

（
植
生
筋
工
）

（
人
工
張
芝
工
）

（
植
生
穴
工
）

切 土 法 長

 

3
-
2
-
1
1
-
2

 
≧

5
ｍ

法
長

の
－

4
％

出来形管理基準及び規格値

施
工

面
積

2
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
2
0
0

㎡
以

下
の

も
の

は
、

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

検
査

孔
に

よ
り

測
定

。
ｔ

≧
5
c
m

施
工

面
積

2
0
0
㎡

に
つ

き
１
箇
所
以
上
、
面
積

2
0
0
㎡

以
下

は
２

箇
所

を
せ
ん
孔
に
よ
り
測

定
。

3

２ 一 般 施 工
盛 土 法 長

 

 
＜

5
ｍ

－
1
0
0

 
≧

5
ｍ

法
長

の
－

2
％

法 長  

 
＜

5
ｍ

－
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

 
≧

5
ｍ

法
長

の
－

4
％

厚 さ ｔ

ｔ
＜

5
c
m

－
1
0

2

 
＜

5
ｍ

1

－
2
0

－
2
0
0
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枝
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工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

法
枠
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
工
）

法 長  

 
＜

1
0
ｍ

－
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
施

工
箇

所
ご

と

枠
延

延
長

1
0
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
枠

延
延

長
1
0
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

出来形管理基準及び規格値

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

2

ア
ン
カ
ー
工

設
計

値
以

上
6

せ
ん

孔
方

向
　
θ

±
2
.
5
度

１
施

工
箇

所
ご

と

 
≧

1
0
ｍ

－
2
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

3
0

削
孔

深
さ

　
　
 

3
-
2
-
1
1
-
4

 
≧

1
0
ｍ

－
2
0
0

全
数

曲
線
部
は
設
計

図
書
に
よ
る

3
-
2
-
1
1
-
4

1
1
法 面 工 （ 共 通 ）

4
法
枠
工

（
現
場
打
法
枠
工
）

（
現
場
吹
付
法
枠
工

）

法 長  

 
＜

1
0
ｍ

－
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

枠
中

心
間

隔
 
ａ

±
1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ
－

3
0

1

3
-
2
-
1
1
-
6

配
置

誤
差

　
　

ｄ
1
0
0

ｙ

ｘ

ｄ

θ

ｄ
＝

2
2 ＋

ｙ
ｘ

θ

 

ａ

ｗ

ｈ
ａ
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

2

3
-
2
-
1
2
-
1

ｈ
≧

3
ｍ

－
1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

－
5
0

裏
　

込
　

厚
　

さ

－
3
0

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
（
一
般
事
項
）

場
所
打
擁
壁
工

1
2
擁 壁 工 （ 共 通 ）

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間
隔
2
5
ｍ
の
場
合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、
延
長
4
0
ｍ
（
又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１
施
工
箇
所
に
つ
き

２
箇

所
。

－
2
0
0

高 さ ｈ

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
1
2
-
2

１
施

工
箇

所
ご

と

幅
 
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

ｈ
＜

3
ｍ

－
5
0

１
施

工
箇

所
ご

と

－
2
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

ｗ
1 ｗ
2

ｔ

ｗ
1 ｗ
2

ｔ
ｔ

ｈ
ｈ

ｔ

ｔ

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
1

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
2ｈ

ｈ
ｈ

ｔ
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

3
-
2
-
1
2
-
4

 
＜

３
ｍ

出来形管理基準及び規格値

延
　

　
　

長
　

Ｌ

３ 土 木 工 事 共 通 編

3
補
強
土
壁
工

（
補

強
土

（
テ

ー
ル

ア
ル

メ
）
壁
工
法
）

（
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
工
法
）

（
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
を

用
い
た
補
強
土
工
法

）

井
桁
ブ
ロ
ッ
ク
工

基
　

準
　

高
　

▽

法 長  
 
≧

３
ｍ

－
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
施

工
箇

所
ご

と

3
-
2
-
1
2
-
3

－
2
0
0

１
施

工
箇

所
ご

と

±
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
－

5
0

厚
さ

ｔ
1
，

ｔ
2
，

ｔ
3

－
5
0

±
5
0

延
 
　

長
　

Ｌ
1
，

Ｌ
2

－
2
0
0

高 さ ｈ

ｈ
＜

3
ｍ

－
5
0

ｈ
≧

3
ｍ

－
1
0
0

鉛
　

直
　

度
　

△
±

0
.
0
3
ｈ

か
つ

±
3
0
0
以

内

控
　

え
　

長
　

さ
設

計
値

以
上

基
　

準
　

高
　

▽
1
2
擁 壁 工 （ 共 通 ）

4

２ 一 般 施 工

2
ＬＬ

1

2
ｔ

ｔ
1

ｔ
1

2
ｔ

ｔ
3

 

 
/2

 
/2

≧
３

ｍ

＜
３

ｍ

 

 

 

ｈ

Δ

ｈ

Δ
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

3
-
2
-
1
5
-
1
7

1
7

二
次
覆
工

仕
上

が
り

内
径

は
，

施
工

延
長
4
0
ｍ
ご
と
に

１
箇

所
測

定
す

る
。

延
長

　
 

延
長

 
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測
定
す
る
。

二
次

覆
工

厚
は

，
1
打

設
ご
と
に
端
面
で
上
下

左
右

4
点

を
測

定
す

る
。

1
5

基
準

高
▽

中
心

の
変

位
（

水
平

）

延
長

　
 

延
長

 
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測
定
す
る
。

基
準

高
,
中

心
線

の
変

位
（
水
平
）
は
,
セ
グ

メ
ン

ト
5
リ

ン
グ

ご
と

に
1
箇
所
測
定
す
る
。

基
準

高
▽

中
心

の
変

位
（

水
平

）

管
径

（
内

径
）

延
長

　
 

二
次

覆
工

厚
　

t

仕
上

が
り

内
径

　
D

±
5
0

－
2
0

±
5
0

±
5
0

－
2
0

基
準

高
▽

中
心

の
変

位
（

水
平

）

３ 土 木 工 事 共 通 編

出来形管理基準及び規格値

3
-
2
-
1
4
-
8
・
9

掘
進
中
の
蛇
行

状
況
，
推
進
力

等
を
蛇
行
図
，

推
進
力
図

（
表
）
等
に
ま

と
め
る
。

掘
進
及
び
裏
込

め
注
入
等
の
管

理
資
料
，
日
報

は
適
宜
ま
と
め

る
。

3
-
2
-
1
5
-
1
5

掘
進
中
の
蛇
行

状
況
，
推
進
力

等
を
蛇
行
図
，

推
進
力
図

（
表
）
等
に
ま

と
め
る
。

掘
進
及
び
裏
込

め
注
入
等
の
管

理
資
料
，
日
報

は
適
宜
ま
と
め

る
。

裏
込
め
注
入
に

よ
る
浮
き
上
が

り
量
，
セ
グ
メ

ン
ト
の
変
形
量

の
測
定
は
，
監

督
員
の
指
示
に

よ
り
，
適
宜
実

施
す
る
。

一
次
覆
工

±
5
0

±
5
0

－
2
0

基
準

高
，

中
心

線
の

変
位

（
水
平
）
は
，
施

工
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
1
箇
所
測
定
す
る
。

基
準

高
，

中
心

線
の

変
位

（
水
平
）
は
，
推

進
管

1
本

ご
と

に
１

箇
所

測
定
す
る
。

延
長

 
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測
定
す
る
。

±
5
0

±
5
0

－
2
0

－
2
0

推
進
工

1
5
シ | ル ド 工

8 ・ 9

1
4
推 進 工

２ 一 般 施 工
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

1 2 3 4 5

4
-
1
-
1
-
5

路
線

，
口

径
，

管
種

ご
と

に
，
施
工
延
長
4
0

ｍ
ご

と
に

１
箇

所

異
形
管
防
護
工

高
さ

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

出来形管理基準及び規格値

-
3
0

管
継
手
工

各
種

継
手

接
合

要
領

書
に

よ
る

1 一 般 事 項

1 配 水 管 等 及 び 付 属 設 備 工 事

5

-
2
0

全
箇

所
測

定
壁

厚
ｔ

体
積

口
径

，
管

種
ご

と
に

全
接

合
箇
所
測
定

各
種

継
手

点
検

表
に

記
入

各
種

継
手

ご
と

に
「

継
手

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
ｼ
ｰ
ﾄ
（

日
本
ﾀ
ﾞ
ｸ
ﾀ
ｲ
ﾙ
鉄
管
協

会
）

」
で

確
認

す
る

。

4
-
1
-
1
-
5

占
用

位
置

　
Ｗ

土
被

り
　

Ｄ
Ｐ

管
布
設
工

±
 
3
0

±
 
3
0

弁
室
そ
の
他
の
構
造

物

辺
長

4 水 道 工 事

床
版

厚
ｔ

1

幅底
版

厚
ｔ

2

内
空

幅

内
空

高

弁 室 （ 現 場 打 ）

弁
栓
類
・
鉄
蓋
の
据
付

け
路

面
と

の
段

差

-
2
0

-
3
0

±
 
3
0

4
-
1
-
1
-
5

4
-
1
-
1
-
5

4
-
1
-
1
-
5

＋
で

あ
る

こ
と

全
箇

所
測

定

段
差

が
な

い
こ

と

全
箇

所
測

定

-
2
0

2-46



単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1
-
1
-
3
～
6

2
5
-
1
-
1
-
3
～
6

7
1

カ
ル
バ
ー
ト
工

5
-
1
-
1
-
7

（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
）

矩
形
渠

中
心

の
変

位
（

水
平

）
±

5
0

基
準

高
　

▽

基
準

高
　

▽
±

3
0

基
準

高
，

中
心

線
の

変
位

（
水
平
）
は
，
マ

ン
ホ

ー
ル

間
の

中
央

部
及

び
両
端
部
を
測
定

す
る

。

管
布
設

（
自
然
流
下
管
）

3 ～ 6

圧
送
管

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

±
3
0

1 管 布 設 工 事

延
長

　
 

-
2
0

延
長

 
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測
定
す
る
。

施
工

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
1
箇
所
の
割
合
で
測
定

す
る

。

-
2
0

基
準

高
，

中
心

線
の

変
位

（
水
平
）
は
，
施

工
延

長
2
0
ｍ

ご
と

に
1
箇
所
の
割
合
で
測
定
す

る
。

延
長

 
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測
定
す
る

基
準

高
　

▽
±

3
0

中
心

の
変

位
（

水
平

）
±

5
0

延
長

　
 

出来形管理基準及び規格値

中
心

の
変

位
（

水
平

）

延
長

　
 

±
5
0

-
2
0
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

7
2

5
-
1
-
1
-
7

カ
ル
バ
ー
ト
工

（
場
所
打
）

矩
形
渠

1
5
-
1
-
2
-
3

2
5
-
1
-
2
-
3

出来形管理基準及び規格値

設
計

値
以

上
厚

さ
　

ｔ
１

，
ｔ

２

-
2
0

基
準

高
　

▽
±

3
0

砂
基
礎

5 下 水 道 工 事

高
さ

　
ｈ

延
長

　
 

±
3
0

両
端

，
施

工
継

手
及

び
図

面
の
寸
法
表
示
箇

所
で

測
定

す
る

。

±
2
0

1 管 布 設 工 事
-
2
0

厚
さ

　
ｈ

-
3
0

3

基
準

高
　

▽

厚
さ

　
ｔ

1
～

ｔ
4

幅
（

内
法

）
　

ｗ

1 一 般 事 項

2 管 路 土 工

-
2
0

各
マ

ン
ホ

ー
ル

間
の

中
央

部
及
び
両
端
部
等

を
測

定
す

る
。

基
準

高
　

▽

幅
　

ｂ

±
3
0

-
3
0

コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

各
マ

ン
ホ

ー
ル

間
の

中
央

部
及
び
両
端
部
等

を
測

定
す

る
。

t t
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1
-
3
-
4
・
5

取
付
管
箇
所

2
5
-
1
-
3
-
4
・
5

全
ス
パ
ン

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

3 管 更 生 工 事
内

径

厚
み

呼
び

厚
さ

以
上

で
＋

2
0
％

以
内

自
立
管

１
ス

パ
ン

ご
と

対
角

線
上

３
箇
所
測
定

上
下
流
マ
ン
ホ
ー
ル
管
口

（
中
大
口
径
は
，
１
ス
パ
ン
中
間
付
近
で
１

箇
所
）

4 ・ 5

取
付

管
口

の
仕

上
が

り
状

況
が

良
好

で
あ

る
こ

と
。

仕
上

が
り

状
況

目
視

，
テ

レ
ビ

カ
メ

ラ
に

よ
り
確
認

・
開

孔
形

状
の

異
常

・
開

孔
部

の
閉

塞
の

有
無

・
開

孔
部

の
整

形
状

況
・

そ
の

他
管

口
の

状
況

（
目

視
，

テ
レ

ビ
カ

メ
ラ

に
よ
り
確
認
）

全
ス
パ
ン

5
-
1
-
3
-
4
・
5

ビ
デ
オ
，
写
真

等
で
記
録

内
径

仕
上

が
り

状
況

設
計

更
生

管
径

以
上

（
平

均
内

径
）

変
形

，
浮

き
上

が
り

，
剥

離
，

ひ
び

割
れ

5
-
1
-
3
-
4
・
5

ビ
デ
オ
，
写
真

等
で
記
録

シ
ワ

，
た

る
み

，
剥

離
，

漏
水

，
異

常
変

色
が

な
い

。

出来形管理基準及び規格値

設
計

更
生

管
内

径
の

５
％

以
内

硬
化

直
後

と
2
4
時

間
以

降
の

測
定

値
に

差
が

な
い

こ
と

。

ス
パ

ン
ご

と
に

水
平

及
び

垂
直

内
径

を
測

定

目
視

，
テ

レ
ビ

カ
メ

ラ
に

よ
り
確
認

上
下
流
マ
ン
ホ
ー
ル
管
口

複
合
管
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1
-
4
-
1

出来形管理基準及び規格値

±
3
0

-
3
0

-
2
0

基
準

高
　

▽

幅
　

ｂ
（

内
法

）

壁
厚

　
ｔ

マ
ン

ホ
ー

ル
深

さ

１
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

±
3
0

標
準
マ
ン
ホ
ー
ル
工

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

4 マ ン ホ ー ル ・ ま す 等 築 造 工 事

1
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

2
5
-
1
-
4
-
1

3
1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

5
-
1
-
4
-
1

マ
ン
ホ
ー
ル
基
礎
工

基
準

高
　

▽
±

3
0

出来形管理基準及び規格値

床
堀

深
　

H
±

3
0

基
礎

工
幅

　
B
1

-
5
0

基
礎

工
高

　
ｈ

1
-
3
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
幅

　
B
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
高

　
ｈ

2

-
3
0

-
1
0

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

基
準

高
　

▽

マ
ン

ホ
ー

ル
深

さ

±
3
0

±
3
0

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

4 マ ン ホ ー ル ・ ま す 等 築 造 工 事

1

組
立
マ
ン
ホ
ー
ル
工
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

4
5
-
1
-
4
-
1

5
1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

5
-
1
-
4
-
1

現
場
打

特
殊
マ
ン
ホ
ー
ル
工

出来形管理基準及び規格値

マ
ン

ホ
ー

ル
深

さ
±

3
0

基
準

高
　

▽
±

3
0

幅
　

B
-
3
0

高
さ

　
ｈ

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

4 マ ン ホ ー ル ・ ま す 等 築 造 工 事

1

壁
厚

　
ｔ

マ
ン

ホ
ー

ル
深

さ

-
3
0

-
2
0

±
3
0

小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
工

基
準

高
　

▽
±

3
0

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

5
-
1

伏
せ
越
し
管

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

5
-
1

出来形管理基準及び規格値

幅
　

B
（

内
法

）
-
3
0

高
さ

　
ｈ

-
3
0

厚
さ

　
ｔ

-
2
0

基
準

高
　

▽
管

布
設

工
に

準
じ

る

中
心

線
の

変
位

（
水

平
）

管
布

設
工

に
準

じ
る

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

特 殊 マ ン ホ ー ル 工

伏 せ 越 し 室 ・ 雨 水 吐 室 工 伏 せ 越 し 管 工

伏
せ
越
し
室
・
雨
水
吐

室

基
準

高
　

▽
±

3
0

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1

2
1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

5
-
1

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

特 殊 マ ン ホ ー ル 工

越 流 堰 工 （ 雨 水 吐 室 ）

基
準

高
は

，
中

央
部

及
び

両
端
部
を
測
定
す

る
。

幅
，

高
さ

，
延

長
は

，
1
施
工
箇
所
ご
と
に
測

定
す

る
。

出来形管理基準及び規格値

幅
ｂ

（
厚

さ
）

-
2
0

高
さ

ｈ
（

深
さ

）
-
3
0

延
長

L
（

長
さ

）
-
2
0

基
準

高
　

▽
±

3
0

幅
，

長
さ

　
B

-
3
0

深
さ

　
ｈ

-
3
0

壁
厚

　
ｔ

-
2
0

中
継
ポ
ン
プ
施
設

越
流
堰

（
雨
水
吐
室
）

基
準

高
　

▽
±

1
0
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

5
-
1

出来形管理基準及び規格値

幅
　

ｂ
-
3
0

高
さ

　
ｈ

-
3
0

中
心

の
ず

れ
±

5
0

延
長

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る
。

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

管 き ょ 工 （ 推 進 ）

立 杭 内 管 布 設 工

-
2
0

空
伏
工

基
準

高
　

▽
±

5
0
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

5
-
1

5
-
1

5
-
1

施
工

延
長

2
0
ｍ

ご
と

に
1
箇
所
以
上
測
定
す

る
。

延
長

2
0
ｍ

以
下

は
，

1
施
工
箇
所
ご
と
に
2
箇

所
測

定
す

る
。

-
2
0

打
設

ロ
ッ

ト
ご

と
に

測
定

す
る
。

ケ
ー
ソ
ン
基
礎

基
準

高
　

▽

1 一 般 事 項

本 体 作 業 土 工

掘 削 工
基

準
高

　
▽

±
5
0

-
1
0
0

長
さ

　
L

幅
　

ｂ

高
さ

　
ｈ

壁
厚

　
ｔ

偏
心

量

ニ ュ ー マ チ ッ ク ケ ー ソ ン 基 礎 工

オ ー プ ン ケ ー ソ ン 基 礎 工

3
0
0
以

内

設
計

値
以

上

各
構

造
物

の
規

格
値

に
よ

る

5 下 水 道 工 事

出来形管理基準及び規格値

幅
　

B
-
1
0
0

幅
　

W
設

計
値

以
上

土
工
（
掘
削
）

施
工

延
長

お
お

む
ね

4
0
ｍ
（
小
規
模
な
も
の

は
2
0
ｍ

）
ご

と
に

基
準

測
線
を
設
定
し
，
基

準
高

を
1
0
ｍ

ご
と

，
変

化
点
ご
と
に
測
定
す

る
。

本 体 築 造 工

直 接 基 礎 工

構
造
物
基
礎

厚
さ

　
ｔ

延
長

±
1
0
0

-
5
0

-
5
0

2-56



単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1

2
5
-
1

3
5
-
1

±
3
0

-
2
0

た
だ

し
床

版
厚

±
5
0

-
1
0

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

躯 体 工

池
・
槽
の
主
要
構
造

物

基
準

高
　

▽
±

3
0

1
池

（
又

は
1
槽

）
に

つ
い
て
，
図
面
の
主
要

な
る

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す
る
。

池
・
槽
の
付
属
構
造

物

本 体 築 造 工
幅

　
ｂ

高
さ

　
ｈ

長
さ

幅
　

ｂ

高
さ

　
ｈ

壁
厚

　
ｔ

長
さ

開
口
部

幅
　

ｂ

高
さ

　
ｈ

出来形管理基準及び規格値

壁
厚

　
ｔ

基
準

高
　

▽
±

2
0

1
施

工
箇

所
ご

と
に

図
面

の
主
要
な
る
寸
法
表

示
箇

所
を

測
定

す
る

。

永
久

開
口

部
ご

と
に

測
定

す
る
。

±
2
0

±
2
0

±
1
0

±
5
0

±
2
0

±
2
0

±
3
0
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

4
5
-
1

5
5
-
1

5
-
1

－
0

＋
2
0

高
さ

　
ｈ

±
2
0

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

本 体 築 造 工

躯 体 工 越 流 樋 工

出来形管理基準及び規格値

－
0

高
さ

　
ｈ

＋
2
0

±
2
0

-
2
0

幅
　

ｂ

＋
0

基
準

高
　

▽
±

2
0

可
動
せ
き
用
開
口
部

基
準

高
　

▽
-
2
0

ゲ
ー
ト
用
開
口
部

基
準

高
　

▽

開
口

部
ご

と
に

測
定

す
る

。

幅
　

ｂ

基
準

高
は

，
1
施

工
箇

所
ご
と
に
交
差
点
等
を

測
定

す
る

。

幅
，

高
さ

は
，

各
池

の
1
施
工
箇
所
に
つ
い
て

3
箇

所
測

定
す

る
。

長
さ

±
5
0

長
さ

は
，

各
池

外
周

部
の

1
施
工
箇
所
に
つ
い

て
測

定
す

る
。

流
出
ト
ラ
フ

幅
　

ｂ
±

2
0

高
さ

　
ｈ

-
2
0

厚
さ

　
ｔ

±
2
0

開
口

部
ご

と
に

測
定

す
る

。
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単
位
：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　
　
　
　
　

種
測
　
　
定
　
　
箇
　
　
所

摘
　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　
　
準

1
5
-
1

2
5
-
1

5
-
1

高
さ

　
ｈ

±
3
0

厚
さ

　
ｔ

-
2
0

延
長

設
計

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測
定
す
る
。

-
2
0

出来形管理基準及び規格値

幅
　

ｂ

高
さ

　
ｈ

基
準

高
は

，
中

央
部

及
び

両
端
部
を
測
定
す

る
。

幅
・

高
さ

は
，

1
施

工
箇

所
ご
と
に
測
定
す

る
。

場 内 管 路 工

長
さ

±
2
0

±
2
0

±
2
0

厚
さ

　
ｔ

幅
　

w

L
＜

2
0
ｍ

：
 
-
5
0

L
≧

2
0
ｍ

：
-
1
0
0

幅
　

ｂ
-
3
0

-
2
0

-
3
0

高
さ

　
ｈ

±
3
0

延
長

　
L

燃
料
貯
留
槽
工

基
準

高
　

▽
±

3
0

設
計

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測
定
す
る
。

5 下 水 道 工 事

1 一 般 事 項

本 体 築 造 工

越 流 堰 板 工

越
流
堰

基
準

高
　

▽

-
5
0

管 布 設 工

流
入
渠
・
流
出
渠

基
準

高
　

▽
±

3
0
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３ 品質管理基準及び規格値



 

 

 

目次（品質管理基準） 

                                                                               p. 

1 セメント・コンクリート                                                         03-1 

（転圧コンクリート・コンクリートダム・覆工コンクリート・吹付けコンクリートを除く） 

2 プレキャストコンクリート製品（JIS Ⅰ類）                                       03-7 

3 プレキャストコンクリート製品（JIS Ⅱ類）                                       03-7 

4 プレキャストコンクリート製品（JIS その他）                                     03-7 

5 ガス圧接                                                                       03-10 

6 既製杭工                                                                       03-11 

7 下層路盤                                                                       03-12 

8 上層路盤                                                                       03-15 

9 アスファルト安定処理路盤                                                       03-18 

10 セメント安定処理路盤                                                            3-18 

11 アスファルト舗装                                                                3-21 

12 転圧コンクリート                                                                3-25 

13 路床安定処理工                                                                  3-28 

14 表層安定処理工（表層混合処理）                                                  3-29 

15 固結工                                                                          3-30 

16 アンカー工                                                                      3-30 

17 補強土壁工                                                                      3-31 

18 吹付工                                                                          3-32 

19 現場吹付法枠工                                                                  3-36 

20 河川土工                                                                        3-40 

21 道路土工                                                                        3-42 

22 排水性舗装工・透水性舗装工                                                      3-45 

23 ガス切断工                                                                      3-48 

24 溶接工                                                                          3-49 

＜水道＞ 

25 配管（水道） 水圧試験                                                          3-52 

26   〃    管の接合                                                          3-52 

27   〃    管の溶接                                                          3-53 

28   〃    内面塗装(無溶剤形エポキシ樹脂塗料)                                3-53 

29   〃    外面塗装(タールエポキシ樹脂塗料)                                  3-53 

30   〃    外面塗装(ジョイントコート)                                        3-53 

 



 

 

＜下水道＞ 

31 管布設工（開削） 管渠材料(下水道用鉄筋コンクリート管)                          3-54 

32    〃      管渠材料(下水道用硬質塩化ビニル管)                            3-54 

33    〃      管渠材料(下水道用リブ付硬質塩化ビニル管)                      3-55 

34    〃      管渠材料(下水道用強化プラスチック複合管)                      3-55 

35    〃      管渠材料(下水道用レジンコンクリート管)                        3-56 

36    〃      管渠材料(下水道用ボックスカルバート)                          3-57 

37    〃      管渠材料(下水道用ダクタイル鋳鉄管)                            3-58 

38    〃      管渠材料(下水道用ポリエチレン管)                              3-59 

39    〃      管渠材料(鋼管)                                                3-59 

40 管推進工 管渠材料(下水道用推進工法用鉄筋コンクリート管)                        3-60 

41   〃   管渠材料(下水道用推進工法用ダクタイル鋳鉄管)                          3-61 

42   〃   管渠材料(鋼管)                                                        3-61 

43 シールド工 管渠材料(シールド工事用標準コンクリート系セグメント)                3-62 

44   〃   管渠材料(シールド工事用標準鋼製セグメント)                          3-62 

45 マンホール設置工 管渠材料(組立マンホール側塊)                                  3-63 

46     〃     管渠材料(下水道用鋳鉄製マンホールふた)                        3-63 

47     〃     管渠材料(マンホール足掛金物)                                  3-63 

48     〃     管渠材料(下水道用塩化ビニル製小型マンホール)                  3-64 

49 ます設置工 管渠材料(下水道用鋳鉄製防護ふた)                                    3-64 

50   〃   管渠材料(下水道用硬質塩化ビニル製ます)                              3-65 

51   〃   管渠材料(下水道用ポリプロピレン製ます)                              3-65 

52 管更生工事                                                                      3-66 

 

 

注）なお、各表の右欄の「試験成績表等による確認」に「○」がついているものは、試験成績

書やミルシート等によって品質を確保できる項目であるが、必要に応じて現場検査を実施す

る。空欄の項目については、必ず現場検査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



必 須
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策

「
ア
ル
カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策
に
つ
い

て
」

（
平

成
１

４
年
７
月
３

１
日

付
け

国
官

技
第
１
１
２

号
、

国
港

環
第

３
５
号
、
国

空
建

第
７

８
号
）
」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
％

以
下

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3
.
0
％

以
下

（
砕

砂
・

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

３
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
４

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
用

再
生

骨
材

H
)

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

砕
石

　
4
0
％

以
下

砂
利

　
3
5
％

以
下

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
3
5
％

以
下

た
だ

し
、

積
雪

寒
冷

地
の

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
は

2
5
％

以
下

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

た
だ

し
、

砂
利

の
場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

(
次

頁
に
続
く
)

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

粗
骨

材
砕

石
　

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以
上

の
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

粗
骨

材
　

5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
　

1
.
0
％

以
下

細
骨

材
砕

砂
　

9
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

細
骨

材
　

7
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
そ

れ
以

外
（

砂
等

）
　

5
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3
.
0
％

以
下

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

（
山

砂
の

場
合

は
、
工

事
中

１
回

／
週

以
上

）

○

工
　
種

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

品質管理基準及び規格値

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

材 料

3-1



工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
％

以
上

の
場

合
は

使
用

で
き

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」
に

よ
る

。
○

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
に
よ

る
砂
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
％

以
上

試
料

と
な

る
砂

の
上

部
に

お
け

る
溶

液
の

色
が

標
準

色
液

の
色

よ
り
濃

い
場

合
。

　
○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

粗
骨

材
：

0
.
2
5
％

以
下

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

　
○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
％

以
下

粗
骨

材
：

1
2
％

以
下

砂
、

砂
利

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
砕

砂
、

砕
石

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

　

○

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の

化
学
分
析

J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

　

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水

及
び

上
水

道
水

以
外
の
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
上

水
道

を
使

用
し

て
る

場
合

は
試

験
に

換
え

、
上

水
道

を
使

用
し

て
る

こ
と

を
示

す
資

料
に

よ
る

確
認

を
行

う
。

○

(
次

頁
に
続
く
)

回
収
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

○

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

材 料

品質管理基準及び規格値

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

計
量
設
備
の
計
量
精
度

　
水

：
±

1
％

以
内

セ
メ

ン
ト

：
±

1
％

以
内

骨
材

　
：

±
3
％

以
内

混
和

材
：

±
2
％

以
内

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1
％

以
内

）
混

和
剤

：
±

3
％

以
内

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
6
ヶ

月
以

上
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

○

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能
試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ

サ
の

場
合

：
　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5
％

以
下

　
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7
.
5
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

1
0
％

以
下

　
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

1
5
％

以
下

公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5
％

以
下

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

○

　
連
続
ミ
キ
サ

の
場

合
：

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
-
I

5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
。

○

　
細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計

図
書

に
よ

る
2
回

／
日

以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
○

(
次

頁
に
続
く
)

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

／
日

以
上

○

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

製 造 （ プ ラ ン ト ）

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

施 工
必 須

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向
上
」

原
則

0
.
3
㎏

/
 
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
／

2
以
下

の
場

合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１

試
験

の
測

定
回

数
は

3
回

と
す

る
）

試
験

の
判

定
は

3
回

の
測

定
値

の
平

均
値
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 
以

上
の

場
合

は
、

5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。
・

骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-

C
5
0
2
-
2
0
1
3
,
5
0
3
-
2
0
0
7
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

(
次

頁
に
続
く
)

単
位
水
量
測
定

「
レ
デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
品

質
確

保
に

つ
い

て
」
(
｢
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
単

位
水

量
測

定
要
領
(
案

)
(
平

成
1
6
年

3
月

8
日
事
務

連
絡

)
｣
)

1
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
 
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
2
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
 
を

超
え

±
2
0
k
g
/
 
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
 
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3

台
ご

と
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

3
）

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
 
の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

全
運

搬
車

の
測

定
を

行
い

、
配

合
設

計
±

2
0
k
g
/
 
以

内
に

な
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

更
に

、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
 
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台

ご
と

に
1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

な
お

、
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
る

場
合

は
1
回

に
限

り
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
2
回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
で

評
価

し
て

よ
い

。

1
日

当
た

り
コ

ン
ク

リ
ー

ト
種

別
ご

と
の

使
用

量
が

1
0
0
 
／

日
以

上
の

場
合

；
2
回

／
日

（
午

前
1
回
、

午
後

１
回

）
以

上
、

重
要

構
造

物
の

場
合

は
重

要
度

に
応

じ
て

、
1
0
0
 

～
1
5
0
 
ご

と
に

１
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た
と

き
と

し
、

測
定

回
数

は
多

い
方

を
採

用
す

る
。

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の

上
限

値
は

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

2
0
m
m
～

2
5
m
m
の

場
合

は
1
7
5
k
g
/

 
、

4
0
m
m
の

場
合

は
1
6
5
k
g
/
 

を
基

本
と

す
る

。

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

施 工
必 須

ス
ラ
ン
プ
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5

㎝ ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5

㎝ (
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

)
ス

ラ
ン

プ
2
.
5
c
m
：

許
容

差
±

1
.
0
㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 
～

1
5
0
 

ご
と

に
1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

た
だ

し
、

道
路

橋
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
に

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

用
い

る
場

合
は

原
則

と
し

て
全

運
搬

車
測

定
を

行
う

。
・

道
路

橋
床

版
の

場
合

、
全

運
搬

車
試

験
を

行
う

が
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
結

果
が

安
定

し
良

好
な

場
合

は
そ

の
後

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
頻

度
に

つ
い

て
監

督
職

員
と

協
議

し
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
（

1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 
～

1
5
0
 

ご
と

に
1
回

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
6
個
（
σ

7
…

3
個

、
σ

2
8
…

3
個

）
と

す
る

。
・

早
強

セ
メ

ン
ト

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

1
回

に
つ

き
3
個

（
σ

３
）

を
追

加
で

採
取

す
る

。

　
空
気
量
測
定

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
％

（
許

容
差

）
・

荷
卸

し
時

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 
～

1
5
0
 

ご
と

に
1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
曲
げ
強
度

試
験
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

の
場
合
、
必
須
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。

打
設

日
1
日

に
つ

き
2
回

（
午

前
・

午
後

）
の

割
り

で
行

う
。

な
お

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
原

則
と

し
て

3
個

と
す

る
。

　
コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

(
次

頁
に
続
く
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
洗
い
分
析

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

そ の 他

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
　

セ
メ
ン
ト
・

コ
ン

ク
リ
ー
ト

(
転

圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
・
コ
ン
ク

リ
ー

ト
ダ
ム
・
覆

工
コ

ン
ク
リ
ー

ト
・

吹
付
け
コ
ン

ク
リ

ー
ト
を
除

く
）

施 工 後 試 験

必 須
ひ
び
割
れ
調
査

ス
ケ
ー
ル

に
よ

る
測

定
0
.
2
m
m

本
数

総
延

長
最

大
ひ

び
割

れ
幅

等

高
さ

が
、

5
m
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空
断

面
積

が
2
5
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー
ト

類
、

橋
梁

上
・

下
部

工
及

び
高

さ
が

3
m
以

上
の

堰
・

水
門

・
樋

門
を

対
象

(
た

だ
し

い
ず

れ
の

工
種

に
つ

い
て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
及

び
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
対

象
と

し
な

い
）

と
し

構
造

物
躯

体
の

地
盤

や
他

の
構

造
物

と
の

接
触

面
を

除
く

全
表

面
と

す
る

。
フ

ー
チ

ン
グ

・
底

版
等

で
竣

工
時

に
地

中
、

水
中

に
あ

る
部

位
に

つ
い

て
は

竣
工

前
に

調
査

す
る

。
ひ

び
割

れ
幅

が
0
.
2
m
m
以

上
の

場
合

は
、

｢
ひ

び
割

れ
発

生
状

況
の

調
査

｣
を

実
施

す
る

。

テ
ス
ト
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る
強

度
推
定
調
査

J
S
C
E
-
G
 
5
0
4
-
2
0
1
3

設
計

基
準

強
度

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

及
び

カ
ル

バ
ー

ト
類

で
行

う
。

そ
の

他
の
構

造
物

に
つ

い
て

は
強

度
が

同
じ

ブ
ロ

ッ
ク

を
１

構
造

物
の

単
位

と
し

、
各

単
位

に
つ

き
3
箇

所
の

調
査

を
実

施
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
平

均
値

が
設

計
基

準
強

度
を

下
回

っ
た

場
合

と
、

1
回

の
試

験
結

果
が

設
計

基
準

強
度

の
8
5
％

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
、

そ
の

箇
所

の
周

辺
に

お
い

て
、

再
調

査
を

5
箇

所
実

施
。

材
齢

2
8
日

～
9
1
日

の
間

に
試

験
を

行
う

。

高
さ

が
、

5
m
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空
断

面
積

が
2
5
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー
ト

類
、

橋
梁

上
・

下
部

工
及

び
高

さ
が

3
m
以

上
の

堰
・

水
門

・
樋

門
を

対
象

。
（

た
だ

し
い

づ
れ

の
工

種
に

つ
い

て
も

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

及
び

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
は

対
象

と
し

な
い

。
）

ま
た

、
再

調
査

の
平

均
強

度
が

、
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
１

箇
所

の
強

度
が

設
計

強
度

の
8
5
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
コ

ア
に

よ
る

強
度

試
験

を
行

う
。

工
期

等
に

よ
り

、
基

準
期

間
内

に
調

査
を

行
え

な
い

場
合

は
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

そ の 他

コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

基
準

強
度

所
定

の
強

度
を

得
ら

れ
な

い
箇

所
付

近
に

お
い

て
、

原
位

置
の

コ
ア
を

採
取

。
コ

ア
採

取
位

置
、

供
試

体
の

抜
き

取
り

寸
法

等
の

決
定

に
際

し
て

は
、

設
置

さ
れ

た
鉄

筋
を

損
傷

さ
せ

な
い

よ
う

十
分

な
検

討
を

行
う

。
圧

縮
強

度
試

験
の

平
均

強
度

が
所

定
の

強
度

が
得

ら
れ

な
い

場
合

、
も

し
く

は
１

箇
所

の
強

度
が

設
計

強
度

の
8
5
％

を
下

回
っ

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

配
筋
状
態
及
び
か
ぶ
り

「
非
破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態
及
び
か

ぶ
り

測
定

要
領
」
に
よ
る

同
左

同
左

同
左

強
度
測
定

「
微
破
壊
・

非
破

壊
試

験
に

よ
る
コ
ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
強
度
測
定

要
領

」
に

よ
る

同
左

同
左

同
左

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
　

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品

（
J
I
S
 
 
Ⅰ

類
）

材 料
必 須

J
I
S
マ
ー
ク
確
認
又
は
「
そ

の
他
」
の
試
験
項
目
の
確
認

目
視

（
写
真
撮
影

）

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

（
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
調

査
）

目
視
検
査

（
写
真
撮
影

）
有

害
な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

の
無

い
こ

と
。

全
数

3
　

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品

（
J
I
S
 
Ⅱ

類
）

材 料
必 須

製
品
検
査
結
果

(
寸
法
・
形
状
・
外
観
、
性

能
試
験
）

※
協
議
を
し
た
項
目

J
I
S
 
A
 
5
3
6
3

J
I
S
 
A
 
5
3
7
1

J
I
S
 
A
 
5
3
7
2

J
I
S
 
A
 
5
3
7
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

製
造

工
場

の
検

査
ロ

ッ
ト

ご
と

○

J
I
S
マ
ー
ク
確
認
又
は
「
そ

の
他
」
の
試
験
項
目
の
確
認

目
視

（
写
真
撮
影

）

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

（
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
調

査
）

目
視
検
査

（
写
真
撮
影

）
有

害
な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

の
無

い
こ

と
。

全
数

4
　

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品

（
そ
の
他
）

材 料
必 須

セ
メ
ン
ト
の
ア
ル
カ
リ
骨
材

反
応
対
策

ア
ル
カ
リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に
つ
い
て

(
平
成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官
技
第
1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5
号
、
国

空
建

第
7
8
号

)

「
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
抑

制
対

策
に

つ
い

て
」

(
平

成
1
4
年

7
月

3
1
日

付
け

国
官

技
第

1
1
2
号

、
国

港
環

第
3
5
号

、
国

空
建

第
7
8
号

)
」

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塩
化
物
総

量
規
制

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の

塩
化

物
総

量
規
制

原
則

0
.
3
k
g
/
m
3
以

下
1
回

／
月

以
上

（
塩

化
物

量
の

多
い
砂

の
場

合
1
回

以
上

／
週

）
○

(
次

頁
に
続
く
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ラ
ン
プ

試
験
/
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
試

験

J
I
S
 
A
 
I
I
O
1

J
I
S
 
A
 
1
1
5
0

製
造

工
場

の
管

理
基

準
1
回

／
日

以
上

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

4
　

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品

（
そ
の
他
）

材 料
必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
l
1
0
8

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
（

1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）

1
回

／
日

以
上

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
空
気
量
測

定 （
凍
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
）

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
l
l
l
8

J
I
S
 
A
 
l
1
2
8

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

4
.
5
±

1
.
5
％

（
許

容
差

）
1
回

／
日

以
上

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

（
粒
度
・
粗
粒
率
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

1
回

／
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
l
l
0
9

J
I
S
 
A
 
l
l
l
O

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

1
回

／
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

砕
砂

及
び

砕
石

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

ﾌ
ｪ
ﾛ
ﾆ
ｯ
ｹ
ﾙ
ｽ
ﾗ
ｸ
ﾞ
細

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

銅
ス

ラ
グ

細
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
（

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

細
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
再

生
骨

材
H
）

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
l
l
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
6
4

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

1
回

／
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
l
l
O
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
:
1
.
0
％

以
下

細
骨

材
:
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
％

以
下

、
そ

の
他

の
場

合
5
.
0
％

以
下

（
砕

砂
お

よ
び

ス
ラ

グ
細

骨
材

を
用

い
た

場
合

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
5
.
0
％

以
下

そ
の

他
の

場
合

7
.
0
％

以
下

）

1
回

／
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
（

微
粒

分
量

の
多

い
砂

1
回

/
週

以
上

）

○

砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
l
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
％

以
上

の
場

合
は

使
用

で
き

る
。

1
回

／
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

夘
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」
に

よ
る

。
○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
l
l
3
7

細
骨

材
:
1
.
0
％

以
下

粗
骨

材
:
0
.
2
5
％

以
下

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
:
1
0
％

以
下

粗
骨

材
:
1
2
％

以
下

砂
、

砂
利

：
製

作
開
始

前
、

1
回

/
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た
場

合
。

砕
砂

、
砕

石
：

製
作
開

始
前

、
1
回

/
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ボ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

1
回

／
月

以
上

○

(
次

頁
に
続
く
)

セ
メ
ン
ト
の
化
学
分
析

J
I
S
R
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ボ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

○

そ の 他 （ J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

4
　

プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品

（
そ
の
他
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
混
和
材
・

化
学
混
和
剤

J
I
S
 
A
 
6
2
0
1

J
I
S
 
A
 
6
2
0
2

J
I
S
 
A
 
6
2
0
4

J
I
S
 
A
 
6
2
0
5

J
I
S
 
A
 
6
2
0
6

J
I
S
 
A
 
6
2
0
7

J
I
S
 
A
 
6
2
0
1
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
）

J
I
S
 
A
 
6
2
0
2
（

膨
張

材
）

J
I
S
 
A
 
6
2
0
4
（

化
学

混
和

剤
）

J
I
S
 
A
 
6
2
0
5
（

防
せ

い
剤

）
J
I
S
 
A
 
6
2
0
6
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

）
J
I
S
 
A
 
6
2
0
7
（

シ
リ

カ
フ

ュ
ー

ム
）

1
回

/
月

以
上

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
6
2
0
2
（

膨
張

材
）

は
1
回

／
3
ヶ

月
以

上
、

J
I
S
 
A
 
6
2
0
4
（

化
学

混
和

剤
）

は
1
回

／
6
ヶ

月
以

上

試
験

成
績

表
に

よ
る

。

○

練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水

及
び

上
水

道
水

以
外
の
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A

5
3
0
8
付
属
書

3

懸
濁

物
質

の
量

1
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
:
1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
D
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

:
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

1
回

/
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

材 料
必 須

鋼
材

J
I
S
 
G
 
3
1
0
1

J
I
S
 
G
 
3
1
0
9

J
I
S
 
G
 
3
1
1
2

J
I
S
 
G
 
3
1
1
7

J
I
S
 
G
 
3
1
3
7

J
I
S
 
G
 
3
5
0
6

J
I
S
 
G
 
3
5
2
1

J
I
S
 
G
 
3
5
3
2

J
I
S
 
G
 
3
5
3
6

J
I
S
 
G
 
3
5
3
8

J
I
S
 
G
 
3
5
5
1

J
I
S
 
G
 
4
3
2
2

J
I
S
 
G
 
5
5
0
2

J
I
S
 
G
 
3
1
0
1

J
I
S
 
G
 
3
1
0
9

J
I
S
 
G
 
3
1
1
2

J
I
S
 
G
 
3
1
1
7

J
I
S
 
G
 
3
1
3
7

J
I
S
 
G
 
3
5
0
6

J
I
S
 
G
 
3
5
2
1

J
I
S
 
G
 
3
5
3
2

J
I
S
 
G
 
3
5
3
6

J
I
S
 
G
 
3
5
3
8

J
I
S
 
G
 
3
5
5
1

J
I
S
 
G
 
4
3
2
2

J
I
S
 
G
 
5
5
0
2

1
回

/
月

又
は

入
荷

の
都

度
試

験
成

績
表

に
よ

る
。

○

(次
頁

に
続

く
)

施 工
必 須

製
品
の
外
観
検
査

（
角
欠
け
・
ひ
び
割
れ
調

査
）

目
視
検
査

（
写
真
撮
影

）
有

害
な

角
欠

け
・

ひ
び

割
れ

の
無

い
こ

と
全

数
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

5
　

ガ
ス
圧
接

外
観
検
査

・
目
視

　
　
圧
接
面

の
研

磨
状

況
　
　
た
れ
下

が
り

　
　
焼
き
割

れ
　
　
折
れ
曲

が
り

等
・
ノ
ギ
ス
等

に
よ

る
計

測
（
詳
細
外
観

検
査

）
　
　
軸
心
の

偏
心

　
　
ふ
く
ら

み
　
　
ふ
く
ら

み
の

長
さ

　
　
圧
接
部

の
ず

れ
　
　
折
れ
曲

が
り

　
　
等

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
／

5
以

下
。

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
5
倍

以
上

。
③

ふ
く

ら
み

の
長

さ
が

鉄
筋

径
の

1
.
1
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
④

ふ
く

ら
み

の
頂

点
と

圧
接

部
の

ず
れ

が
鉄

筋
径

の
1
／

4
以

下
。

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2
°

以
下

。
⑥

著
し

い
た

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

な
い

。
⑦

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

鉄
筋

メ
ー

カ
ー

、
圧
接

作
業

班
、

鉄
筋

径
ご

と
に

自
動

ガ
ス

圧
接

の
場

合
は

各
2
本

、
手

動
ガ

ス
圧

接
の

場
合

は
各

5
本

の
モ

デ
ル

供
試

体
を

作
成

し
実

施
す

る
。

　
熱

間
押

抜
法

の
場

合
①

ふ
く

ら
み

を
押

抜
い

た
後

の
圧

接
面

に
対

応
す

る
位

置
の

割
れ

、
へ

こ
み

が
な

い
②

ふ
く

ら
み

の
長

さ
が

鉄
筋

径
の

1
.
1
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
③

鉄
筋

表
面

に
オ

ー
バ

ー
ヒ

ー
ト

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
④

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

(
次

頁
に
続
く
)

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
／

5
以

下
。

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
5
倍

以
上

。
③

ふ
く

ら
み

の
長

さ
が

鉄
筋

径
の

1
.
1
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
④

ふ
く

ら
み

の
頂

点
と

圧
接

部
の

ず
れ

が
鉄

筋
径

の
1
／

4
以

下
。

⑤
折

れ
曲

が
り

の
角

度
が

2
°

以
下

。
⑥

著
し

い
た

れ
下

が
り

、
へ

こ
み

、
焼

き
割

れ
が

な
い

。
⑦

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

・
目

視
は

全
数

実
施
す

る
。

・
特

に
必

要
と

認
め
ら

れ
た

も
の

に
対

し
て

の
み

詳
細

外
観

検
査

を
行

う
。

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

職
員

の
承

諾
を

得
る

も
の

と
し

、
処

置
後

は
外

観
検

査
及

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
。

・
①

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
・

②
③

は
、

再
加

熱
し

、
圧

力
を

加
え

て
所

定
の

ふ
く

ら
み

に
修

正
す

る
。

・
④

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

す
る

。
・

⑤
は

、
再

加
熱

し
て

修
正

す
る

。
・

⑥
は

、
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
す

る
。

　

・
モ

デ
ル

供
試

体
の

作
成

は
、

実
際

の
作

業
と

同
一

条
件

・
同

一
材

料
で

行
う

。
(
1
)
直

径
1
9
m
m
以

上
の

鉄
筋

ま
た

は
S
D
4
9
0
以

外
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
・

手
動

ガ
ス

圧
接

及
び

熱
間

押
抜

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
、

材
料

、
施

工
条

件
な

ど
を

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

施
工

前
試

験
を

行
う

。
・

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
と

は
、

施
工

実
績

の
少

な
い

材
料

を
使

用
す

る
場

合
、

過
酷

な
気

象
条

件
・

高
所

な
ど

の
作

業
環

境
下

で
の

施
工

条
件

、
圧

接
技

量
資

格
者

の
熟

練
度

な
ど

の
確

認
が

必
要

な
場

合
な

ど
で

あ
る

。
・

自
動

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
に

は
、

装
置

が
正

常
で

、
か

つ
装

置
の

設
定

条
件

に
誤

り
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
(
2
)
直

径
1
9
m
m
未

満
の

鉄
筋

ま
た

は
S
D
4
9
0
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
手

動
ガ

ス
圧

接
、

自
動

ガ
ス

圧
接

、
熱

間
押

抜
法

の
い

ず
れ

に
お

い
て

も
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

必 須
施 工 前 試 験

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

5
　

ガ
ス
圧
接

施 工 後 試 験

必 須
外
観
検
査

・
目
視

　
　
圧
接
面

の
研

磨
状
況

　
　
た
れ
下

が
り

　
　
焼
き
割

れ
・
ノ
ギ
ス
等

に
よ

る
計
測

（
詳
細
外
観

検
査

）
　
　
軸
心
の

偏
心

　
　
ふ
く
ら

み
　
　
ふ
く
ら

み
の

長
さ

　
　
圧
接
部

の
ず

れ
　
　
折
れ
曲

が
り

　
　
等

熱
間

押
抜

法
の

場
合

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
鉄

筋
径

の
1
.
1
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
③

鉄
筋

表
面

に
オ

ー
バ

ー
ヒ

ー
ト

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
④

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

・
目

視
は

全
数

実
施
す

る
。

・
特

に
必

要
と

認
め
ら

れ
た

も
の

に
対

し
て

の
み

詳
細

外
観

検
査

を
行

う
。

熱
間

押
抜

法
の

場
合

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
以

下
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

職
員

の
承

諾
を

得
る

。
・

①
②

③
は

、
再

加
熱

、
再

加
圧

、
押

抜
き

を
行

っ
て

修
正

し
、

修
正

後
外

観
検

査
を

行
う

。
・

④
は

、
再

加
熱

し
て

修
正

し
、

修
正

後
外

観
検

査
を

行
う

。

　
超
音
波
探
傷
検
査

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
2

・
各

検
査

ロ
ッ

ト
ご

と
に

3
0
箇

所
の

ラ
ン

ダ
ム

サ
ン

プ
リ

ン
グ

を
行

い
、

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
っ

た
結

果
、

不
合

格
箇

所
数

が
1
箇

所
以

下
の

時
は

ロ
ッ

ト
を

合
格

と
し

、
2
箇

所
以

上
の

と
き

は
ロ

ッ
ト

を
不

合
格

と
す

る
。

た
だ

し
、

合
否

判
定

レ
ベ

ル
は

基
準

レ
ベ

ル
よ

り
－

2
4
d
b
感

度
を

高
め

た
レ

ベ
ル

と
す

る
。

超
音

波
探

傷
検

査
は
抜

取
検

査
を

原
則

と
す

る
。

抜
取

検
査

の
場

合
は
、

各
ロ

ッ
ト

の
3
0
箇

所
と

し
、

1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
2
0
0
箇

所
程

度
を

標
準

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
1
作

業
班

が
1
日

に
施

工
し

た
箇

所
を

1
ロ

ッ
ト

と
し

、
自

動
と

手
動

は
別

ロ
ッ

ト
と

す
る

。

規
格

値
を

外
れ

た
場

合
は

、
以

下
に

よ
る

。
・

不
合

格
ロ

ッ
ト

の
全

数
に

つ
い

て
超

音
波

探
傷

検
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
不

合
格

と
な

っ
た

箇
所

は
、

監
督

職
員

の
承

認
を

得
て

、
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
し

、
外

観
検

査
及

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
。

　

6
　

既
製
杭
工

材 料
必 須

外
観
検
査
（
鋼
管
杭
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
杭
・
H
鋼
杭
）

目
視

目
視

に
よ

り
使

用
上

有
害

な
欠

陥
（

鋼
管

杭
は

変
形

な
ど

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

は
ひ

び
割

れ
や

損
傷

な
ど

）
が

な
い

こ
と

。

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

○

施 工
必 須

外
観
検
査
（
鋼
管
杭
）

J
I
S
 
A
 
5
5
2
5

【
円

周
溶

接
部

の
目

違
い

】
外

径
7
0
0
㎜

未
満

：
許

容
値

2
㎜

以
下

外
径

7
0
0
㎜

以
上

1
,
0
1
6
㎜

以
下

：
許

容
値

3
㎜

以
下 外

径
1
,
0
1
6
㎜

を
超

え
2
,
0
0
0
㎜

以
下

：
許

容
値

4
㎜

以
下

　
・

外
径

7
0
0
㎜

未
満

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

2
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

・
外

径
7
0
0
㎜

以
上

1
,
0
1
6
㎜

以
下

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

3
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

・
外

径
1
,
0
1
6
㎜

を
超

え
2
,
0
0
0
㎜

以
下

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

4
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

　

(
次

頁
に
続
く
)

鋼
管
杭
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

杭
・
H
鋼
杭
の
現
場
溶
接

浸
透
探
傷
試
験
（
溶
剤
除
去

性
染
色
浸
透
探
傷
試
験
）

J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6

わ
れ

及
び

有
害

な
欠

陥
が

な
い

こ
と

。
原

則
と

し
て

全
溶

接
箇

所
で

行
う

。
た

だ
し

、
施

工
方

法
や

施
工

順
序

等
か

ら
全

数
量

の
実

施
が

困
難

な
場

合
は

監
督

員
と

の
協

議
に

よ
り

、
現

場
状

況
に

応
じ

た
数

量
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 
な

お
、

全
溶

接
箇

所
の

1
0
％

以
上

は
、

J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-
1
,
2
,
3
,
4
,
5
,
6
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
認

定
技

術
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。
試

験
箇

所
は

杭
の

全
周

と
す

る
。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

6
　

既
製
杭
工

施 工
必 須

鋼
管
杭
・
H
鋼
杭
の
現
場
溶

接 放
射
線
透
過
試
験

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
の

1
類

か
ら

3
類

で
あ

る
こ

と
原

則
と

し
て

溶
接

2
0
箇

所
ご

と
に

1
箇

所
と

す
る

が
、

施
工

方
法

や
施
工

順
序

等
か

ら
実

施
が

困
難

な
場

合
は

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
。

な
お

、
対

象
箇
所

で
は

鋼
管

杭
を

4
方

向
か

ら
透

過
し

、
そ

の
撮
影

長
は

3
0
c
m
／

1
方

向
と

す
る

。
（

2
0
箇

所
ご

と
に

1
箇

所
と

は
、

溶
接

を
2
0
箇

所
施

工
し

た
ご

と
に

そ
の

2
0
箇

所
か

ら
任

意
の

1
箇

所
を

試
験

す
る

こ
と
で

あ
る

。
）

　

　

　
鋼
管
杭
の
現
場
溶
接

超
音
波
探
傷
試
験

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0
の

1
類

か
ら

3
類

で
あ

る
こ

と
原

則
と

し
て

溶
接

2
0
箇

所
ご

と
に

1
箇

所
と

す
る

が
、

施
工

方
法

や
施
工

順
序

等
か

ら
実

施
が

困
難

な
場

合
は

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
。

な
お

、
対

象
箇
所

で
は

鋼
管

杭
を

4
方

向
か

ら
探

傷
し

、
そ

の
探
傷

長
は

3
0
c
m
／

1
方

向
と

す
る

。
（

2
0
箇

所
ご

と
に

1
箇

所
と

は
、

溶
接

を
2
0
箇

所
施

工
し

た
ご

と
に

そ
の

2
0
箇

所
か

ら
任

意
の

1
箇

所
を

試
験

す
る

こ
と
で

あ
る

。
）

中
掘

り
工

法
等

で
、

放
射

線
透

過
試

験
が

不
可

能
な

場
合

は
、

放
射

線
透

過
試

験
に

替
え

て
超

音
波

探
傷

試
験

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　

　
鋼
管
杭
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

（
根
固
め
）

水
セ
メ
ン
ト
比
試
験

比
重
の
測
定

に
よ

る
水

セ
メ

ン
ト
比
の
推

定
設

計
図

書
に

よ
る

。
ま

た
、

設
計

図
書

に
記

載
さ

れ
て

い
な

い
場

合
は

6
0
％

～
7
0
％

（
中

掘
り

杭
工

法
）

、
6
0
％

（
プ

レ
ボ

ー
リ

ン
グ

杭
工

法
及

び
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
工

法
）

と
す

る
。

試
料

の
採

取
回

数
は
一

般
に

単
杭

で
は

3
0
本

に
1

回
、

継
杭

で
は

2
0
本
に

1
回

と
し

、
採

取
本

数
は

1
回

に
つ

き
3
本

と
す
る

。

　

　

　
鋼
管
杭
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

（
根
固
め
）

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
圧
縮
強

度
試
験

セ
メ
ン
ト
ミ

ル
ク

工
法

に
用

い
る
根
固
め

液
及

び
く

い
周

固
定
液
の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

供
試

体
の

採
取

回
数

は
一

般
に

単
杭

で
は

3
0
本

に
1
回

、
継

杭
で

は
2
0
本

に
1
回

と
し

、
採

取
本

数
は

1
回

に
つ

き
3
本
と

す
る

こ
と

が
多

い
。

な
お

、
供

試
体

は
セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
の

供
試

体
の

作
成

方
法

に
従

っ
て

作
成

し
た
φ

5
×

1
0
c
m
の

円
柱

供
試

体
に

よ
っ
て

求
め

る
も

の
と

す
る

。

参
考

値
：

2
0
N
/
m
㎡

　

7
　

下
層
路
盤

材 料
必 須

修
正
C
B
R
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
5

粒
状

路
盤

：
修

正
C
B
R
2
0
％

以
上

（
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

鉄
鋼

ス
ラ

グ
は

修
正

C
B
R
3
0
％

以
上

）
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
を

含
む

再
生

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
を

用
い

る
場

合
で

、
上

層
路

盤
、

基
層

、
表

層
の

合
計

厚
が

以
下

に
示

す
数

値
よ

り
小

さ
い

場
合

は
3
0
％

以
上

と
す

る
。

　
北

海
道

地
方

・
・

・
・

・
・

2
0
c
m

　
東

北
地

方
・

・
・

・
・

・
・

3
0
c
m

　
そ

の
他

の
地

方
・

・
・

・
・

4
0
c
m

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

○

(
次

頁
に
続
く
)

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1

表
2
参

照

○

そ の 他

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

7
　

下
層
路
盤

材 料
必 須

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

塑
性

指
数

P
I
：

6
以

下
・

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

は
適

用
し

な
い

 
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
水
浸
膨
張
性

試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
6

1
.
5
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時 ・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
施

工
前

・
C
S
：

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

道
路
用
ス
ラ
グ
の
呈
色
判
定

試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
1
5

呈
色

な
し

同
上

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

そ の 他

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

再
生

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
に

用
い

る
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
は

、
す

り
減

り
量

が
5
0
％

以
下

と
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
再

生
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

7
　

下
層
路
盤

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
8
5

砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

砂
置
換
法
は

、
最

大
粒

径
が

5
3
m
m
以
下
の

場
合

の
み

適
用

で
き
る

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

X
1
0
 
9
5
％

以
上

X
6
 
9
6
％

以
上

X
3
 
9
7
％

以
上

歩
道

箇
所

：
設

計
図

書
に

よ
る

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

・
締

固
め

度
は

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0

が
規

格
値

を
満

足
す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
個

の
測

定
値

が
得
が

た
い

場
合

は
3
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
個

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均

値
X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
個

（
1
0
孔

）
で

測
定

す
る

。

（
例

）
　

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
㎡

：
1
0
個

　
1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
1
0
個

追
加

し
、

測
定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
　

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の

場
合

：
6
,
0
0
0
㎡

／
1

ロ
ッ

ト
ご

と
に

1
0
個
、

合
計

2
0
個

　
な

お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
個

（
3
孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
・

1
0
0
㎡

未
満

の
工

事
は

除
く

。

　
プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
1
0

・
全

幅
、

全
区

間
で
実

施
す

る
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

平
板
載
荷
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
2
回

の
割

合
で

行
う

。
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t
以

上
の

場
合

が
該

当
す

る
。

　

　
土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

塑
性

指
数

P
I
：

6
以

下
　

含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
　

そ の 他

品質管理基準及び規格値
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試
験
項
目

工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

8
　

上
層
路
盤

材 料
必 須

修
正
C
B
R
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
5

修
正

C
B
R
 
8
0
％

以
上

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

再
生

骨
材

含
む

場
合

9
0
％

以
上

4
0
℃

で
行

っ
た

場
合

8
0
％

以
上

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
修
正
C
B
R
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
5

修
正

C
B
R
 
8
0
％

以
上

・
M
S
：

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1

表
2
参

照
同

上
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

塑
性

指
数

P
I
：

4
以

下
・

た
だ

し
、

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

は
適

用
し

な
い

。
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

8
　

上
層
路
盤

材 料
必 須

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
呈
色
判
定
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
1
5

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
0

呈
色

な
し

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時 ・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
施

工
前

・
M
S
：

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
水
浸
膨
張
性

試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
6

1
.
5
％

以
下

○

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
一
軸
圧
縮
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
2

1
.
2
M
p
a
以

上
(
1
4
日

)
・

H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
単
位
容
積
質

量
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
0
6

1
.
5
0
k
g
/
L
以

上
同

上
・

M
S
：

粒
度

調
整

鉄
鋼

ス
ラ

グ
及

び
H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

そ の 他

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

5
0
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
粒

度
調

整
及

び
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
を

使
用

し
た

再
生

粒
度

調
整

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

8
　

上
層
路
盤

材 料
そ の 他

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

2
0
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時 ・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
○

(
次

頁
に
続
く
)

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
8
5

砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

砂
置
換
法
は

、
最

大
粒

径
が

5
3
m
m
以
下
の

場
合

の
み

適
用

で
き
る

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

X
1
0
 
9
5
％

以
上

X
6
 
9
5
.
5
％

以
上

X
3
 
9
6
.
5
％

以
上

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

・
締

固
め

度
は

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0

が
規

格
値

を
満

足
す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
個

の
測

定
値

が
得
が

た
い

場
合

は
3
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
個

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均

値
X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
個

（
1
0
孔

）
で

測
定

す
る

。

（
例

）
　

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
㎡

：
1
0
個

　
1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
1
0
個

追
加

し
、

測
定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
　

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の

場
合

：
6
,
0
0
0
㎡

／
1

ロ
ッ

ト
ご

と
に

1
0
個
、

合
計

2
0
個

　
な

お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
個

（
3
孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
・

1
0
0
㎡

未
満

は
除

く
。

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

8
　

上
層
路
盤

施 工
必 須

粒
度
（
2
.
3
6
m
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
5
％

以
内

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
定

期
的

ま
た

は
随

時
（

1
回

～
2
回

／
日

）
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。

　

　
粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

7
5
μ
m
ふ

る
い

：
±

6
％

以
内

　

　
平
板
載
荷
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
2
回
の

割
合

で
行

う
。

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。

　
土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

塑
性

指
数

P
I
：

4
以

下
観

察
に

よ
り

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

　
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

9
　

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
安

定
処
理
路
盤

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
準
じ

る

1
0
　
セ
メ
ン
ト
安

定
処

理
路
盤

材 料
必 須

一
軸
圧
縮
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
3
8

下
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7
日

間
］

0
.
9
8
M
p
a

上
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7
日

間
］

2
.
9
M
p
a
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

）
、

2
.
0
M
p
a

（
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
）

。

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
安

定
処

理
材

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

　

(
次

頁
に
続
く
)

そ の 他

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
0
　
セ
メ
ン
ト
安

定
処

理
路
盤

材 料
必 須

骨
材
の
修
正
C
B
R
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
5

下
層

路
盤

：
1
0
％

以
上

上
層

路
盤

：
2
0
％

以
上

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
に

適
用

す
る

。
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
0
3

下
層

路
盤

塑
性

指
数

P
I
：

9
以

下
上

層
路

盤
塑

性
指

数
P
I
：

9
以

下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

　

施 工
必 須

粒
度
（
2
.
3
6
m
m
フ
ル
イ
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
5
％

以
内

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
ま

た
は

随
時

（
1
回

～
2
回

／
日

）
・

中
規

模
以

上
の

工
事

と
は

、
管

理
図

を
描

い
た

上
で

の
管

理
が

可
能

な
工

事
を

い
い

、
舗

装
施

工
面

積
が

1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。

　

(
次

頁
に
続
く
)

粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

7
5
μ
m
ふ

る
い

：
±

6
％

以
内

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
0
　
セ
メ
ン
ト
安

定
処

理
路
盤

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
8
5

砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

砂
置
換
法
は

、
最

大
粒

径
が

5
3
m
m
以
下
の

場
合

の
み

適
用

で
き
る

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

。
X
1
0
　

9
5
％

以
上

X
6
　

9
5
.
5
％

以
上

X
3
　

 
9
6
.
5
％

以
上

歩
道

箇
所

：
設

計
図

書
に

よ
る

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
最

大
乾

燥
密

度
の

9
3
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

・
締

固
め

度
は

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0

が
規

格
値

を
満

足
す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
個

の
測

定
値

が
得
が

た
い

場
合

は
3
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
個

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均

値
X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
個

（
1
0
孔

）
で

測
定

す
る

。

（
例

）
　

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
㎡

：
1
0
個

　
1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
1
0
個

追
加

し
、

測
定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
　

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の

場
合

：
6
,
0
0
0
㎡

／
1

ロ
ッ

ト
ご

と
に

1
0
個
、

合
計

2
0
個

　
な

お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
個

（
3
孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
・

1
0
0
㎡

未
満

の
工

事
は

除
く

。

　
そ の 他

含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

　

　

セ
メ
ン
ト
量
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
1
3
,
[
4
]
-
2
1
8

±
1
.
2
％

以
内

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

（
1
～

2
回

／
日
）

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
1
　
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
材 料

必 須
骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1
 
表

2
参

照
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

表
層

・
基

層
　

表
乾

密
度

：
2
.
4
5
g
/
c
 
以

上
　

吸
水

率
　

：
3
.
0
％

以
下

○

　
骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0
.
2
5
％

以
下

○

粗
骨
材
の
形
状
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
2
]
-
4
5

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
1
0
％

以
下

○

フ
ィ
ラ
ー
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

便
覧

　
表

3
.
3
.
1
7
に

よ
る

。
○

　
フ
ィ
ラ
ー
の
水
分
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

1
％

以
下

○

　
そ の 他

フ
ィ
ラ
ー
の
塑
性
指
数
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

4
以

下
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用

い
る

場
合

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
フ
ィ
ラ
ー
の
フ
ロ
ー
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
6
5

5
0
％

以
下

○

(
次

頁
に
続
く
)

フ
ィ
ラ
ー
の
水
浸
膨
張
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
5
9

3
％

以
下

○
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
1
　
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
材 料

そ の 他

フ
ィ
ラ
ー
の
剥
離
抵
抗
性
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
6
1

1
／

4
以

下
同

上
同

上

○

　
製
鋼
ス
ラ
グ
の
水
浸
膨
張
性

試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
7
7

水
浸

膨
張

比
：

2
.
0
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
製
鋼
ス
ラ
グ
の
密
度
及
び
吸

水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

単
粒

度
製

鋼
ス

ラ
グ

（
S
S
）

　
表

乾
密

度
：

2
.
4
5
g
/
c
 
以

上
　

吸
水

率
　

：
3
.
0
％

以
下

○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

す
り

減
り

量
　

砕
石

：
3
0
％

以
下

　
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

製
鋼

ス
ラ

グ
（

C
S
S
）

 
：

5
0
％

以
下

　
単

粒
度

製
鋼

ス
ラ

グ
（

S
S
）

 
：

3
0
％

以
下

○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

損
失

量
：

1
2
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

針
入
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
1
　
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
材 料

そ の 他

軟
化
点
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

○

　
伸
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

○

　
ト
ル
エ
ン
可
溶
分
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

　
引
火
点
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
1

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
2

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
3

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

　
薄
膜
加
熱
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

　
蒸
発
後
の
針
入
度
比
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

○

　
密
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

　
高
温
動
粘
度
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
2
]
-
1
8
0

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

○

　
6
0
℃
粘
度
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
9
2

○

　
タ
フ
ネ
ス
・
テ
ナ
シ
テ
ィ
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
2
4
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

○

　
プ ラ ン ト

必 須
粒
度
（
2
.
3
6
m
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
％

以
内

基
準

粒
度

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
ま

た
は

抽
出

・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

7
5
μ
m
ふ

る
い

：
±

5
％

以
内

基
準

粒
度

○

(
次

頁
に
続
く
)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
抽
出
粒
度

分
析
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
2
3
8

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
％

以
内

○
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
1
　
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
プ ラ ン ト

必 須
温
度
測
定
（
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
骨
材
・
混
合
物
）

温
度
計
に
よ

る
。

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

随
時

　

○

水
浸
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
3
]
-
5
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
剥

離
性

の
確

認
○

ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
3
]
-
3
9

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
○

ラ
ベ
リ
ン
グ
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
1
7

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
○

　
舗 設 現 場

必 須
現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
9
1

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

。
X
1
0
　

9
6
％

以
上

X
6
 
　

9
6
％

以
上

X
3
 
　

9
6
.
5
％

以
上

歩
道

の
基

準
密

度
に

つ
い

て
は

，
以

下
の

値
と

す
る

。
基

準
密

度
の

8
8
.
0
%
以

上
。

X
3
　

9
0
.
0
%
以

上
X
6
　

8
9
.
5
%
以

上
X
1
0
　

8
9
.
5
%
以

上

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
基

準
密

度
の

9
4
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

・
締

固
め

度
は

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0

が
規

格
値

を
満

足
す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
個

の
測

定
値

が
得
が

た
い

場
合

は
3
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
個

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均

値
X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
個

（
1
0
孔

）
で

測
定

す
る

。

（
例

）
　

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
㎡

：
1
0
個

　
1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
1
0
個

追
加

し
、

測
定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
　

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の

場
合

：
6
,
0
0
0
㎡

／
1

ロ
ッ

ト
ご

と
に

1
0
個
、

合
計

2
0
個

　
な

お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
個

（
3
孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
・

1
0
0
㎡

未
満

の
工

事
は

除
く

。

・
橋

面
舗

装
は

コ
ア

採
取

し
な

い
で

A
s
合

材
量

（
プ

ラ
ン

ト
出

荷
数

量
）

と
舗

設
面

積
及

び
厚

さ
で

の
密

度
管

理
、

ま
た

は
転

圧
回

数
に

よ
る

管
理

を
行

う
。

　
温
度
測
定
（
初
転
圧
前
）

温
度
計
に
よ

る
。

1
1
0
℃

以
上

随
時

測
定

値
の

記
録

は
、

1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2

回
）

。
　

　
外
観
検
査
（
混
合
物
）

目
視

　
　

　

そ の 他

す
べ
り
抵
抗
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
1
]
-
8
4

設
計

図
書

に
よ

る
舗

設
車

線
毎

2
0
0
m
ご
と

に
1
回

そ の 他
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
2
　
転
圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
V
C
試
験

　
舗

装
施

工
便

覧
8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
修

正
V
C
値

：
5
0
秒

当
初

　
マ
ー
シ
ャ
ル
突
き
固
め
試
験

転
圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
技

術
指
針
（
案

）
※
い
ず
れ
か

1
方

法

舗
装

施
工

便
覧

8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
締

固
め

率
：

9
6
％

　

　
ラ
ン
マ
ー
突
き
固
め
試
験

　
舗

装
施

工
便

覧
8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
締

固
め

率
：

9
7
％

　

　
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

含
水

比
は

、
品

質
管

理
試

験
と

し
て

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

試
験

が
や

む
を

得
ず

行
え

な
い

場
合

に
適

用
す

る
。

な
お

測
定

方
法

は
試

験
の

迅
速

性
か

ら
直

火
法

に
よ

る
の

が
臨

ま
し

い
。

　

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
曲
げ
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

2
回

／
日

（
午

前
・

午
後

）
で

、
3
本

1
組

／
回

。
　

　

　
そ の 他

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
細

骨
材

：
表

-
3
.
3
.
2
0

・
粗

骨
材

：
表

-
3
.
3
.
2
2

細
骨

材
3
0
0
 
、

粗
骨

材
5
0
0
 

ご
と

に
1
回

、
あ

る
い

は
1
回

／
日

。
　

○

　
骨
材
の
単
位
容
積
質
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

　
○

　
骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

　
○

粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

3
5
％

以
下

積
雪

寒
冷

地
2
5
％

以
下

ホ
ワ

イ
ト

ベ
ー

ス
に

使
用

す
る

場
合

：
4
0
％

以
下

○

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

粗
骨

材
砕

石
　

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以
上

の
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

粗
骨

材
　

5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
　

1
.
0
％

以
下

細
骨

材
砕

砂
、

ス
ラ

グ
細

骨
材

　
5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

等
）

　
3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
砕

砂
で

粘
土

、
シ

ル
ト

等
を

含
ま

な
い

場
合

は
5
.
0
％

以
下

）

工
事

開
始

前
、

材
料
の

変
更

時
　

○

　
砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
％

以
上

の
場

合
は

使
用

で
き

る
。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

　
モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
に
よ

る
砂
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
％

以
上

試
料

と
な

る
砂

の
上

部
に

お
け

る
溶

液
の

色
が

標
準

色
液

の
色

よ
り
濃

い
場

合
。

　
○

　
骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

粗
骨

材
：

0
.
2
5
％

以
下

工
事

開
始

前
、

材
料
の

変
更

時
観

察
で

問
題

な
け

れ
ば

省
略

で
き

る
。

○

(
次

頁
に
続
く
)

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
％

以
下

粗
骨

材
：

1
2
％

以
下

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。

○

必 須
材 料 ( J I S マ ー ク に 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
2
　
転
圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
そ の 他

セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

　

○

　
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の

化
学
分
析

J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

　
練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水

及
び

上
水

道
水

以
外
の
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

　
回
収
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

・
そ

の
原

水
は

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

○

材 料

（ J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
2
　
転
圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：

±
1
％

以
内

セ
メ

ン
ト

：
±

1
％

以
内

骨
材

　
：

±
3
％

以
内

混
和

材
：

±
2
％

以
内

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1
％

以
内

）
混

和
剤

：
±

3
％

以
内

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
6
ヶ

月
以

上
・

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。

○

　
ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能
試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ

サ
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5
％

以
下

　
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7
.
5
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
空

気
量

の
偏

差
率

：
1
0
％

以
下

　
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

1
5
％

以
下

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
。

小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S

マ
ー

ク
表

示
認

定
工

場
）

の
品

質
証

明
書

等
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○

　
　

連
続
ミ
キ
サ

の
場

合
：

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
-
I

5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

○

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計

図
書

に
よ

る
2
回

／
日

以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。

○

粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

設
計

図
書

に
よ

る
1
回

／
日

以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。

○

　
施 工

必 須
コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
V
C
試
験

　
修

正
V
C
値

の
±

1
0
秒

1
日

2
回

（
午

前
・

午
後

）
以

上
、

そ
の

他
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
の

変
動

が
認

め
ら

れ
る

場
合

な
ど

に
随

時
実

施
す

る
。

た
だ

し
運

搬
車

ご
と
に

目
視

観
察

を
行

う
。

　

　

　
マ
ー
シ
ャ
ル
突
き
固
め
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
3
]
-
2
9
0

※
い
ず
れ
か

1
方

法

目
標

値
の

±
1
.
5
％

　

　

(
次

頁
に
続
く
)

ラ
ン
マ
ー
突
き
固
め
試
験

　
　

　

製 造 ( プ ラ ン ト )

（ J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
2
　
転
圧
コ
ン
ク

リ
ー

ト
施 工

必 須
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
曲
げ
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

・
 
試

験
回

数
が

7
回

以
上

（
1
回

は
3
個

以
上

の
供

試
体

の
平

均
値

）
の

場
合

は
、

全
部

の
試

験
値

の
平

均
値

が
所

定
の

合
格

判
断

強
度

を
上

ま
わ

る
も

の
と

す
る

。
・

試
験

回
数

が
7
回

未
満

と
な

る
場

合
は

、
①

1
回

の
試

験
結

果
は

配
合

基
準

強
度

の
8
5
％

以
上 ②

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

配
合

基
準

強
度

以
上

2
回

／
日

（
午

前
・

午
後

）
で

、
3
本

1
組

／
回

（
材

令
2
8
日

）
。

　

　

　
温
度
測
定
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）

温
度
計
に
よ

る
。

　
2
回

／
日

（
午

前
・

午
後

）
以

上
　

　

　
現
場
密
度
の
測
定

R
I
水
分
密
度

計
基

準
密

度
の

9
5
.
5
％

以
上

。
4
0
m
に

1
回

（
横

断
方

向
に

3
箇

所
）

　
　

コ
ア
に
よ
る
密
度
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
3
0
0

転
圧

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

技
術

指
針

に
よ

る
1
,
0
0
0
㎡

に
1
個

の
割
合

で
コ

ア
を

採
取

し
て

測
定

　
　

土
の
締
固
め
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

　
C
B
R
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
1
5
5
,
[
4
]
-
1
5
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

　
施 工

必 須
現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

最
大
粒
径
≦

5
3
㎜

：
砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

最
大
粒
径
＞

5
3
㎜

：
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5

突
砂
法

設
計

図
書

に
よ

る
。

5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。
　

　
　

ま
た
は
、

R
I
計
器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固
め
管
理
要

領
（

案
）

【
締

固
め

度
に

よ
る

管
理

】
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
％

以
上

。
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

【
空

気
間

隙
率

に
よ

る
管

理
】

河
川

土
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

道
路

土
工

指
針

に
準

じ
て

、
施

工
含

水
比

の
平

均
が

最
適

含
水

比
付

近
に

あ
る

こ
と

。
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
)

に
分

割
し

て
管

理
単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

1
日

の
1
層

あ
た

り
の
施

工
面

積
を

基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積
を

2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
・

5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

1
0
0
0
㎡

未
満

：
1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

2
0
0
0
㎡

未
満

：
1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

職
員

と
の

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

(
次

頁
に
続
く
)

ま
た
は
、

「
T
S
・
G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の
締
固
め
管

理
要

領
」

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築
堤

、
路

体
路

床
と

も
１

日
の

１
層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
，

１
日

の
施

工
量

面
積

が
2
,
0
0
0

㎡
以

上
の

場
合

、
そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
４

．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

1
3
　
路
床
安
定
処

理
工

必 須
材 料

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
3
　
路
床
安
定
処

理
工

施 工
必 須

プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
1
0

路
床

仕
上

げ
後

、
全
幅

,
全

区
間

で
実

施
す

る
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

平
板
載
荷
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
箇

所
の

割
で

行
う

。
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。
　

　
現
場
C
B
R
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

設
計

図
書

に
よ

る
。

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

　

含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
　

た
わ
み
量

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
1
]
-
2
2
7

（
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ﾞ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾑ
）

設
計

図
書

に
よ

る
。

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
箇

所
に

つ
い

て
実

施
　

材 料
そ の 他

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

最
大
粒
径
≦

5
3
㎜

：
砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

最
大
粒
径
＞

5
3
㎜

：
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5

突
砂
法

設
計

図
書

に
よ

る
。

5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。
　

　
　

ま
た
は
、

R
I
計
器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固
め
管
理
要

領
（

案
）

【
締

固
め

度
に

よ
る

管
理

】
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
％

以
上

。
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

【
空

気
間

隙
率

に
よ

る
管

理
】

河
川

土
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

道
路

土
工

指
針

に
準

じ
て

、
施

工
含

水
比

の
平

均
が

最
適

含
水

比
付

近
に

あ
る

こ
と

。
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
)

に
分

割
し

て
管

理
単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

1
日

の
1
層

あ
た

り
の
施

工
面

積
を

基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積
を

2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
・

5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

1
0
0
0
㎡

未
満

：
1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

2
0
0
0
㎡

未
満

：
1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

職
員

と
の

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

(
次

頁
に
続
く
)

ま
た
は
、

「
T
S
・
G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の
締
固
め
管

理
要

領
」

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築
堤

、
路

体
路

床
と

も
１

日
の

１
層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の
施

工
面

積
を

2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の
と

す
る

。
３

．
１

日
の

施
工

が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
４

．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

1
4
　
表
層
安
定
処

理
工

（
表
層
混
合

処
理

）

施 工
そ の 他

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

施 工
必 須

プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
1
0

路
床

仕
上

げ
後

、
全
幅

,
全

区
間

で
実

施
す

る
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

平
板
載
荷
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

　

　
現
場
C
B
R
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

　
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

5
0
0
 

に
つ

き
1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
　

　
た
わ
み
量

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
1
]
-
2
2
7

（
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ﾞ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾑ
）

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン
グ

で
の

不
良

箇
所

に
つ

い
て

実
施

。
　

1
5
　
固
結
工

材 料
必 須

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

な
お

、
1
回

の
試

験
と

は
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

当
初

及
び

土
質

の
変
化

し
た

と
き

。
配

合
を

定
め

る
た

め
の

試
験

で
あ

る
。

ゲ
ル
タ
イ
ム
試
験

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。

施 工
必 須

改
良
体
全
長
の
連
続
性
確
認

ボ
ー
リ
ン
グ

コ
ア

の
目

視
確

認
改

良
体

の
上

端
か

ら
下

端
ま

で
の

全
長

を
ボ

ー
リ

ン
グ

に
よ

り
採

取
し

、
全

長
に

お
い

て
連

続
し

て
改

良
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
目

視
確

認
す

る
。

改
良

体
5
0
0
本

未
満

は
3
本

、
5
0
0
本

以
上

は
2
5
0

本
増

え
る

ご
と

に
1
本

追
加

す
る

。
現

場
の

条
件

、
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

職
員

の
指

示
に

よ
る

。

・
ボ

ー
リ

ン
グ

等
に

よ
り

供
試

体
を

採
取

す
る

。
・

改
良

体
の

強
度

確
認

に
は

、
改

良
体

全
長

の
連

続
性

を
確

認
し

た
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

を
利

用
し

て
も

よ
い

。

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

（
改
良
体
の
強
度
）

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

①
各

供
試

体
の

試
験

結
果

は
改

良
地

盤
設

計
強

度
の

8
5
％

以
上

。
②

1
回

の
試

験
結

果
は

改
良

地
盤

設
計

強
度

以
上

。
な

お
、

1
回

の
試

験
と

は
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

改
良

体
5
0
0
本

未
満

は
３

本
，

5
0
0
本

以
上

は
2
5
0

本
増

え
る

ご
と

に
１
本

追
加

す
る

。
試

験
は

１
本

の
改

良
体

に
つ

い
て

，
上

，
中

，
下

そ
れ

ぞ
れ

１
回

，
計

３
回

と
す

る
。

た
だ

し
，

１
本

の
改

良
体

で
設

計
強

度
を

変
え

て
い

る
場

合
は

，
各

設
計

強
度

ご
と

に
３

回
と

す
る

。
現

場
の

条
件

，
規

模
等

に
よ

り
上

記
に

よ
り

が
た

い
場

合
は

監
督

員
の

指
示

に
よ

る
。

・
改

良
体

の
強

度
確

認
に

は
、

改
良

体
全

長
の

連
続

性
を

確
認

し
た

ボ
ー

リ
ン

グ
コ

ア
を

利
用

し
て

も
よ

い
。

1
6
　
ア
ン
カ
ー
工

施 工
必 須

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

2
回

（
午

前
・

午
後

）
／

日
　

　

モ
ル
タ
ル
の
フ
ロ
ー
値
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

練
り

ま
ぜ

開
始

前
に

試
験

は
2
回

行
い

、
そ

の
平

均
値

を
フ

ロ
ー

値
と
す

る
。

適
性
試
験
（
多
サ
イ
ク
ル
確

認
試
験
）

グ
ラ
ウ
ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計
・
施
工
基

準
、

同
解

説
（
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
1
2
）

設
計

ア
ン

カ
ー

力
に

対
し

て
十

分
に

安
全

で
あ

る
こ

と
。

・
施

工
数

量
の

5
％

か
つ

3
本

以
上

。
・

初
期

荷
重

は
計

画
最

大
荷

重
の

約
0
.
1
倍

と
し

、
引

き
抜

き
試

験
に

準
じ

た
方

法
で

載
荷

と
除

荷
を

繰
り

返
す

。

た
だ

し
、

モ
ル

タ
ル

の
必

要
強

度
の

確
認

後
に

実
施

す
る

こ
と

。
　

(
次

頁
に
続
く
)

確
認
試
験
（
１
サ
イ
ク
ル
確

認
試
験
）

グ
ラ
ウ
ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計
・
施
工
基

準
、

同
解

説
（
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
1
2
）

設
計

ア
ン

カ
ー

力
に

対
し

て
十

分
に

安
全

で
あ

る
こ

と
。

・
多

サ
イ

ク
ル

確
認
試

験
に

用
い

た
ア

ン
カ

ー
を

除
く

す
べ

て
。

・
初

期
荷

重
は

計
画
最

大
荷

重
の

約
0
.
1
倍

と
し

、
計

画
最

大
荷

重
ま

で
載

荷
し

た
後

、
初

期
荷

重
ま

で
除

荷
す

る
１

サ
イ

ク
ル

方
式

と
す

る
。

た
だ

し
、

モ
ル

タ
ル

の
必

要
強

度
の

確
認

後
に

実
施

す
る

こ
と

。

　

　
そ の 他

1
4
　
表
層
安
定
処

理
工

（
表
層
混
合

処
理

）

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
6
　
ア
ン
カ
ー
工

施 工
そ の 他

そ
の
他
の
確
認
試
験

グ
ラ
ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
設

計
・
施
工
基

準
、

同
解

説
（
J
G
S
4
1
0
1
-
2
0
1
2
）

所
定

の
緊

張
力

が
導

入
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
・

定
着

時
緊

張
力

確
認

試
験

・
残

存
引

張
力

確
認

試
験

・
リ

フ
ト

オ
フ

試
験

等
が

あ
り

、
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

、
１

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

の
試

験
結

果
を

も
と

に
、

監
督

員
と

協
議

し
行

う
必

要
性

の
有

無
を

判
断

す
る

。

　

1
7
　
補
強
土
壁
工

土
の
締
固
め
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
時

。
　

　

　
外
観
検
査
（
ス
ト
リ
ッ
プ
、

鋼
製
壁
面
材
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
壁
面
材
等
）

補
強
土
壁
工

法
各

設
計

・
施

工
マ
ニ
ュ
ア

ル
に

よ
る

。
同

左
同

左
　

　

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
壁
面
材
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験

補
強
土
壁
工

法
各

設
計

・
施

工
マ
ニ
ュ
ア

ル
に

よ
る

。
　

○

そ の 他

土
の
粒
度
試
験

補
強
土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工
マ
ニ
ュ
ア

ル
に

よ
る

。
同

左
設

計
図

書
に

よ
る

。
　

　

1
7
　
補
強
土
壁
工

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

最
大
粒
径
≦

5
3
㎜

：
砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

最
大
粒
径
＞

5
3
㎜

：
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5

突
砂
法

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

最
大

乾
燥

密
度

の
9
5
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A

1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
た

だ
し

、
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。

・
橋

台
背

面
ア

プ
ロ

ー
チ

部
に

お
け

る
規

格
値

は
、

下
記

の
通

り
と

す
る

。
（

締
固

め
試

験
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
【

一
般

の
橋

台
背

面
】

平
均

9
2
％

以
上

、
か

つ
最

小
9
0
％

以
上

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
平

均
9
7
％

以
上

、
か

つ
最

小
9
5
％

以
上

　

(
次

頁
に
続
く
)

　
ま
た
は
、

「
R
I
計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締
固
め
管
理

要
領

（
案

）
」

次
の

密
度

へ
の

締
固

め
が

可
能

な
範

囲
の

含
水

比
に

お
い

て
、

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
7
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
2
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
ま

た
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
)

に
分

割
し

て
管

理
単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

路
体

・
路

床
と

も
、
1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割
す

る
も

の
と

す
る

。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
・

5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

1
0
0
0
㎡

未
満

：
1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

2
0
0
0
㎡

未
満

：
1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

職
員

と
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。
・

橋
台

背
面

ア
プ

ロ
ー

チ
部

に
お

け
る

規
格

値
は

、
下

記
の

通
り

と
す

る
。

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
【

一
般

の
橋

台
背

面
】

平
均

9
2
％

以
上

、
か

つ
最

小
9
0
％

以
上

【
イ

ン
テ

グ
ラ

ル
ア

バ
ッ

ト
構

造
の

橋
台

背
面

】
平

均
9
7
％

以
上

、
か

つ
最

小
9
5
％

以
上

　

材 料
必 須
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
7
　
補
強
土
壁
工

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

ま
た
は
、

「
T
S
・
G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の
締
固
め
管

理
要

領
」

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築
堤

、
路

体
路

床
と

も
１

日
の

１
層

当
た

り
の

施
工

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の
施

工
面

積
を

2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の
と

す
る

。
３

．
１

日
の

施
工

が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
４

．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

1
8
　
吹
付
工

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策

「
ア
ル
カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策
に
つ
い

て
」

（
平

成
１

４
年
７
月
３

１
日

付
け

国
官

技
第
１
１
２

号
、

国
港

環
第

３
５
号
、
国

空
建

第
７

８
号
）
」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
6
ヶ

月
以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合
。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
％

以
下

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3
.
0
％

以
下

（
砕

砂
・

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

３
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

４
部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
用

再
生

骨
材

H
)

○

(
次

頁
に
続
く
)

骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

粗
骨

材
砕

石
　

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以
上

の
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

粗
骨

材
　

5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
　

1
.
0
％

以
下

細
骨

材
砕

砂
　

9
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

細
骨

材
　

7
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
そ

れ
以

外
（

砂
等

）
　

5
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3
.
0
％

以
下

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

（
山

砂
の

場
合

は
、
工

事
中

１
回

／
週

以
上

）

　

○

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す

る 場 合 は 除 く )

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
8
　
吹
付
工

材 料
砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
％

以
上

の
場

合
は

使
用

で
き

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」
に

よ
る

。
○

　
モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
に
よ

る
砂
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
％

以
上

試
料

と
な

る
砂

の
上

部
に

お
け

る
溶

液
の

色
が

標
準

色
液

の
色

よ
り
濃

い
場

合
。

　
○

骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

粗
骨

材
：

0
.
2
5
％

以
下

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

　
○

硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
％

以
下

粗
骨

材
：

1
2
％

以
下

砂
、

砂
利

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
砕

砂
、

砕
石

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。

○

　
セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

　

○

　
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の

化
学
分
析

J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

　
練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水

及
び

上
水

道
水

以
外
の
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
1
回

／
年

以
上

及
び

水
質

が
変

わ
っ

た
場

合
。

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

(
次

頁
に
続
く
)

回
収
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

○

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
8
　
吹
付
工

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計

図
書

に
よ

る
２

回
／

日
以

上
　

　
粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

１
回

／
日

以
上

　

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

水
：

±
1
％

以
内

セ
メ

ン
ト

：
±

1
％

以
内

骨
材

　
：

±
3
％

以
内

混
和

材
：

±
2
％

以
内

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1
％

以
内

）
混

和
剤

：
±

3
％

以
内

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
6
ヶ

月
以

上
・

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。
・

急
結

剤
は

適
用

外

○

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能
試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ

サ
の

場
合

：
　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5
％

以
下

　
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7
.
5
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

1
0
％

以
下

　
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

1
5
％

以
下

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

○

(
次

頁
に
続
く
)

　
連
続
ミ
キ
サ

の
場

合
：

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
-
I

5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

○

必 須
製 造  （ プ ラ ン ト ） （ J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
8
　
吹
付
工

施 工
そ の 他

塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向
上
」

原
則

0
.
3
㎏

/
 
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
／

2
以
下

の
場

合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１

試
験

の
測

定
回

数
は

3
回

と
す

る
）

試
験

の
判

定
は

3
回

の
測

定
値

の
平

均
値
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 
以

上
の

場
合

は
、

5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。
・

骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-

C
5
0
2
-
2
0
1
3
,
5
0
3
-
2
0
0
7
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

ス
ラ
ン
プ
試
験

（
モ
ル
タ
ル
除
く
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5

㎝ ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5

㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
 
ご

と
に

1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化

物
総

量
規

制
の

項
目

を
参

照

(
次

頁
に
続
く
)

必 須
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
 
F
5
6
1
-

2
0
1
3

3
本

の
強

度
の

平
均

値
が

材
令

2
8
日

で
設

計
強

度
以

上
と

す
る

。
吹

付
1
日

に
つ

き
1
回
行

う
。

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル
）

を
吹

付
け

、
現

場
で

2
8

日
養

生
し

、
直

径
5
0
㎜

の
コ

ア
を

切
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
原

則
と

し
て

1
回

に
3

本
と

す
る

。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化

物
総

量
規

制
の

項
目

を
参

照

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
8
　
吹
付
工

施 工
そ の 他

空
気
量
測
定

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
％

（
許

容
差

）
・

荷
卸

し
時

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 
～

1
5
0
 

ご
と

に
1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

塩
化

物
総

量
規

制
の

項
目

を
参

照

　
コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

1
9
　
現
場
吹
付
法

枠
工

材 料
必 須

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
対
策

「
ア
ル
カ
リ

骨
材

反
応

抑
制

対
策
に
つ
い

て
」

（
平

成
１

４
年
７
月
３

１
日

付
け

国
官

技
第
１
１
２

号
、

国
港

環
第

３
５
号
、
国

空
建

第
７

８
号
）
」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場
合

は
、

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

／
6
ヶ

月
以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
／

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合
。

　

○

　
骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
％

以
下

粗
骨

材
の

吸
水

率
：

3
.
0
％

以
下

（
砕

砂
・

砕
石

、
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

、
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
細

骨
材

、
銅

ス
ラ

グ
細

骨
材

の
規

格
値

に
つ

い
て

は
摘

要
を

参
照

）

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

砂
及

び
砕

石
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
３

部
：

銅
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
４

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
用

再
生

骨
材

H
)

○

　
骨
材
の
微
粒
分
量
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8

粗
骨

材
砕

石
　

3
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
粒

形
判

定
実

績
率

が
5
8
％

以
上

の
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

粗
骨

材
　

5
.
0
％

以
下

そ
れ

以
外

（
砂

利
等

）
　

1
.
0
％

以
下

細
骨

材
砕

砂
　

9
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
ス

ラ
グ

細
骨

材
　

7
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

5
.
0
％

以
下

）
そ

れ
以

外
（

砂
等

）
　

5
.
0
％

以
下

（
た

だ
し

、
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
は

3
.
0
％

以
下

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

（
山

砂
の

場
合

は
、
工

事
中

1
回

／
週

以
上

）

　

○

　
砂
の
有
機
不
純
物
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
％

以
上

の
場

合
は

使
用

で
き

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
圧

縮
強

度
に

よ
る

試
験

方
法

」
に

よ
る

。
○

(
次

頁
に
続
く
)

モ
ル
タ
ル
の
圧
縮
強
度
に
よ

る
砂
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
％

以
上

試
料

と
な

る
砂

の
上

部
に

お
け

る
溶

液
の

色
が

標
準

色
液

の
色

よ
り
濃

い
場

合
。

　
○

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場

合 は 除 く )

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
9
　
現
場
吹
付
法

枠
工

材 料
骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
％

以
下

粗
骨

材
：

0
.
2
5
％

以
下

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

　

○

　
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
％

以
下

粗
骨

材
：

1
2
％

以
下

砂
、

砂
利

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
6
ヶ

月
以

上
及

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
砕

砂
、

砕
石

：
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

／
年

以
上

及
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。

○

　
セ
メ
ン
ト
の
物
理
試
験

J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事
中

1
回

／
月

以
上

　

○

　
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の

化
学
分
析

J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

　
練
混
ぜ
水
の
水
質
試
験

上
水
道
水

及
び

上
水

道
水

以
外
の
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
及

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
上

水
道

を
使

用
し

て
る

場
合

は
試

験
に

換
え

、
上

水
道

を
使

用
し

て
る

こ
と

を
示

す
資

料
に

よ
る

確
認

を
行

う
。

○

(
次

頁
に
続
く
)

　
回
収
水
の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0
分

以
内

、
終

結
は

6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

す
る

も
の

と
す

る
。

○

そ の 他 ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場

合 は 除 く )

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
9
　
現
場
吹
付
法

枠
工

細
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

設
計

図
書

に
よ

る
2
回

／
日

以
上

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
○

　
粗
骨
材
の
表
面
水
率
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

／
日

以
上

○

そ の 他

計
量
設
備
の
計
量
精
度

　
水

：
±

1
％

以
内

セ
メ

ン
ト

：
±

1
％

以
内

骨
材

　
：

±
3
％

以
内

混
和

材
：

±
2
％

以
内

（
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
の

場
合

は
±

1
％

以
内

）
混

和
剤

：
±

3
％

以
内

工
事

開
始

前
、

工
事
中

１
回

／
6
ヶ

月
以

上
・

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。

○

そ の 他

ミ
キ
サ
の
練
混
ぜ
性
能
試
験

バ
ッ
チ
ミ
キ

サ
の

場
合

：
　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
の

モ
ル

タ
ル

量
の

偏
差

率
：

0
.
8
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

の
粗

骨
材

量
の

偏
差

率
：

5
％

以
下

　
圧

縮
強

度
の

偏
差

率
：

7
.
5
％

以
下

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

空
気

量
の

偏
差

率
：

1
0
％

以
下

　
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
（

ス
ラ

ン
プ

）
の

偏
差

率
：

1
5
％

以
下

工
事

開
始

前
及

び
工
事

中
１

回
／

年
以

上
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

○

連
続
ミ
キ
サ

の
場

合
：

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
-
I

5
0
2
-
2
0
1
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

○

施 工
そ の 他

ス
ラ
ン
プ
試
験

（
モ
ル
タ
ル
除
く
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5

㎝ ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5

㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
 
ご

と
に

1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
（

橋
台

、
橋

脚
、

杭
類

（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）

、
橋

梁
上

部
工

（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）

、
擁

壁
工

（
高

さ
1
m
以

上
）

、
函

渠
工

、
樋

門
、

樋
管

、
水

門
、

水
路

（
内

幅
2
.
0
m
以

上
）

、
護

岸
、

ダ
ム

及
び

堰
、

ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

工
種

及
び

特
記

仕
様

書
で

指
定

さ
れ

た
工

種
）

(
次

頁
に
続
く
)

製 造  ( J I S マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ー ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る

場 合 は 除 く )

必 須
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

1
9
　
現
場
吹
付
法

枠
工

施 工
必 須

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木
学
会
規

準
J
S
C
E
 
F
5
6
1
-

2
0
1
3

設
計

図
書

に
よ

る
1
回

6
本

　
吹

付
1
日

に
つ

き
1
回

行
う

。
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル
）

を
吹

付
け

、
現

場
で

7
日

間
及

び
2
8
日

間
放

置
後

、
φ

5
㎝

の
コ

ア
を

切
り

取
り

キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ
を

行
う

。
1
回

に
6
本

（
σ

7
…

3
本

、
σ

2
8
…

3
本
、

）
と

す
る

。

・
参

考
値

：
1
8
N
/
m
㎡

以
上

（
材

令
2
8
日

）
・

小
規

模
工

種
※

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

　
塩
化
物
総
量
規
制

「
コ
ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向
上
」

原
則

0
.
3
㎏

/
 
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
／

2
以
下

の
場

合
は

、
午

後
の

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
１

試
験

の
測

定
回

数
は

３
回

）
試

験
の

判
定

は
３

回
の

測
定

値
の

平
均

値
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。
・

骨
材

に
海

砂
を

使
用

す
る

場
合

は
、

「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」

（
J
S
C
E
-

C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

空
気
量
測
定

J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
％

（
許

容
差

）
・

荷
卸

し
時

1
回

／
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 
～

1
5
0
 

ご
と

に
1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

・
小

規
模

工
種

※
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
 

未
満

の
場

合
は

1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
定

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
工

種
当

た
り

の
総

使
用

量
が

5
0
 

以
上

の
場

合
は

、
5
0
 

ご
と

に
1
回

の
試

験
を

行
う

。

※
小

規
模

工
種

に
つ

い
て

は
、

ス
ラ

ン
プ

試
験

の
項

目
を

参
照

　
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
引
抜
き
試

験
参
考
資
料
「

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引
抜
試
験

」
に

よ
る

引
抜

き
耐

力
の

8
0
％

程
度

以
上

。
設

計
図

書
に

よ
る

。

　
コ
ア
に
よ
る
強
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

そ の 他

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
0
　
河
川
土
工

材 料
必 須

土
の
締
固
め
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

そ の 他

土
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

材 料
そ の 他

土
粒
子
の
密
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

土
の
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

土
の
一
軸
圧
縮
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

必
要

に
応

じ
て

。

土
の
三
軸
圧
縮
試
験

地
盤
材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

土
の
圧
密
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7

土
の
せ
ん
断
試
験

地
盤
材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

(
次

頁
に
続
く
)

土
の
透
水
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
0
　
河
川
土
工

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

最
大
粒
径
≦

5
3
㎜

：
砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
）

最
大
粒
径
＞

5
3
㎜

：
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5

突
砂
法

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
％

以
上

。
た

だ
し

、
上

記
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

飽
和

度
ま

た
は

空
気

間
隙

率
の

規
定

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
砂

質
土

（
2
5
％

≦
7
5
μ
m
ふ

る
い

通
過

分
＜

5
0
％

）
】

空
気

間
隙

率
V
a
が

V
a
≦

1
5
％

【
粘

性
土

（
5
0
％

≦
7
5
μ
m
ふ

る
い

通
過

分
）

】
飽

和
度

S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

ま
た

は
空

気
間

隙
率

V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

築
堤

は
、

1
,
0
0
0
m
3
に

1
回

の
割

合
、

ま
た

は
堤

体
延

長
2
0
m
に

3
回

の
割

合
の

内
、

測
定

頻
度

の
高

い
方

で
実

施
す

る
。

1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
平

均
値

で
判

定
を

行
う

。

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
職

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

ま
た
は
、

「
R
I
計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締
固
め
管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ
る
。

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
2
％

以
上

。
た

だ
し

、
上

記
に

よ
り

難
い

場
合

は
、

飽
和

度
ま

た
は

空
気

間
隙

率
の

規
定

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
砂

質
土

（
2
5
％

≦
7
5
μ
m
ふ

る
い

通
過

分
＜

5
0
％

）
】

空
気

間
隙

率
V
a
が

V
a
≦

1
5
％

【
粘

性
土

（
5
0
％

≦
7
5
μ
m
ふ

る
い

通
過

分
）

】
飽

和
度

S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

ま
た

は
空

気
間

隙
率

V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

(
以

下
｢
管

理
単

位
｣
)
に

分
割

し
て

管
理

単
位
ご

と
に

管
理

を
行

う
も

の
と

す
る

。
築

堤
は

、
1
日

の
1
層
あ

た
り

の
施

工
面

積
を

基
準

と
す

る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
m
2
を

標
準

と
し

、
1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
m
2
以

上
の

場
合

、
そ

の
施

工
面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以
下

に
示

す
。

・
5
0
0
m
2
未

満
：

5
点

・
5
0
0
m
2
以

上
1
0
0
0
m
2
未

満
：

1
0
点

・
1
0
0
0
m
2
以

上
2
0
0
0
m
2
未

満
：

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

職
員

と
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。

ま
た
は
、

「
T
S
・
G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の
締
固
め
管

理
要

領
」

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
。

２
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
３

．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

そ の 他

土
の
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

コ
ー
ン
指
数
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
1
]
-
2
1
6

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ
ィ

が
悪

い
と

き
。

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
1
　
道
路
土
工

材 料
土
の
締
固
め
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

（
材

料
が

岩
砕

の
場

合
は

除
く

）
。

た
だ

し
、

法
面

、
路
肩

部
の

土
量

は
除

く
。

　

　
C
B
R
試
験

（
路
床
）

J
I
S
 
A
 
1
2
1
1

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
（

材
料

が
岩

砕
の

場
合

は
除

く
）

　

　

　
土
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
　

　

　
土
粒
子
の
密
度
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

　
　

(
次

頁
に
続
く
)

土
の
含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

　

　

そ の 他必 須

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
1
　
道
路
土
工

土
の
液
性
限
界
・
塑
性
限
界

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

　
　

　
土
の
一
軸
圧
縮
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

　
　

　
土
の
三
軸
圧
縮
試
験

地
盤
材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

　
　

　
土
の
圧
密
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7

　
　

　
土
の
せ
ん
断
試
験

地
盤
材
料

試
験

の
方

法
と

解
説

　
　

土
の
透
水
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

　
　

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

最
大
粒
径
≦

5
3
㎜

：
砂
置
換
法
（

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

最
大
粒
径
＞

5
3
㎜

：
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
1
8
5

突
砂
法

【
砂

質
土

】
・

路
体

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
最

大
乾

燥
密

度
の

9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
。

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
最

大
乾

燥
密

度
の

9
5
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
0
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
た

だ
し

、
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。

【
粘

性
土

】
・

路
体

：
自

然
含

水
比

ま
た

は
ト

ラ
フ

ィ
カ

ビ
リ

テ
ィ

ー
が

確
保

で
き

る
含

水
比

に
お

い
て

、
空

気
間

隙
率

V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

1
0
％

ま
た

は
飽

和
度

S
r
が

8
5
％

≦
S
r
≦

9
5
％

。
・

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、

空
気

間
隙

率
V
a
が

2
％

≦
V
a
≦

8
％

た
だ

し
、

締
固

め
管

理
が

可
能

な
場

合
は

、
砂

質
土

の
基

準
を

適
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

そ
の

他
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

路
体

の
場

合
、

1
,
0
0
0
 
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
5
,
0
0
0
 

未
満

の
工

事
は

、
1

工
事

当
た

り
3
回

以
上

。
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

の
場

合
、

5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 

未
満

の
工

事
は

1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。
1
回

の
試

験
に

つ
き

3
孔

で
測

定
し

、
3
孔

の
最

低
値

で
判

定
を

行
う

。

　

(
次

頁
に
続
く
)

そ の 他

品質管理基準及び規格値

材 料

3-43



工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
1
　
道
路
土
工

施 工
必 須

現
場
密
度
の
測
定

※
右
記
試
験
方
法
（
3
種

類
）
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す

る
。

ま
た
は
、

「
R
I
計
器

を
用

い
た

盛
土

の
締
固
め
管
理

要
領

（
案

）
」

に
よ
る
。

【
砂

質
土

】
・

路
体

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
2
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
。

・
路

床
及

び
構

造
物

取
付

け
部

：
次

の
密

度
へ

の
締

固
め

が
可

能
な

範
囲

の
含

水
比

に
お

い
て

、
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
7
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

A
・

B
法

）
も

し
く

は
9
2
％

以
上

（
締

固
め

試
験

（
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
）

C
・

D
・

E
法

）
。

た
だ

し
、

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
C
・

D
・

E
法

で
の

管
理

は
、

標
準

の
施

工
仕

様
よ

り
も

締
固

め
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
大

き
な

転
圧

方
法

（
例

え
ば

、
標

準
よ

り
も

転
圧

力
の

大
き

な
機

械
を

使
用

す
る

場
合

や
１

層
あ

た
り

の
仕

上
り

厚
を

薄
く

す
る

場
合

）
に

適
用

す
る

。
【

粘
性

土
】

・
路

体
、

路
床

及
び

構
造

物
取

付
け

部
：

自
然

含
水

比
ま

た
は

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
ー

が
確

保
で

き
る

含
水

比
に

お
い

て
、

1
管

理
単

位
の

現
場

空
気

間
隙

率
の

平
均

値
が

8
％

以
下

。
た

だ
し

、
締

固
め

管
理

が
可

能
な

場
合

は
、

砂
質

土
の

基
準

を
適

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

盛
土

を
管

理
す

る
単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
)

に
分

割
し

て
管

理
単
位

ご
と

に
管

理
を

行
う

も
の

と
す

る
。

路
体

・
路

床
と

も
、
1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る
。

管
理

単
位

の
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割
す

る
も

の
と

す
る

。
1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

を
以

下
に

示
す

。
・

5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

1
0
0
0
㎡

未
満

：
1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

2
0
0
0
㎡

未
満

：
1
5
点

　

ま
た
は
、

「
T
S
・
G
N
S
S
を

用
い

た
盛

土
の
締
固
め
管

理
要

領
」

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。

１
．

盛
土

を
管

理
す
る

単
位

（
以

下
「

管
理

単
位

」
）

に
分

割
し

て
管

理
単

位
ご

と
に

管
理

を
行

う
。

２
．

１
日

の
施

工
が
複

数
層

に
及

ぶ
場

合
で

も
１

管
理

単
位

を
複

数
層

に
ま

た
が

ら
せ

る
こ

と
は

し
な

い
も

の
と

す
る

。
３

．
土

取
り

場
の

状
況

や
土

質
状

況
が

変
わ

る
場

合
に

は
、

新
規

の
管

理
単

位
と

し
て

取
り

扱
う

も
の

と
す

る
。

　
プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
4
]
-
2
1
0

路
床

仕
上

げ
後

全
幅
、

全
区

間
に

つ
い

て
実

施
す

る
。

 
た

だ
し

、
現

道
打

換
工

事
、

仮
設

用
道

路
維

持
工

事
は

除
く
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

(
次

頁
に
続
く
)

そ の 他

平
板
載
荷
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　
各

車
線

ご
と

に
延

長
4
0
m
に

つ
い

て
1
箇

所
の

割
で

行
う

。
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。

　

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
1
　
道
路
土
工

材 料
そ の 他

現
場
C
B
R
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

設
計

図
書

に
よ

る
。

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
い

て
1
回

の
割

で
行

う
。

　

含
水
比
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

路
体

の
場

合
、

1
,
0
0
0
 
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
5
,
0
0
0
 

未
満

の
工

事
は

、
1

工
事

当
た

り
3
回

以
上

。
路

床
の

場
合

、
5
0
0
 
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
た

だ
し

、
1
,
5
0
0
 
未

満
の

工
事

は
1
工

事
当

た
り

3
回

以
上

。

　

施 工
そ の 他

コ
ー
ン
指
数
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
1
]
-
2
1
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

必
要

に
応

じ
て

実
施

。
（

例
）

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

時
　

　
た
わ
み
量

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
1
]
-
2
2
7

（
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｹ
ﾞ
ﾙ
ﾏ
ﾝ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾑ
）

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン
グ

で
の

不
良

箇
所

に
つ

い
て

実
施

　

2
2
　
排
水
性
舗
装

工
・

透
水
性
舗
装

工

材 料
必 須

骨
材
の
ふ
る
い
分
け
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

「
舗

装
施

工
便

覧
参

照
」

3
-
3
-
2
(
3
)
に

よ
る

。
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

骨
材
の
密
度
及
び
吸
水
率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

砕
石

・
玉

砕
、

製
鋼

ス
ラ

グ
（

S
S
）

　
 
表

乾
比

重
：

2
.
4
5
以

上
　

 
吸

水
率

　
：

3
.
0
％

以
下

○

　
骨
材
中
の
粘
土
塊
量
の
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0
.
2
5
％

以
下

○

　
粗
骨
材
の
形
状
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
2
]
-
4
5

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
1
0
％

以
下

○

　
フ
ィ
ラ
ー
の
粒
度
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

「
舗

装
施

工
便

覧
参

照
」

3
-
3
-
2
(
4
)
に

よ
る

。
○

(
次

頁
に
続
く
)

フ
ィ
ラ
ー
の
水
分
試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

1
％

以
下

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
2
　
排
水
性
舗
装

工
・

透
水
性
舗
装

工

材 料
そ の 他

フ
ィ
ラ
ー
の
塑
性
指
数
試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

4
以

下
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時 ・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
フ
ィ
ラ
ー
の
フ
ロ
ー
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
6
5

5
0
％

以
下

○

　
製
鋼
ス
ラ
グ
の
水
浸
膨
張
性

試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
7
7

水
浸

膨
張

比
：

2
.
0
％

以
下

○

　
粗
骨
材
の
す
り
へ
り
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

砕
石

・
玉

砕
、

製
鋼

ス
ラ

グ
（

S
S
）

：
3
0
％

以
下

○

　
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
骨

材
の
安
定
性
試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

損
失

量
：

1
2
％

以
下

○

針
入
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

4
0
(
1
／

1
0
m
m
）

以
上

○

軟
化
点
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

8
0
.
0
℃

以
上

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時 ・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
施

工
前

○

　
伸
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

5
0
c
m
以

上
（

1
5
℃

）
○

　
引
火
点
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
1

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
2

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
3

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
4

2
6
0
℃

以
上

○

　
薄
膜
加
熱
質
量
変
化
率

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

0
.
6
％

以
下

○

　
薄
膜
加
熱
針
入
度
残
留
率

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

6
5
％

以
上

○

　
タ
フ
ネ
ス
・
テ
ナ
シ
テ
ィ
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
2
4
4

タ
フ

ネ
ス

：
2
0
N
・

m
○

(
次

頁
に
続
く
)

密
度
試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
2
　
排
水
性
舗
装

工
・

透
水
性
舗
装

工

粒
度
（
2
.
3
6
m
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
％

以
内

基
準

粒
度

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
ま

た
は

抽
出

・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

・
中

規
模

以
上

の
工

事
と

は
、

管
理

図
を

描
い

た
上

で
の

管
理

が
可

能
な

工
事

を
い

い
、

舗
装

施
工

面
積

が
1
0
,
0
0
0
㎡

あ
る

い
は

使
用

す
る

基
層

及
び

表
層

用
混

合
物

の
総

使
用

量
が

3
,
0
0
0
t

以
上

の
場

合
が

該
当

す
る

。
・

小
規

模
工

事
と

は
、

上
記

以
外

の
場

合
が

該
当

す
る

。

○

　
粒
度
（
7
5
μ
m
フ
ル
イ
）

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
2
]
-
1
4

7
5
μ
m
ふ

る
い

：
±

5
％

以
内

基
準

粒
度

・
中

規
模

以
上

の
工
事

：
定

期
的

ま
た

は
随

時
。

・
小

規
模

以
下

の
工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

印
字

記
録

の
場

合
：
全

数
ま

た
は

抽
出

・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

／
日

○

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
量
抽
出
粒
度

分
析
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
4
]
-
2
3
8

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
％

以
内

○

　
温
度
測
定
（
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
骨
材
・
混
合
物
）

温
度
計
に
よ

る
。

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

随
時

○

水
浸
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
試
験

舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
3
]
-
5
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
剥

離
性

の
確

認
○

　
ホ
イ
ー
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
試

験
舗
装
調
査
・

試
験

法
便

覧
[
3
]
-
3
9

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認
○

　
ラ
ベ
リ
ン
グ
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
1
7

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
摩

耗
性

の
確

認
○

　
カ
ン
タ
ブ
ロ
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
1
1
1

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

骨
材

飛
散

抵
抗

性
の

確
認

○

　
必 須

温
度
測
定
（
初
転
圧
前
）

温
度
計
に
よ

る
。

1
4
0
～

1
6
0
℃

随
時

測
定

値
の

記
録

は
、

1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2

回
）

　

(
次

頁
に
続
く
)

現
場
透
水
試
験

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
1
]
-
1
2
2

X
1
0
 
 
 
1
,
0
0
0
m
L
/
1
5
s
e
c
以

上

X
1
0
 
 
　

3
0
0
m
L
/
1
5
s
e
c
以

上
（

歩
道

箇
所

）

1
,
0
0
0
㎡

ご
と

。

　

プ ラ ン ト

必 須 そ の 他
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
2
　
排
水
性
舗
装

工
・

透
水
性
舗
装

工

舗 設 現 場

必 須
現
場
密
度
の
測
定

舗
装
調
査

・
試

験
法

便
覧

[
3
]
-
9
7

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

。
X
1
0
　

9
6
％

以
上

X
6
 
　

9
6
％

以
上

X
3
 
　

9
6
.
5
％

以
上

歩
道

箇
所

：
設

計
図

書
に

よ
る

・
締

固
め

度
は

、
個
々

の
測

定
値

が
基

準
密

度
の

9
4
％

以
上

を
満

足
す

る
も

の
と

し
、

か
つ

平
均

値
に

つ
い

て
以

下
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
。

・
締

固
め

度
は

、
1
0
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
1
0

が
規

格
値

を
満

足
す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
1
0
個

の
測

定
値

が
得
が

た
い

場
合

は
3
個

の
測

定
値

の
平

均
値

X
3
が

規
格

値
を

満
足

す
る

も
の

と
す

る
が

、
X
3
が

規
格
値

を
は

ず
れ

た
場

合
は

、
さ

ら
に

3
個

の
デ

ー
タ

を
加

え
た

平
均

値
X
6
が

規
格

値
を

満
足

し
て

い
れ

ば
よ

い
。

・
1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
0
,
0
0
0
㎡

以
下

を
1
ロ

ッ
ト

と
し

、
1
ロ

ッ
ト

あ
た

り
1
0
個

（
1
0
孔

）
で

測
定

す
る

。

（
例

）
　

3
,
0
0
1
～

1
0
,
0
0
0
㎡

：
1
0
個

　
1
0
,
0
0
1
㎡

以
上

の
場

合
、

1
0
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
1
0
個

追
加

し
、

測
定
箇

所
が

均
等

に
な

る
よ

う
に

設
定

す
る

こ
と

。
　

例
え

ば
1
2
,
0
0
0
㎡
の

場
合

：
6
,
0
0
0
㎡

／
1

ロ
ッ

ト
ご

と
に

1
0
個
、

合
計

2
0
個

　
な

お
、

1
工

事
あ

た
り

3
,
0
0
0
㎡

以
下

の
場

合
（

維
持

工
事

を
除

く
）

は
、

1
工

事
あ

た
り

3
個

（
3
孔

）
以

上
で

測
定

す
る

。
・

1
0
0
㎡

未
満

の
工

事
は

除
く

。

　

　
外
観
検
査
（
混
合
物
）

目
視

　
随

時
　

　

2
3
　
ガ
ス
切
断
工

表
面
粗
さ

目
視

主
要

部
材

の
最

大
表

面
粗

さ
　

5
0
μ

m
以

下
二

次
部

材
の

最
大

表
面

粗
さ

　
1
0
0
μ
m
以

下
（

た
だ

し
、

切
削

に
よ

る
場

合
は

5
0
μ
m
以

下
）

最
大

表
面

粗
さ

と
は

、
J
I
S
 
B
 
0
6
0
1
（

2
0
1
3
）

に
規

定
す

る
最

大
高

さ
粗

さ
R
Z
と

す
る

。

ノ
ッ
チ
深
さ

・
目
視

・
計
測

主
要

部
材

：
ノ

ッ
チ

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
二

次
部

材
：

1
m
m
以

下
ノ

ッ
チ

深
さ

と
は

、
ノ

ッ
チ

上
縁

か
ら

谷
ま

で
の

深
さ

を
示

す
。

ス
ラ
グ

目
視

塊
状

の
ス

ラ
グ

が
点

在
し

、
付

着
し

て
い

る
が

、
痕

跡
を

残
さ

ず
容

易
に

は
く

離
す

る
も

の
。

上
縁
の
溶
け

わ
ず

か
に

丸
み

を
お

び
て

い
る

が
、

滑
ら

か
な

状
態

の
も

の
。

平
面
度

目
視

設
計

図
書

に
よ

る
（

日
本

溶
接

協
会

規
格

「
ガ

ス
切

断
面

の
品

質
基

準
」

に
基

づ
く

）

ベ
ベ
ル
精
度

計
測
器
に
よ

る
計

測

真
直
度

施 工
必 須 そ の 他

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
4
　
溶
接
工

施 工
必 須

引
張
試
験
：
開
先
溶
接

J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1

引
張

強
さ

が
母

材
の

規
格

値
以

上
。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
2
1
　

1
号

試
験

片
の

個
数

：
2

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

図
-
1
8
.
4
.
1
開

先
溶

接
試

験
溶

接
方

法
に

よ
る

。
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○

型
曲
げ
試
験
（
1
9
m
m
未
満
裏

曲
げ
）
（
1
9
m
m
以
上
側
曲

げ
）
：
開
先
溶
接

J
I
S
 
Z
 
3
1
2
2

亀
裂

が
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

亀
裂

の
発

生
原

因
が

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

ま
た

は
ス

ラ
グ

巻
き

込
み

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

、
か

つ
、

亀
裂

の
長

さ
が

3
m
m
以

下
の

場
合

は
許

容
す

る
も

の
と

す
る

。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
2
2

試
験

片
の

個
数

：
2

○

衝
撃
試
験
：
開
先
溶
接

J
I
S
 
Z
 
2
2
4
2

溶
接

金
属

及
び

溶
接

熱
影

響
部

で
母

材
の

要
求

値
以

上
（

そ
れ

ぞ
れ

の
3
個

の
平

均
値

）
。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
2
　

V
ノ

ッ
チ

試
験

片
の

採
取

位
置
：

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

　
図

-
1
8
.
4
.
2
衝

撃
試

験
片

試
験

片
の

個
数

：
各
部

位
に

つ
き

3

○

(
次
頁
に
続
く
)

マ
ク
ロ
試
験
：
開
先
溶
接

J
I
S
 
G
 
0
5
5
3
に

準
じ

る
。

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

個
数

：
1

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
4
　
溶
接
工

施 工
必 須

非
破
壊
試
験
：
開
先
溶
接

「
日
本
道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書
・
同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
6
外

部
き

ず
検

査
1
8
.
4
.
7
内

部
き

ず
検

査
の

規
定
に
よ
る

同
左

試
験

片
の

個
数

：
試
験

片
継

手
全

長
・

溶
接

方
法

は
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編
1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

図
-
1
8
.
4
.
1
開

先
溶

接
試

験
溶

接
方

法
に

よ
る

。
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

（
非

破
壊

試
験

を
行

う
者

の
資

格
）

・
磁

粉
探

傷
試

験
ま

た
は

浸
透

探
傷

試
験

を
行

う
者

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
試

験
の

種
類

に
対

応
し

た
J
I
S
 
Z
 
2
3
0
5
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

を
有

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

・
超

音
波

自
動

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
3
の

資
格

と
す

る
。

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

○

マ
ク
ロ
試
験
：
す
み
肉
溶
接

J
I
S
 
G
 
0
5
5
3
に

準
じ

る
。

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

形
状

：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

　
図

-
1
8
.
4
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
試

験
片

の
個

数
：

1

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

図
-
1
8
.
4
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
に

よ
る

。
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○

引
張
試
験
：
ス
タ
ッ
ド
溶
接

J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1

降
伏

点
は

 
2
3
5
N
/
m
㎡

以
上

、
引

張
強

さ
は

 
4
0
0

～
5
5
0
N
/
m
㎡

、
伸

び
は

2
0
％

以
上

と
す

る
。

た
だ

し
溶

接
で

切
れ

て
は

い
け

な
い

。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
B
 
1
1
9
8

試
験

片
の

個
数

：
3

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

溶
接

施
工

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○

(
次
頁
に
続
く
)

曲
げ
試
験
：
ス
タ
ッ
ド
溶
接

J
I
S
 
Z
 
3
1
4
5

溶
接

部
に

亀
裂

を
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
4
5

試
験

片
の

個
数

：
3

○

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
4
　
溶
接
工

施 工
必 須

突
合
せ
継
手
の
内
部
欠
陥
に

対
す
る
検
査

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0

試
験

で
検

出
さ

れ
た

き
ず

寸
法

は
、

設
計

上
許

容
さ

れ
る

寸
法

以
下

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

寸
法

に
よ

ら
ず

表
面

に
開

口
し

た
割

れ
等

の
面

状
き

ず
は

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
な

お
、

放
射

線
透

過
試

験
に

よ
る

場
合

に
お

い
て

、
板

厚
が

2
5
m
m
以

下
の

試
験

の
結

果
に

つ
い

て
は

、
以

下
を

満
た

す
場

合
に

は
合

格
と

し
て

よ
い

。
・

引
張

応
力

を
受

け
る

溶
接

部
は

、
J
I
S
 
Z

3
1
0
4
附

属
書

4
（

透
過

写
真

に
よ

る
き

ず
の

像
の

分
類

方
法

）
に

示
す

2
類

以
上

と
す

る
。

・
圧

縮
応

力
を

受
け

る
溶

接
部

は
、

J
I
S
 
Z

3
1
0
4
附

属
書

4
（

透
過

写
真

に
よ

る
き

ず
の

像
の

分
類

方
法

）
に

示
す

3
類

以
上

と
す

る
。

放
射

線
透

過
試

験
の
場

合
は

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
に

よ
る

。
超

音
波

探
傷

試
験

（
手

探
傷

）
の

場
合

は
J
I
S
 
Z

3
0
6
0
に

よ
る

。

・
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編
 
表

-
解

1
8
.
4
.
5
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

上
で

の
内

部
き

ず
寸

法
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

表
-
解

1
8
.
4
.
5

に
示

さ
れ

て
い

な
い

継
手

の
内

部
き

ず
寸

法
の

許
容

値
は

、
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

が
参

考
に

で
き

る
。

（
非

破
壊

試
験

を
行

う
者

の
資

格
）

・
放

射
線

透
過

試
験

を
行

う
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

・
超

音
波

自
動

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
3
の

資
格

と
す

る
。

・
手

探
傷

に
よ

る
超

音
波

探
傷

試
験

を
行

う
場

合
は

、
超

音
波

探
傷

試
験

に
お

け
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

と
す

る
。

○

外
観
検
査
（
割
れ
）

・
目
視

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
検

査
体

制
、

検
査

方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

目
視

検
査

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。

た
だ

し
、

疑
わ

し
い

場
合

は
、

磁
粉

探
傷

試
験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

用
い

る

磁
粉

探
傷

試
験

ま
た

は
浸

透
探

傷
試

験
を

行
う

者
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

試
験

の
種

類
に

対
応

し
た

J
I
S
 
Z
 
2
3
0
5
（

非
破

壊
試

験
－

技
術

者
の

資
格

及
び

認
証

）
に

規
定

す
る

レ
ベ

ル
2
以

上
の

資
格

を
有

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

外
観
形
状
検
査
（
ビ
ー
ド
表

面
の
ピ
ッ
ト
）

・
目
視
及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計
測

主
要

部
材

の
突

合
せ

継
手

及
び

断
面

を
構

成
す

る
Ｔ

継
手

、
角

継
手

に
は

、
ビ

ー
ド

表
面

に
ピ

ッ
ト

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

そ
の

他
の

す
み

肉
溶

接
及

び
部

分
溶

込
み

開
先

溶
接

に
は

、
1

継
手

に
つ

き
３

個
ま

た
は

継
手

長
さ

1
m
に

つ
き

3
個

ま
で

を
許

容
す

る
。

た
だ

し
、

ピ
ッ

ト
の

大
き

さ
が

1
m
m
以

下
の

場
合

は
、

3
個

を
1
個

と
し

て
計

算
す

る
。

検
査

体
制

、
検

査
方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。

目
視

は
全

延
長
実

施
す

る
。

外
観
形
状
検
査
（
ビ
ー
ド
表

面
の
凹
凸
）

ビ
ー

ド
表

面
の

凹
凸

は
、

ビ
ー

ド
長

さ
2
5
m
m
の

範
囲

で
3
m
m
以

下
。

　

外
観
形
状
検
査
（
ア
ン
ダ
ー

カ
ッ
ト
）

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
6
外

部
き

ず
検

査
の

規
定

に
よ

る

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

 
表

-
解

1
8
.
4
.
4
に

各
継

手
の

強
度

等
級

を
満

た
す

う
え

で
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
が

示
さ

れ
て

い
る

。
表

-
解

1
8
.
4
.
4
に

示
さ

れ
て

い
な

い
継

手
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
の

許
容

値
は

、
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

が
参

考
に

で
き

る
。

(
次
頁
に
続
く
)

外
観
検
査
（
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
）

・
目
視

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
検

査
体

制
、

検
査

方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

目
視

検
査

す
る

。
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
4
　
溶
接
工

施 工
必 須

外
観
形
状
検
査
（
す
み
肉
溶

接
サ
イ
ズ
）

・
目
視
及
び

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計
測

す
み

肉
溶

接
の

サ
イ

ズ
及

び
の

ど
厚

は
、

指
定

す
み

肉
サ

イ
ズ

及
び

の
ど

厚
を

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

だ
だ

し
、

１
溶

接
線

の
両

端
各

5
0
m
m
を

除
く

部
分

で
は

、
溶

接
長

さ
の

1
0
％

ま
で

の
範

囲
で

、
サ

イ
ズ

及
び

の
ど

厚
と

も
に

－
1
.
0
m
m
の

誤
差

を
認

め
る

。

検
査

体
制

、
検

査
方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

、
目

視
確

認
に

よ
り

疑
わ

し
い

箇
所

を
測

定
す

る
。

目
視

は
全

延
長
実

施
す

る
。

　

外
観
形
状
検
査
（
余
盛
高

さ
）

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
特

に
仕

上
げ

の
指

定
の

な
い

開
先

溶
接

は
，

以
下

に
示

す
範

囲
内

の
余

盛
り

は
仕

上
げ

な
く

て
よ

い
。

余
盛

高
さ

が
以

下
に

示
す

値
を

超
え

る
場

合
は

、
ビ

ー
ド

形
状

、
特

に
止

端
部

を
滑

ら
か

に
仕

上
げ

る
も

の
と

す
る

。

ビ
ー

ド
幅

(
B
[
m
m
]
)
余

盛
高

さ
(
h
[
m
m
]
)

　
 
B
＜

1
5
　

 
：

　
　

h
≦

3
 
1
5
≦

B
＜

2
5
 
：

　
　

h
≦

4
 
 
2
5
≦

B
　

　
：

 
 
h
≦

（
4
／

2
5
）

・
B

　

外
観
形
状
検
査
（
ア
ー
ク
ス

タ
ッ
ド
）

・
余

盛
り

形
状

の
不

整
：

余
盛

り
は

全
周

に
わ

た
り

包
囲

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

な
お

、
余

盛
り

は
高

さ
1
m
m
、

幅
0
.
5
m
m
以

上
・

ク
ラ

ッ
ク

及
び

ス
ラ

グ
巻

込
み

：
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

・
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

：
す

る
ど

い
切

欠
状

の
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

仕
上

げ
量

が
０

.
5
m
m
以

内
に

納
ま

る
も

の
は

仕
上

げ
て

合
格

と
す

る
。

・
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

の
仕

上
り

高
さ

：
（

設
計

値
±

2
m
m
）

を
超

え
て

は
な

ら
な

い
。

　

　
そ の 他

ハ
ン
マ
ー
打
撃
試
験

ハ
ン
マ
ー

打
撃

割
れ

等
の

欠
陥

を
生

じ
な

い
も

の
を

合
格

。
外

観
検

査
の

結
果

が
不

合
格

と
な

っ
た

ス
タ

ッ
ド

ジ
ベ

ル
に

つ
い

て
全

数
。

外
観

検
査

の
結

果
が
合

格
の

ス
タ

ッ
ド

ジ
ベ

ル
の

中
か

ら
１

％
に

つ
い

て
抜

取
り

曲
げ

検
査

を
行

な
う

も
の

と
す

る
。

・
余

盛
が

包
囲

し
て

い
な

い
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

は
、

そ
の

方
向

と
反

対
の

1
5
°

の
角

度
ま

で
曲

げ
る

も
の

と
す

る
。

・
1
5
°

曲
げ

て
も

欠
陥

の
生

じ
な

い
も

の
は

、
元

に
戻

す
こ

と
な

く
、

曲
げ

た
ま

ま
に

し
て

お
く

も
の

と
す

る
。

　

2
5
　
配
管
（
水

道
）

水 圧 試 験

必 須
管
路
水
圧
試
験

管
内
に
充

水
し

所
定

の
水

圧
を
負
荷
し
、

一
定

時
間

保
持

し
て
こ
の
間

の
圧

力
変

化
を

測
定

管
路

に
漏

水
等

異
常

が
な

く
、

急
激

な
圧

力
降

下
が

生
じ

な
い

こ
と

。
管

路
工

事
完

了
時

監
督

員
が

必
要

と
認

め
た

場
合

原
則

と
し

て
監

督
員

の
立

会
い

の
も

と
実

施

継
手
部
水
圧
試
験

試
験
水
圧

0
.
5
M
P
a
程

度
で

5
分
保
持
し
て

こ
の

間
の

圧
力

変
化
を
測
定

0
.
4
M
P
a
異

常
保

持
φ

9
0
0
m
m
以

上
の

直
管
継

手
1
0
箇

所
ご

と
に

１
箇

所
以

上
及

び
呼

び
径
8
0
0
m
m
以

上
の

推
進

管
継

手
の

全
部

に
つ

い
て

実
施

　

2
6
　
配
管
（
水

道
）

管 の 接 合

必 須
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
継
手
部

接
合
検
査

目
視
及
び

ノ
ギ
ス
等
に

よ
る

計
測

・
各

継
手

部
所

定
の

寸
法

を
満

た
す

こ
と

。
・

ボ
ル

ト
の

締
め

付
け

ト
ル

ク
を

満
た

す
こ

と
。

す
べ

て
の

継
手

接
合
箇

所
に

つ
い

て
実

施
継

手
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
使

用

品質管理基準及び規格値
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工
　
種

種
別

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験

区
分

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
試
験
項
目

2
7
　
配
管
（
水

道
）

管 の 溶 接

必 須
放
射
線
透
過
試
験

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

J
I
S
 
Z
 
3
0
5
0

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
6

・
き

ず
の

分
類

に
お

い
て

３
類

以
上

・
内

面
へ

こ
み

は
、

そ
の

部
分

の
透

過
写

真
濃

度
が

こ
れ

に
接

す
る

母
材

部
分

の
透

過
写

真
濃

度
を

超
え

な
い

こ
と

。
・

溶
落

ち
は

、
い

か
な

る
方

向
に

測
っ

た
寸

法
も

１
個

ご
と

に
6
m
m
又

は
管

の
肉

厚
の

い
ず

れ
か

小
さ

い
方

を
超

え
ず

、
試

験
部

の
有

効
長

さ
当

た
り

最
大

寸
法

の
合

計
長

さ
1
2
m
m
以

下
と

す
る

。

検
査

箇
所

数
は

、
縦
横

の
交

差
箇

所
を

含
め

１
リ

ン
グ

２
箇

所
W
S
P
0
0
8
参

照
監

督
員

の
指

示
で

検
査

箇
所

増
可

能

2
8
　
配
管
（
水

道
）

必 須
外
観
検
査

J
W
W
A
 
K
 
1
5
7

異
物

の
混

入
、

著
し

い
む

ら
及

び
塗

り
も

れ
な

ど
が

な
く

、
均

一
な

塗
膜

で
あ

る
こ

と
。

す
べ

て
の

塗
装

箇
所

工
場

等
で

塗
装

し
、

試
験

成
績

表
等

で
品

質
が

確
認

で
き

る
場

合
は

除
く

。

塗
膜
厚
測
定

J
W
W
A
 
K
 
1
5
7

0
.
4
m
m
以

上
（

プ
ラ

イ
マ

ー
を

含
む

。
）

監
督

員
の

指
示

し
た

箇
所

ピ
ン
ホ
ー
ル

J
W
W
A
 
K
 
1
5
7

ピ
ン

ホ
ー

ル
探

知
機

を
用

い
て

検
査

を
行

い
、

火
花

が
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
な

い
こ

と
。

す
べ

て
の

塗
装

箇
所

付
着
性
試
験

J
W
W
A
 
K
 
1
5
7

へ
ら

を
用

い
て

は
つ

り
、

容
易

に
は

が
れ

な
い

こ
と

。
監

督
員

の
指

示
し

た
箇

所

2
9
　
配
管
（
水

道
）

必 須
外
観
検
査

J
W
W
A
 
K
 
1
1
5

異
物

の
混

入
、

著
し

い
む

ら
及

び
塗

り
も

れ
な

ど
が

な
く

、
均

一
な

塗
膜

で
あ

る
こ

と
。

す
べ

て
の

被
膜

箇
所

工
場

等
で

塗
装

し
、

試
験

成
績

表
等

で
品

質
が

確
認

で
き

る
場

合
は

除
く

。

塗
膜
厚
測
定

J
W
W
A
 
K
 
1
1
5

0
.
3
m
m
以

上
す

べ
て

の
被

膜
箇

所

ピ
ン
ホ
ー
ル

J
W
W
A
 
K
 
1
1
5

ピ
ン

ホ
ー

ル
探

知
機

を
用

い
て

検
査

を
行

い
、

火
花

が
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
な

い
こ

と
。

す
べ

て
の

被
膜

箇
所

付
着
性
試
験

J
W
W
A
 
K
 
1
1
5

へ
ら

を
用

い
て

は
つ

り
、

容
易

に
は

が
れ

な
い

こ
と

。
監

督
員

の
指

示
し

た
箇

所

3
0
　
配
管
（
水

道
）

必 須
外
観
検
査

J
W
W
A
 
K
 
1
5
3

・
焼

損
が

な
い

こ
と

。
・

有
害

な
欠

陥
と

な
る

め
く

れ
が

な
い

こ
と

。
・

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ー
ト

両
端

か
ら

5
0
m
m
以

内
に

膨
れ

が
な

い
こ

と
。

・
工

場
塗

装
部

と
の

重
ね

長
さ

は
5
0
m
m
以

上
・

耐
衝

撃
シ

ー
ト

に
つ

い
て

は
、

有
害

な
き

ず
が

な
く

、
テ

ー
プ

又
は

固
定

バ
ン

ド
で

確
実

に
固

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

。

す
べ

て
の

被
膜

箇
所

　

塗
膜
厚
測
定

J
W
W
A
 
K
 
1
5
3

加
熱

収
縮

後
の

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ー
ト

の
厚

さ
は

、
1
.
5
m
m
以

上
す

べ
て

の
被

膜
箇

所
　

ピ
ン
ホ
ー
ル

J
W
W
A
 
K
 
1
5
3

ピ
ン

ホ
ー

ル
探

知
機

を
用

い
て

検
査

を
行

い
、

火
花

が
発

生
す

る
よ

う
な

欠
陥

が
な

い
こ

と
。

す
べ

て
の

被
膜

箇
所

　

内 面 塗 装

（ 無 溶 剤 形 エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ）

外 面 塗 装

（ タ ー ル エ ポ キ シ 樹 脂 塗 料 ）

品質管理基準及び規格値
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外
観

目
視

形
状
・
寸
法

（
カ
ラ
ー
及
び
ゴ
ム
輪
を
含

む
）

J
S
W
A
S
 
A
-
1

外
圧
強
さ

水
蜜
性

必 須
外
観
・
形
状

目
視

寸
法

J
S
W
A
S
 
K
-
1

引
張
試
験

扁
平
試
験

負
圧
試
験

耐
薬
品
性
試
験

ビ
カ
ッ
ト
軟
化

温
度
試
験

3
1
　

管
布
設
工

（
開

削
）

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ）

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

規
格

値

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

検
査

項
目

判
定

基
準

実
用

上
、

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

管
の

断
面

は
、

実
用

的
に

真
円

で
、

そ
の

両
端

面
は

管
軸

に
対

し
て

直
角

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

必 須

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ）

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

割
れ

割
れ

が
な

い
こ

と
。

管
の

強
さ

、
水

蜜
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

(
か

す
り

傷
程

度
の

も
の

は
差

し
支

え
な

い
)

工
　
種

種
別

　

○

(
1
)
外

観
検

査
は

全
数

に
つ

い
て

行
う

。

(
2
)
形

状
・

寸
法

及
び

外
圧

強
さ

、
水

蜜
性

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

　

○

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
扁

平
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
も

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

有
害

な
傷

ね
じ

れ
著

し
い

ね
じ

れ
が

な
い

こ
と

。
管

の
断

面
形

状

3
2
　

管
布
設
工

（
開

削
）

管
軸

方
向

の
ひ

び
割

れ
管

の
長

さ
方

向
で

管
長

の
1
/
4
以

上
(
短

管
及

び
異

形
管

の
場

合
は

1
/
3
以

上
)
に

わ
た

る
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
管

長
の

1
/
4
以

下
で

あ
っ

て
も

管
長

の
1
/
1
0
程

度
の

ひ
び

割
れ

が
複

数
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

こ
こ

で
、

ひ
び

割
れ

と
は

、
乾

燥
収

縮
に

伴
い

、
ご

く
表

面
上

に
発

生
す

る
ひ

び
割

れ
も

含
む

も
の

で
あ

り
、

直
線

性
の

も
の

を
指

す
。

な
お

、
か

め
の

甲
状

の
ひ

び
割

れ
は

差
し

支
え

な
い

。

管
周

方
向

の
ひ

び
割

れ
管

周
の

方
向

で
、

管
周

の
1
/
1
0
以

上
に

わ
た

る
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。

管
端

面
の

欠
損

管
端

面
の

平
面

積
が

3
%
以

上
が

欠
損

し
て

い
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

シ
ー

ル
材

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
の

欠
損

は
な

い
こ

と
。

実
用

上
の

真
っ

直
ぐ

品質管理基準及び規格値

検
査

項
目

判
断

基
準
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試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

規
格

値
工
　
種

種
別

必 須
外
観
・
形
状

目
視

寸
法

J
S
W
A
S
 
K
-
1

引
張
試
験

扁
平
試
験

負
圧
試
験

耐
薬
品
性
試
験

ビ
カ
ッ
ト
軟
化

温
度
試
験

必 須
外
観
・
形
状

目
視

寸
法

J
S
W
A
S
 
K
-
2

外
圧
試
験

耐
薬
品
性
試
験

耐
酸
試
験

水
蜜
試
験

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
扁

平
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

○

判
断

基
準

有
害

な
傷

　

○

検
査

項
目

3
4
　

管
布
設
工

（
開

削
）

管
の

断
面

形
状

実
用

上
の

実
用

上
、

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

真
っ

直
ぐ

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 リ ブ 付 き 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 ）

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

割
れ

割
れ

が
な

い
こ

と
。

ね
じ

れ
著

し
い

ね
じ

れ
が

な
い

こ
と

。

3
3
　

管
布
設
工

（
開

削
）

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
も

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

検
査

項
目

判
断

基
準

有
害

な
傷

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 複 合 管 ）

管
の

強
さ

、
水

蜜
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

(
か

す
り

傷
程

度
の

も
の

は
差

し
支

え
な

い
)

管
の

断
面

は
、

実
用

的
に

真
円

で
、

そ
の

両
端

面
は

管
軸

に
対

し
て

直
角

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
も

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

管
の

強
さ

、
水

蜜
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

管
の

断
面

は
、

実
用

的
に

真
円

で
、

そ
の

両
端

面
は

管
軸

に
対

し
て

直
角

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

品質管理基準及び規格値

管
の

断
面

形
状

実
用

上
の

実
用

上
、

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

真
っ

直
ぐ

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
扁

平
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。
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試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

規
格

値
工
　
種

種
別

必 須
目
視

外
圧
試
験

J
S
W
A
S
 
K
-
1
1

水
蜜
性
試
験

耐
酸
性
試
験

吸
水
性
試
験

管
周

の
方

向
で

、
管

周
の

1
/
1
0
以

上
に

わ
た

る
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。

管
端

面
の

平
面

積
が

3
%
以

上
が

欠
損

し
て

い
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

シ
ー

ル
材

に
係

る
部

分
に

つ
い

て
の

欠
損

は
な

い
こ

と
。

管
周

方
向

の
ひ

び
割

れ

管
端

面
の

欠
損

　

○

検
査

項
目

判
断

基
準

外
観
、

形
状
及
び
寸
法

管
軸

方
向

の
ひ

び
割

れ
管

の
長

さ
方

向
で

管
長

の
1
/
4
以

上
(
短

管
及

び
異

形
管

の
場

合
は

1
/
3
以

上
)
に

わ
た

る
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
管

長
の

1
/
4
以

下
で

あ
っ

て
も

管
長

の
1
/
1
0
程

度
の

ひ
び

割
れ

が
複

数
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

こ
こ

で
、

ひ
び

割
れ

と
は

、
乾

燥
収

縮
に

伴
い

、
ご

く
表

面
上

に
発

生
す

る
ひ

び
割

れ
も

含
む

も
の

で
あ

り
、

直
線

性
の

も
の

を
指

す
。

な
お

、
か

め
の

甲
状

の
ひ

び
割

れ
は

差
し

支
え

な
い

。

3
5
　

管
布
設
工

（
開

削
）

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 レ ジ ン コ ン ク リ ー ト 管 ）

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
扁

平
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

品質管理基準及び規格値
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試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

規
格

値
工
　
種

種
別

必 須
目
視

形
状
・
寸
法

日
本
下
水
道

協
会

下
水

道
用

資
器
材
Ⅱ

類
の

規
定

に
よ

る
。

外
圧
強
さ

水
蜜
性

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

圧
縮
強
度

3
6
　

管
布
設
工

（
開

削
）

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
扁

平
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

　

○

端
面

の
欠

損
端

面
の

表
面

積
の

3
%
以

上
が

欠
損

し
て

い
な

い
こ

と
。

外
表

面
の

あ
ば

た
等

内
外

表
面

積
の

5
%
以

上
に

あ
ば

た
又

は
骨

材
の

露
出

が
な

い
こ

と
。

検
査

項
目

判
断

基
準

ひ
び

割
れ

有
効

長
の

1
/
4
(
有

効
長

が
1
5
0
0
m
m

及
び

1
0
0
0
m
m
の

場
合

は
、

1
/
3
以

上
)
に

わ
た

る
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
有

効
長

の
1
/
4
以

下
で

あ
っ

て
も

有
効

長
の

1
/
1
0
程

度
の

ひ
び

割
れ

が
複

数
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

こ
こ

で
、

ひ
び

割
れ

と
は

、
乾

燥
収

縮
に

伴
い

、
ご

く
表

面
上

に
発

生
す

る
ひ

び
割

れ
も

含
む

も
の

で
あ

り
、

直
線

性
の

も
の

を
指

す
。

な
お

、
か

め
の

甲
状

の
ひ

び
割

れ
は

差
し

支
え

な
い

。

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ）

外
観

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

品質管理基準及び規格値
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3
7
　

管
布
設
工

（
開

削
）

必 須

原
管

J
S
W
A
S
 
G
-
1

内
装

外
装

外
観

目
視

形
状
・
寸
法

J
S
W
A
S
 
G
-
1

原
管

ク
ラ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
圧
縮
強

度

湯
境

鋳
巣

完
成

管
モ

ル
タ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ 塗

装

工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

管 渠 材 料 （ 下 水 道 用 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 ）

(
1
)
外

観
検

査
は

全
数

に
つ

い
て

行
う

。

(
2
)
形

状
・

寸
法

及
び

外
圧

強
さ

、
水

蜜
性

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

○

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

品質管理基準及び規格値

検
査

項
目

判
定

基
準

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
こ

と
。

湯
境

が
な

い
こ

と
。

手
直

し
の

範
囲

か
ら

超
え

る
も

の
は

不
可

と
す

る
。

有
害

な
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。

管
の

受
け

口
内

部
に

モ
ル

タ
ル

が
付

着
し

て
い

な
い

こ
と

。

表
面

は
実

用
的

に
滑

ら
か

で
あ

る
こ

と
。

異
物

の
混

入
塗

り
む

ら
な

ど
が

な
く

、
均

一
な

塗
膜

で
あ

る
こ

と
。

3-58



工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

3
8
 
管

布
設
工
(
開

削
)

目
視

引
張
試
験

熱
安

定
性

試
験

3
9
 
管

布
設
工
(
開

削
)

目
視

原
管

実
用

的
に

真
っ

直
ぐ

完
成

管
塗

装
及

び
塗

膜
装

割
れ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

寸
法

J
S
W
A
S
 
K
-
1
4

引
張
試
験

耐
薬
品
性
試
験

環
境
応
力
き
裂
試
験

熱
間
内
圧

ク
リ
ー
プ
試
験

ピ
ー
リ
ン
グ
試
験

熱
安
定
性
試
験

融
着
部
相
溶
性
試
験

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
，

引
張

試
験

，
偏

平
試

験
，

水
圧

試
験

，
偏

平
負

圧
試

験
，

耐
薬

品
性

試
験

，
環

境
応

力
き

裂
試

験
，

熱
間

内
圧

ク
リ

ー
プ

試
験

，
ピ

ー
リ

ン
グ

試
験

，
熱

安
定

性
試

験
，

融
着

部
相

溶
性

試
験

及
び

耐
候

性
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

管
の

断
面

は
，

実
用

的
に

真
円

で
，

そ
の

両
端

面
は

管
軸

に
対

し
て

直
角

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

実
用

上
の

真
っ

直
ぐ

偏
平
試
験

○

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 ポ リ エ チ レ ン 管 )

必 須
外
観
・
形
状

滑
ら

か
さ

管
の

強
さ

，
水

密
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

有
害

な
傷

偏
平
負
圧
試
験

必 須

日
本
下
水

道
協

会
下

水
道

用
資

器
材

Ⅰ
類

の
規

定
に
よ
る

。
J
I
S
 
G
 
3
4
4
3

J
I
S
 
G
 
3
4
5
1

成
分
・
機
械
的
性
質

非
破
壊
又
は
水
圧

塗
装

実
用

上
，

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

ね
じ

れ
著

し
い

ね
じ

れ
が

な
い

こ
管

の
断

面
形

状

水
圧
試
験

判
定

基
準

検
査

項
目

割
れ

が
な

い
こ

と
。

耐
候
性
試
験

○

有
害

な
欠

陥 仕
上

良
好

実
用

的
に

両
端

面
は

管
軸

に
対

し
て

著
格

で
あ

る
こ

と
。

甚
だ

し
い

接
合

部
の

目
違

い
、

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
、

溶
接

ビ
ー

ト
の

不
整

が
な

い
こ

と
。

側
面

が
平

滑
に

仕
上

が
っ

て
い

る
こ

と
。

実
用

的
に

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

両
端

は
管

軸
に

対

管 渠 材 料 ( 鋼 管 )

外
観

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

形
状
・
寸
法

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

判
定

基
準

検
査

項
目

管
に

よ
く

密
着

し
、

実
用

上
平

滑
で

、
有

害
な

膨
れ

、
へ

こ
み

、
し

わ
、

た
れ

、
突

部
未

ぶ
つ

の
混

入
な

ど
が

な
い

こ
と

。
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工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

4
0
 
管

推
進
工

目
視

管 渠 材 料 ( 下 水 道 推 進 工 法 用 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 )

必 須
外
観
・
形
状

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

○

寸
法

(
カ
ラ
ー
及
び
ゴ
ム
輪
含
む
)

J
S
W
A
S
 
A
-
2
又

は
A
-
6

外
圧
強
さ

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

検
査

項
目

判
定

基
準

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度

管
周

の
方

向
で

、
管

周
1
/
1
0

以
上

に
わ

た
る

ひ
び

割
れ

が
な

い
こ

と
。

水
蜜
性

管
軸

方
向

の
ひ

び
割

れ
管

の
長

さ
方

向
で

管
長

の
1
/
4
以

上
(
短

管
及

び
異

形
管

の
場

合
は

1
/
3
以

上
)
に

わ
た

る
ひ

び
輪

江
が

な
い

こ
と

。
た

だ
し

、
管

長
の

1
/
4
以

下
で

あ
っ

て
も

管
長

の
1
/
1
0

程
度

の
ひ

び
割

れ
が

複
数

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
こ

こ
で

、
ひ

び
割

れ
と

は
、

乾
燥

収
縮

に
伴

い
、

ご
く

表
面

上
に

発
生

す
る

ひ
び

割
れ

も
含

む
も

の
で

あ
り

、
直

線
性

の
も

の
を

指
す

。
な

お
、

か
め

の
甲

状
の

ひ
び

割
れ

は
差

し
支

え
な

い
。

管
周

方
向

の
ひ

び
割

れ

管
端

面
の

欠
損

管
端

面
の

平
面

積
が

3
%
以

上
が

欠
損

し
て

い
な

い
こ

と
。

た
だ

し
、

シ
ー

ル
ド

材
に

係
る

部
分

に
つ

い
て

の
欠

損
は

な
い

こ
と

。
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工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

4
1
 
管

推
進
工

外
装

原
管

ク
ラ

ッ
ク

形
状
・

寸
法

J
S
W
A
S
 
G
-
1

湯
境

鋳
巣

完
成

管

4
2
 
管

推
進
工

目
視

原
管

実
用

的
に

真
っ

直
ぐ

完
成

管
塗

装
及

び
塗

膜
装

○

検
査

項
目

判
定

基
準

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
こ

と
。

管 渠 材 料 ( 下 水 道 推 進 工 法 用 ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 )

必 須
原
管

内
装

J
S
W
A
S
 
G
-
1

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

外
観

目
視

湯
境

が
な

い
こ

と
。

手
直

し
の

範
囲

か
ら

超
え

る
も

の
は

不
可

と
す

る
。

管 渠 材 料 ( 鋼 管 )

必 須
外
観

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

管
に

よ
く

密
着

し
、

実
用

上
平

滑
で

、
有

害
な

膨
れ

、
へ

こ
み

、
し

わ
、

た
れ

、
突

部
未

ぶ
つ

の
混

入
な

ど
が

な
い

こ
と

。

モ
ル

タ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ

有
害

な
ひ

び
割

れ
が

な
い

こ
と

。

管
の

受
け

口
内

部
に

モ
ル

タ
ル

が
付

着
し

て
い

な
い

こ
と

。

表
面

は
実

用
的

に
滑

ら
か

で
あ

る
こ

と
。

塗
装

異
物

の
混

入
塗

り
む

ら
な

ど
が

な
く

、
均

一
な

塗
膜

で
あ

る
こ

と
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

○

形
状
・
寸
法

日
本
下
水
道

協
会

下
水

道
用

資
器

材
Ⅰ

類
の

規
定
に
よ
る

。
J
I
S
 
G
 
3
4
4
4

検
査

項
目

判
定

基
準

成
分
・
機
械
的
性
質

実
用

的
に

真
っ

直
ぐ

で
あ

る
こ

と
。

両
端

は
管

軸
に

対
実

用
的

に
両

端
面

は
管

軸
に

対
し

て
著

格
で

あ
る

こ
と

。
非
破
壊
又
は
水
圧

有
害

な
欠

陥
甚

だ
し

い
接

合
部

の
目

違
い

、
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト
、

溶
接

ビ
ー

ト
の

不
整

が
な

い
こ

と
。

塗
装

仕
上

良
好

側
面

が
平

滑
に

仕
上

が
っ

て
い

る
こ

と
。
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工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

性
能
検
査

つ
り

手
金

具
引

き
抜

き
試

験

性
能
検
査

単
体

曲
げ

試
験

4
4
 
シ

ー
ル
ド
工

管 渠 材 料 ( シ ー ル ド 工 事 用 標 準 鋼 製 セ グ メ ン ト )

必 須
材
料
検
査

J
S
W
A
S
 
A
-
3

形
状
・
寸
法
及
び
外
観
検
査

ジ
ャ

ッ
キ

推
力
試
験

［
外

観
検

査
］

（
下

水
道

協
会

規
格

）
(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

［
外

観
検

査
］

（
下

水
道

協
会

規
格

）

水
平
仮
組
検
査

J
S
W
A
S
 
A
-
4

単
体
曲
げ
試

験
(
1
)
有

害
な

ひ
び

割
れ

、
隅

角
部

の
破

損
が

な
い

こ
と

。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
水

平
仮

組
、

性
能

に
関

す
る

規
格

値
は

J
S
W
A
S
 
A
-
4
の

規
定

に
よ

る
。

(
1
)
外

観
検

査
は

全
数

に
つ

い
て

行
う

。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
水

平
仮

組
、

性
能

に
つ

い
て

の
検

査
は

、
セ

グ
メ

ン
ト

5
0
0
リ

ン
グ

及
び

そ
の

端
数

に
1
回

行
う

。

4
3
 
シ

ー
ル
ド
工

管 渠 材 料 ( シ ー ル ド 工 事 用 標 準 コ ン ク リ ー

ト 系 セ グ メ ン ト )

必 須
外
観
及
び
形
状
・
寸
法
検
査

継
手
曲
げ
試

験

ジ
ャ

ッ
キ

推
力
試
験

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
有

害
な

ひ
び

割
れ

、
隅

角
部

の
破

損
等

が
な

い
こ

と
。

○ ○

溶
接
検
査

水
平
仮
組
検
査

［
外

観
検

査
］

（
下

水
道

協
会

規
格

）
[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
有

害
な

曲
が

り
、

そ
り

等
が

な
い

こ
と

。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
成

分
・

機
械

的
性

質
等

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

［
外

観
検

査
］

（
下

水
道

協
会

規
格

）
(
1
)
有

害
な

曲
が

り
、

そ
り

等
が

な
い

こ
と

。

(
2
)
材

料
、

形
状

・
寸

法
、

溶
接

、
水

平
仮

組
、

性
能

に
関

す
る

規
格

値
は

J
S
W
A
S

A
-
3
の

規
定

に
よ

る
。

(
1
)
外

観
検

査
は

全
数

に
つ

い
て

行
う

。

(
2
)
材

料
、

形
状

・
寸

法
、

溶
接

、
水

平
仮

組
、

性
能

に
つ

い
て

の
検

査
は

1
工

事
中

に
1
回

行
う

。
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工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

4
5
 
マ

ン
ホ
ー
ル

設
置

工
目
視

目
視

目
視

管 渠 材 料 ( 組 立 マ ン ホ ー ル 側 塊 )

必 須
外
観

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
形

状
・

寸
法

、
耐

荷
力

、
水

蜜
性

及
び

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

さ
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

側
塊

の
側

面
は

平
滑

で
あ

り
、

側
塊

の
軸

方
向

に
対

し
て

、
実

用
上

支
障

の
な

い
直

角
で

あ
る

こ
と

。

滑
ら

か
さ

有
害

な
傷

端
面

の
欠

損

端
面

の
形

状

側
塊

は
、

強
度

や
耐

久
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
な

い
こ

と
。

側
塊

に
は

、
粗

骨
材

が
突

き
出

し
て

い
た

り
、

抜
け

出
し

た
後

が
な

く
仕

上
げ

面
が

極
度

に
凹

凸
に

な
っ

て
い

な
い

こ
と

。

○

形
状
・
寸
法

日
本
下
水
道

協
会

下
水

道
用

資
器

材
Ⅱ

類
の

規
定
に
よ
る

。
J
I
S
 
G
 
5
3
7
2

検
査

項
目

判
定

基
準

耐
荷
力

水
蜜
性

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
さ

側
塊

の
側

面
は

、
そ

の
側

面
の

3
%
以

上
が

欠
損

し
て

い
な

い
こ

と
。

4
6
 
マ

ン
ホ
ー
ル

設
置

工
管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 鋳 鉄

製 マ ン ホ ー ル ふ た )

必 須
外
観
・
形
状

寸
法
・
構
造

材
質
試
験

荷
重
た
わ
み
試
験

耐
荷
重
試
験

4
7
 
マ

ン
ホ
ー
ル

設
置

工
管 渠 材 料 ( マ ン ホ ー ル 足 掛 金 物 )

必 須
外
観

形
状
・
寸
法

材
質

○

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
有

害
な

き
ず

が
な

く
、

外
観

が
よ

い
こ

と
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
・

構
造

、
材

質
試

験
、

荷
重

た
わ

み
試

験
及

び
耐

荷
重

試
験

は
、

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

○

外
観

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
1
)
芯

材
J
I
S
 
G
 
4
3
0
3
（

S
U
S
4
0
3
,
S
U
S
3
0
4
）

J
I
S
 
G
 
3
5
0
7
（

S
W
R
C
H
1
2
R
）

J
I
S
 
G
 
3
5
3
9
(
S
W
C
H
I
2
R
)

の
規

格
に

適
合

す
る

こ
と

。

[
外

観
検

査
]

被
覆

材
は

有
害

な
わ

れ
、

破
損

等
が

な
い

こ
と

。

品
質

を
判

定
で

き
る

資
料

又
は

試
験

成
績

表
を

提
出

す
る

。
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工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験
項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試

験
成

績
表

等
に

よ
る

確
認

4
8
 
マ

ン
ホ
ー
ル

設
置

工
目
視

4
9
 
ま

す
設
置
工

目
視

外
観
・
形
状

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

負
圧
試
験

耐
薬
品
性
試
験

判
定

基
準

引
張
試
験

有
害

な
傷

マ
ン

ホ
ー

ル
の

強
さ

、
水

蜜
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

(
か

す
り

傷
程

度
の

も
の

は
差

し
支

え
な

い
。

)

荷
重
試
験

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

割
れ

割
れ

が
な

い
こ

と
。

耐
荷
重
試
験

材
質
試
験

[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
有

害
な

き
ず

が
な

く
、

外
観

が
よ

い
こ

と
。

○

必 須
管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 塩 化 ビ ニ ル 製 小 型 マ ン ホ ー ル ) 管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 鋳 鉄 製 防 護 ふ た )

必 須
外
観
・
形
状

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

荷
重

た
わ

み
試

験
、

耐
荷

重
試

験
及

び
材

質
試

験
は

、
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

○

寸
法

J
S
W
A
S
 
G
-
3

荷
重
た
わ
み
試
験

ビ
カ
ッ
ト
軟
化
温
度
試
験

ね
じ

れ

J
S
W
A
S
 
K
-
9

内
ぶ
た
は

、
J
S
W
A
S
 
K
-
7

防
護
ふ
た

は
J
S
W
A
S
 
G
-
3

著
し

い
ね

じ
れ

が
な

い
こ

と
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
、

引
張

試
験

、
負

圧
試

験
、

耐
薬

品
試

験
及

び
ビ

カ
ッ

ト
軟

化
温

度
試

験
は

日
本

下
水

道
協

会
発

行
の

「
検

査
証

明
書

」
の

写
し

に
よ

る
。

寸
法

検
査

項
目

品質管理基準及び規格値
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必
須

外
観
・
形
状

目
視

寸
法

引
張
試
験

荷
重
試
験

負
圧
試
験

5
1
 
ま

す
設
置
工

外
観
・
形
状

目
視

寸
法

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認
工
　
種

種
別

試
験

区
分

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
項
目

5
0
 
ま

す
設
置
工

管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 製 ま す )

［
外

観
検

査
］

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
、

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
，

引
張

試
験

，
負

圧
試

験
，

耐
薬

品
性

試
験

及
び

ビ
カ

ッ
ト

軟
化

温
度

試
験

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

割
れ

割
れ

が
な

い
こ

と
。

○

J
S
W
A
S
 
K
-
7

防
護
ふ
た

は
J
S
W
A
S
 
G
-
3

立
上
り
部

は
J
S
W
A
S
 
K
-
1

検
査

項
目

判
定

基
準

有
害

な
傷

マ
ン

ホ
ー

ル
の

強
さ

，
水

密
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

（
か

す
り

傷
程

度
の

も
の

は
差

し
支

え
な

い
。

）

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

ね
じ

れ
著

し
い

ね
じ

れ
が

な
い

こ
と

。

J
S
W
A
S
 
K
-
8

防
護
ふ
た

は
，

J
S
W
A
S
 
G
-
3

引
張
試
験

検
査

項
目

判
定

基
準

有
害

な
傷

マ
ン

ホ
ー

ル
の

強
さ

，
水

密
性

及
び

耐
久

性
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
傷

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

（
か

す
り

傷
程

度
の

も
の

は
差

し
支

え
な

い
。

）

滑
ら

か
さ

明
ら

か
な

凹
凸

が
な

い
こ

と
。

品質管理基準及び規格値

耐
薬
品
性
試
験

ビ
カ
ッ
ト
軟
化
温
度
試
験

割
れ

割
れ

が
な

い
こ

と
。

ね
じ

れ
著

し
い

ね
じ

れ
が

な
い

こ
と

。

(
1
)
外

観
・

形
状

検
査

は
全

数
に

つ
い

て
行

う
。

(
2
)
寸

法
，

引
張

試
験

，
負

圧
試

験
，

耐
薬

品
試

験
及

び
荷

重
た

わ
み

温
度

試
験

は
日

本
下

水
道

協
会

発
行

の
「

検
査

証
明

書
」

の
写

し
に

よ
る

。

○

管 渠 材 料 ( 下 水 道 用 ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 ま す )

必 須
[
外

観
検

査
]

(
1
)
日

本
下

水
道

協
会

「
認

定
標

章
」

の
表

示
が

あ
る

こ
と

。
若

し
く

は
，

同
等

以
上

の
材

料
と

す
る

。
(
管

種
の

確
認

を
行

う
。

)

(
2
)
検

査
項

目
及

び
判

定
基

準
は

次
の

と
お

り
。
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J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
な

し
の

場
合

○

J
I
S
 
K
 
7
0
3
8
・

K
7
1
7
1

又
は

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
の

場
合

○

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
な

し
の

場
合

○

J
I
S
 
K
 
7
0
3
2
・

K
7
1
7
1

又
は

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
の

場
合

○

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
な

し
の

場
合

○

J
I
S
 
K
 
7
0
3
2
(
K
7
0
2
0
)

又
は

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
の

場
合

○

○

引
張

強
度

・
引

張
弾

性
係
数

試
験

J
I
S
 
K
 
7
1
6
1

○

○

圧
縮

強
度

・
圧

縮
弾

性
係
数

試
験

J
I
S
 
K
 
7
1
8
1

○

耐
荷

重
強

度
試

験
φ

6
0
0
m
m
以

下
J
S
W
A
S
 
K
-
1

扁
平

試
験

○

φ
7
0
0
m
m
以

上
J
S
W
A
S
 
K
-
2

外
圧

試
験

○

J
S
W
A
S
 
K
-
1

P
V
C
系

材
料

○

J
S
W
A
S
 
K
-
2

P
V
C
系

以
外

の
材

料
○

○
○

耐
摩

耗
性

試
験

J
I
S
 
K
 
7
2
0
4

又
は

J
I
S
 
A
 
1
4
5
2

○

(
次

頁
に

続
く

)

試
験

片
が

破
壊

し
た

と
き

の
荷

重
が

J
S
W
A
S
 
K
-
2
に

示
す

破
壊

外
圧

値
(
２

種
)
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認

耐
薬

品
性

試
験

質
量

変
化

度
の

範
囲

が
±

0
.
2
m
g
/
c
㎡

以
内

質
量

変
化

率
範

囲
が

±
0
.
3
％

以
内

新
管

（
K
-
1
）

も
同

様
の

試
験

を
行

い
，

そ
の

摩
耗

量
以

下

○
○

耐
ス

ト
レ

イ
ン

コ
ロ

ー
ジ
ョ

ン
試

験
J
I
S
 
K
 
7
0
3
4

J
I
S
 
K
 
7
0
2
0

J
S
W
A
S
 
K
-
2
に

基
づ

い
て

求
め

ら
れ

る
値

を
下

回
ら

な
い

。

○

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
の

場
合

○

○
○

耐
劣

化
性

J
I
S
 
K
 
7
1
1
6

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

曲
げ

ク
リ

ー
プ

試
験

J
I
S
 
K
 
7
1
1
6
を

準
用

し
た

1
0
0
0
時

間
水

中
曲

げ
ク

リ
ー

プ
試

験
を

行
う

。
5
0
年

後
の

曲
げ

強
度

の
推

計
値

の
最

小
値

が
設

計
値

を
上

回
る

こ
と

。

ガ
ラ

ス
繊

維
補

強
な

し
の

場
合

○

工
　

種

適
用

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
自 立 管

二 層 管

複 合 管

5
2
　

管
更

生
工

事
品 質 証 明 書

材 料

○
○

短
期

曲
げ

強
度

試
験

①
各

試
験

方
法

に
よ

る
試

験
値

に
現

場
状

況
に

応
じ

た
各

工
法

の
安

全
率

を
考

慮
し

た
保

証
値

（
短

期
・

長
期

）
を

算
出

し
明

示
す

る
こ

と
。

②
長

期
保

証
値

を
用

い
た

外
圧

又
は

水
圧

に
対

す
る

構
造

計
算

か
ら

耐
荷

力
を

確
認

す
る

。

必 須
工

事
開

始
前

又
は

材
料

仕
様

に
変

更
が

あ
る

ご
と

に
１

回

た
だ
し

，
公

的
試

験
機

関
に

よ
る

証
明

書
又

は
「

建
設

技
術

審
査

証
明

書
」

 
下

水
道

新
技

術
推

進
機

構
等

が
あ

る
場

合
は

試
験

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
○

短
期

曲
げ

弾
性

係
数

試
験

○
○

長
期

曲
げ

強
度

試
験

保
証

値
を

確
認

す
る

。

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

種 別
試

験
区

分

○

サ
ポ

ー
ト

向
上

係
数

測
定
試

験
サ

ポ
ー

ト
向

上
係

数
測

定
試

験
方

法
（

案
）

に
示

す
方

法
又

は
そ

れ
に

準
じ

た
方

法

サ
ポ

ー
ト

向
上

係
数

K
=
7
.
0
以

上

保
証

値
を

確
認

す
る

。

○

試
験

片
の

長
さ

を
１

ｍ
に

換
算

し
て

算
出

し
た

線
荷

重
が

J
S
W
A
S
 
K
-
1
に

示
す

線
荷

重
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認

工
事
開

始
前

又
は

材
料

仕
様

に
変

更
が

あ
る

ご
と

に
１

回

た
だ
し

，
公

的
試

験
機

関
に

よ
る

証
明

書
又

は
「

建
設

技
術

審
査

証
明

書
 
 
下

水
道

新
技

術
推

進
機

構
」

等
が

あ
る

場
合

は
試

験
に

替
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
○

品質管理基準及び規格値
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工
　

種

適
用

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
自 立 管

二 層 管

複 合 管

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験

成
績

表
等

に
よ

る
確

認

種 別
試

験
区

分

5
2
　

管
更

生
工

事
同

上

○
○

水
理

特
性

流
下

能
力

試
験

○

○
○

曲
げ

強
度

試
験

○

○
○

曲
げ

弾
性

係
数

試
験

○

○

引
張

強
度

・
引

張
弾

性
係

数
試

験
J
I
S
 
K
 
7
1
6
1

○

○
○

曲
げ

強
度

試
験

○

○
○

曲
げ

弾
性

係
数

試
験

○

○

引
張

強
度

・
引

張
弾

性
係

数
試

験
J
I
S
 
K
 
7
1
6
1

○

○
充

て
ん

材
の

圧
縮

強
度

J
S
C
E
 
G
 
5
2
1

○○

粗
度

係
数

n
=
0
.
0
1
0
以

下
で

あ
る

こ
と

。

○
○

耐
高

圧
洗

浄
性

高
圧

洗
浄

試
験

洗
浄

圧
1
5
M
p
a
で

損
傷

や
剥

離
が

生
じ

な
い

こ
と

。
○

○
○

水
密

性
J
S
W
A
S
 
K
-
2
準

じ
た

方
法

0
.
0
1
M
p
a
の

水
圧

で
水

密
性

が
保

証
さ

れ
る

こ
と

。

○

圧
縮

強
度

・
圧

縮
弾

性
係
数

試
験

○
○

耐
薬

品
性

試
験

施 工 前 試 験

材 料

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

曲
げ

強
度

が
設

計
曲

げ
強

度
を

上
回

る
。

試
験

結
果

に
ク

リ
ー

プ
係

数
を

乗
じ

た
値

が
長

期
曲

げ
弾

性
係

数
を

上
回

る
。

引
張

強
度

値
が

耐
震

設
計

に
よ

る
引

張
強

度
を

上
回

る
。

○

圧
縮

強
度

・
圧

縮
弾

性
係
数

試
験

J
I
S
 
K
 
7
1
8
1

圧
縮

強
度

が
耐

震
設

計
に

よ
る

圧
縮

強
度

を
上

回
る

。

○

複
合

管
断

面
の

破
壊

強
度

・
外

圧
強

さ
J
S
W
A
S
 
K
-
1

新
管

と
同

等
以

上

○○

J
I
S
 
K
 
7
1
7
1

J
S
W
A
S
 
K
-
1

(
熱

可
塑

性
樹

脂
)

J
S
W
A
S
 
K
-
2

(
熱

硬
化

性
樹

脂
)

質
量

変
化

度
の

範
囲

が
±

0
.
2
m
g
/
c
㎡

以
内

質
量

変
化

度
の

範
囲

が
±

0
.
3
%
以

内

施
工

前
の

未
硬

化
資

料
か

ら
の

試
験

片
に

よ
る

。
曲

げ
強

度
が

設
計

曲
げ

強
度

を
上

回
る

。
施

工
開

始
前

に
施

工
ス

パ
ン

ご
と

に
1
回

試
験

結
果

に
ク

リ
ー

プ
係

数
を

乗
じ

た
値

が
長

期
曲

げ
弾

性
係

数
を

上
回

る
。

引
張

強
度

値
が

耐
震

設
計

に
よ

る
引

張
強

度
を

上
回

る
。

J
I
S
 
K
 
7
1
8
1

圧
縮

強
度

が
耐

震
設

計
に

よ
る

圧
縮

強
度

を
上

回
る

。

○

必 須

品質管理基準及び規格値

施 工
施

工
管

理
記

録
(
チ

ャ
ー

ト
紙

)
施

工
計

画
書

に
示

さ
れ

て
い

る
管

理
値

に
よ

る
。

施
工
開

始
前

に
施

工
ス

パ
ン

ご
と

に
1
回

(
現

場
条

件
が

同
等

と
見

な
せ

る
場

合
は

、
協

議
に

基
づ

き
管

径
ご

と
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
)

・
更

生
管

き
ょ

両
端

口
付

近
か

ら
試

験
片

を
採

取
す

る
。

・
充

て
ん

材
は

、
施

工
時

の
材

料
で

成
形

し
た

供
試

体
を

用
い

る
。

○

施
工
ス

パ
ン

又
は

箇
所

ご
と

設
計

基
準

強
度

以
上

○
○

加
熱

温
度

、
加

熱
時

間
、

保
持

圧
力

等
各

工
法

が
規

格
す

る
項

目

○
○

耐
薬

品
性

試
験

J
S
W
A
S
 
K
-
1

(
熱

可
塑

性
樹

脂
)

J
S
W
A
S
 
K
-
2

(
熱

硬
化

性
樹

脂
)

質
量

変
化

度
の

範
囲

が
±

0
.
2
m
g
/
c
㎡

以
内

質
量

変
化

度
の

範
囲

が
±

0
.
3
%
以

内

○
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４ 写真管理基準
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写 真 管 理 基 準 
   

（適用範囲） 
  １ この写真管理基準は，土木工事施工管理基準７に定める土木工事の工事写真（電子

媒体によるものを含む）の撮影に適用する。 
   

 
（工事写真の分類） 

  ２ 工事写真は次のように分類する。 
   

着手前及び完成写真（既済部分写真などを含む） 
施工状況写真 
安全管理写真 
使用材料写真 
品質管理写真 
出来形管理写真 
災害写真 
事故写真 
その他（公害，環境，補償など） 

 
  

        工事写真 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（工事写真の撮影基準） 
  ３ 工事写真の撮影は以下の要領で行う。 
   (1) 撮影頻度 
     工事写真は，撮影箇所一覧表に示す「撮影頻度」に基づき撮影するものと

する。 
    (2) 撮影方法 
        写真撮影に当たっては，次の項目のうち必要事項を記した小黒板を文字が判読で

きるよう被写体とともに写しこむものとする。 
      ① 工 事 名 
      ②  工 種 な ど 
      ③  測点（位置） 
      ④  設 計 寸 法 
      ⑤  実 測 寸 法 
      ⑥  略 図  
      なお，小黒板の判読が困難となる場合は，別紙又は「デジタル写真管理情報基準」

（国土交通省，平成28年3月）に規定する写真情報（写真管理項目-施工管理値）に

必要事項を記入し，写真に添付して整理する。また，特殊な場合で監督員が指示す

るものは，指示した項目を指示した頻度で撮影するものとする。 
  (3) 情報化施工 
    「ＴＳを用いた出来形管理要領（土工編）」（平成24年3月29日付け国官技第347号，  

国総公第85号）による出来形管理を行った場合には，出来形管理写真の撮影頻度及び

撮影方法は同要領の規定による。 

 

（写真の色彩） 
  ４ 写真はカラーとする。   

 
（写真の大きさ） 

  ５ 写真の大きさは，サービスサイズ程度とする。ただし，次の場合は別の大きさと 
  することができる。 
    (1) 着手前，完成写真などはキャビネ版又はパノラマ写真（つなぎ写真も可）とす

ることができる。 
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   (2) 監督員が特別に大きさを指示するものは，その指示した大きさとする。 
 

 （工事写真の提出部数及び形式） 
  ６ 工事写真の提出部数及び形式は次によるものとする。 
    (1) 工事写真として，工事写真帳1部と原本としてのネガ及び密着写真又はデジタルデ

ータが格納されたＣＤ－Ｒなどをそれぞれ各1部検査時に提出する。 
     

（工事写真の整理方法） 
  ７ 工事写真の整理方法は次によるものとする。 
    (1) フィルムカメラより撮影された工事写真のネガは密着写真とともにネガアルバム

に，撮影内容などがわかるように整理し提出する。 

  (2)デジタルカメラにより撮影された画像データは、ＣＤ－Ｒなどの電子媒体に格納す

ること。写真フィルム及びＣＤ－Ｒなどの電子媒体の作成などは「京都市上下水道

局電子納品実施要領（案）（工事編）平成23年12月」による。 

    (3) 工事写真帳への貼付整理については，工種ごとに撮影箇所一覧表の提出頻度に示

すものを標準とする。なお，提出頻度とは受注者が撮影頻度に基づき撮影した工事

写真のうち，工事写真帳として貼付整理し提出する枚数を示したものである。 
     
 （電子媒体に記録する工事写真） 
 ８ デジタルカメラなどデジタル画像により写真管理を行う場合は，以下によるものとす

る。 
(1) 写真管理に使用する機材は，必要な文字，数値などの内容が判読できる機能，精

  度を確保できる以下の機能を有した機材を使用するものとする。 

1)デジタルカメラについては，有効画素数１３０万画素以上のものを使用する。 

2)プリンターについては，フルカラー６００ｄｐｉ以上の解像度を持つものを使

用する。 

3)インク・用紙などについては，通常の使用条件の下で５年間程度に顕著な劣化

が生じないものを使用する。 

(2) 写真の信頼性を考慮し，原則として写真編集加工は認めない。ただし，監督員の

承諾を得た場合は，回転，パノラマ，全体の明るさの補正程度は認めることとす

る。 

 

（留意事項など） 
  ９ 別紙撮影箇所一覧表の適用について，次の事項を留意するものとする。 
   (1) 撮影項目，撮影頻度などが工事内容により不適当な場合は，監督員の指示により

追加，削減するものとする。 

   (2) 施工状況などの写真については，ビデオカメラなどの活用ができるものとする。

ただし，工事写真に代えることはできない。 

    (3) 不可視となる出来形部分については，出来形寸法（上墨寸法含む）が確認できる

よう，特に注意して撮影するものとする。 
    (4) 撮影箇所がわかりにくい場合は、写真に見取図，平面図，構造図などを抜粋した

ものをアルバムに添付し，わかりやすく配置する。 

   (5) 撮影箇所一覧表に記載のない工種については監督員と写真管理項目を協議のうえ，

取扱いを定めるものとする。 

   (6) 品質管理写真は，品質証明，試験成績書などに添付し，提出するものとする。 

 

（その他） 
  １０ 用語の定義 

   (1) 代表箇所とは，当該工種の代表箇所を示すもので，監督員の承諾した箇所をいう。 

   (2) 適宜提出とは，監督員が指示した箇所や枚数，又は，設計図書の仕様が写真によ

り確認できる必要最小限の箇所や枚数を提出することをいう。 
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写 真 管 理 要 領 

  

１ 写真管理の考え方 

（１）受注者は工事写真を施工管理の一環として，着手前及び完成後並びに工事の各段階

（現場中間検査及び工場など派遣中間検査における検査状況を含み，その施工状況及

び出来形管理状況，安全管理状況，使用材料状況，品質管理状況，出来形管理状況，

事故が発生すればその状況，環境対策・イメージアップに努力した状況など）ごとに，

各施工の完了後において明視できなくなる箇所（埋戻し又は水没する箇所など）はい

うまでもなく，明視できる箇所を含めて，撮影漏れのないよう慎重・正確に撮影して

おかなければならない。 

（２）受注者は，工事写真帳を完成後に提出すべき必須の図書として，「撮影項目一覧表」

に基づいて，着手前に撮影すべき工種，内容及び時期などを定めた「写真撮影計画書」

を作成し，工事の進行に伴って順次整理・編集を行わなければならない。 

 

２ 工事写真帳の作成方法 

（１）工事写真は，工事写真帳に整理することとし，写真帳の表紙及び背表紙には，次の

こと（例－１）を記載し，また写真帳が２冊以上になる場合は，それぞれの写真帳の

表紙右上部及び背表紙上部に，総数と分冊数を記載しなければならない。 

① 施工年度（表紙及び背表紙） 

② 工事名（表紙及び背表紙） 

③ 工事場所（表紙のみ） 

④ 工期（表紙のみ） 

⑤ 工区，工種名（表紙のみ） 

⑥ 受注者名（表紙及び背表紙） 

 

例- １ 工事写真帳の表紙及び背表紙の作成例 

         （背表紙）       （表紙） 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：左とじとすること。 

             

 

 

 

３／１５ 

年 

度 
 

工 
事 
名 
 

受 
注 
者 
名 

 

年度       ３／１５ 

工事名 

施工場所 

工期 

工区，工種名 

受注者名 

自平成 年 月 日 
至平成 年 月 日 
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（２）写真帳の１ページには，全施工箇所の平面図（測点は朱書き）を掲載しなければな

らない。ただし，写真帳が２冊以上になるときは，写真帳全冊において 1 ページ目に

は，全冊に関する索引（目次）を掲載しなければならない。この場合は，写真帳の第

１冊目の２ページに，全施工箇所の平面図を掲載しなければならない。 

（３）写真帳の２ページ（２冊以上の場合は，第１冊目の３ページ）には，着手前及び完

成後の写真プリントを貼付し，比較対照できるようにしなければならない。 

（４）写真帳の各ページには，工種ごと（施工順序どおり）に見出しなどを記載するとと

もに，平面的なものにあっては，平面図に撮影箇所を朱書のうえ添付し，平面的でな

いものにあっては，構造図などに工事部分を着色のうえ添付し，写真プリントを貼付

しなければならない。 

（５）写真プリント１枚ごとの上に撮影位置を記載し，鮮明でないプリントの場合は，内

容及び寸法などを添え書きしなければならない。 

 

３ 写真撮影の共通事項 

（１）受注者は、工事写真を施工管理の一環として、着手前及び完成後並びに工事の段階

ごとに、不可視部分を含めて撮影漏れのないよう慎重かつ正確に撮影しなければなら

ない。 

（２）受注者は、別紙「撮影箇所一覧表」に基づき、着手前に撮影すべき工種、内容及び

時期などを定めた「工事写真撮影計画書」を作成し、工事の進捗に合わせた順次整理・

編集を行わなければならない。 

（３）受注者は，写真管理担当者を定め，原則として写真の撮影及び整理・管理を同一人

としなければならない。 

（４）受注者は，監督員からの工事写真の提出指示があった場合は，直ちに提出に応じられ

るよう常時整理しておかなければならない。なお，盗難，紛失又は撮影技術の不良など

による貼付不足が生じないよう，特に注意しなければならない。 

（５）施工状況等の写真については、ビデオカメラなどの活用ができるものとする。ただし、

工事写真に代えることはできない。 

（６）写真の撮影枚数は，各測点及び撮影箇所ごとに１枚を原則とする。ただし，１枚の写

真で不十分な場合はつなぎ写真とし，すべて同一地点で撮影しなければならない。 

（７）写真撮影に際しては，工事内容を簡潔に説明した小黒板（例－２。現場中間検査の場

合は，例－３。工場など派遣中間検査の場合は，例－４）を文字が判読できるよう被写

体と同時に撮影しなければならない。 

なお，黒板の撮影位置は，背後の状況も確認できるよう撮影しなければならない。 

また，小黒板の判読が困難となる場合は、別紙に必要事項を記入し、写真に添付して整

理する。 
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例－２ 工事記録写真の撮影時に必要な黒板の記載例 

 
 
 
 
 
             
 
 
 
            

 
注１：撮影内容の欄には，試験数値又は構造物の出来形とその形状寸法などを

（設計と実測の両寸法を比較して）記載すること。 

 

 

例―３ 現場中間検査時に必要な黒板の記載例 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

注１：下欄の上に「○○検査」と記載するとともに，下欄の下に「検査職員○○氏，立会者○○氏」

と記載すること。 

２：撮影時の黒板及びリボンテープなどは，検査職員及び監督員が持つ必要はなく，受注者の責

任で行うこと。 

３：検査職員及び監督員の写真撮影については，検査及び立会をしている状況を自然のまま撮影

すればよい。 

４：その他の内容は，例―２と同じとする。 

 

工 事 名 
   ○○年度    ○○ 事業 

○○○○○○○○○○工事 

施工位置 測点 No.○○ 

工 種 ○○○工 

形状寸法 
 

      設計値 
      実測値 

工 事 名 
   ○○年度    ○○ 事業 

○○○○○○○○○○工事 

施工位置  

工 種  

形状寸法 

 
出来形検査 

       
 

 
（検査職員○○氏，立会者○○氏） 

４
５
０
㎜

 

６００㎜ 

対象 
計上寸法略図 

６００㎜ 

４
５
０
㎜
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例―４ 工場など派遣中間検査時に必要な黒板の記載例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：製作受注者名の記載は，不要とする。 

 ２：例―３の注２から注４までを準用すること。 

 

（８）工事区間が多数にわたる場合は，同一工種のものであってもすべて撮影し，撮影箇

所が確認できるよう特定の地物又は背景を入れて撮影しなければならない。 

（９）写真管理基準の撮影項目及び頻度等は，標準を示したものであり，工事内容を考慮

し，監督員の指示に基づき増減することができる。 

（１０）設計変更の対象と考えられる場合は，設計変更の説明資料となるよう写真撮影を

しておかなければならない。 

（１１）写真の撮影に当たっては，以下の事項に留意しなければならない。 

① 被写体に測定尺を当てて寸法を表示する写真を撮影する場合は，被写体に対して

カメラを斜め位置に構えて撮影するとカメラ位置によって極端に映像が変わり，正確

に寸法の表示がされない場合が多いので，被写体を中心にし，直角位置から撮影する

ことが大原則である。 

② 写された測定尺の寸法が正確に読み取れなければ出来形写真としては不適格とい

える。被写体との角度が鋭角になるほど，また，あて木が厚いほど写真に表れる寸法

は短く写る。このような悪い撮り方（例－５）をしないこと。このため，撮影者は姿

勢を低くして，本体とあて木の合致面よりもレンズの中心が下がるようにすれば，測

定尺を正確に読み取る写真を撮ることができる。 

地形などの関係上どうしても鋭角でなければ撮れない場合でも，極く薄いあて木を

用いるとか，水糸を張るなどの工夫をする良い撮り方（例－６）の場合，撮影角度に

よる誤差のない写真を撮ることができる。

工 事 名 
   ○○年度    ○○ 事業 

○○○○○○○○○○工事 

施工位置  

工 種  

形状寸法 

 
仮組立検査 

 
 
 

（検査職員○○氏，立会者○○氏） 

６００㎜ 

４
５
０
㎜
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例－５ 悪い写真の撮影例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例－６ 良い写真の撮影例 
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③ 構造物が大きくて１枚の写真で収まらない場合，又は測定尺の目盛が明示できな

い場合若しくは出来形全体を写す場合は，つなぎ写真とすること。（例－７及び例

－８参照） 

                例－７ つなぎ写真の撮影例 

             （杭基礎打込み間隔及び本数確認の例） 

  

 

 

例－８ つなぎ写真の撮影例 

（１枚の写真ではリボンテープ，箱尺の目盛りが読み取れない場合の例） 
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４ 着手前及び完成後の写真 

（１）着手前及び完成後の写真は，それぞれ同一地点・同一方向から撮影しなければなら

ない。この場合は，比較できるようにするため，着手前の写真の下に撮影場所を記録

しておかなければならない。なお，工事区間全体が把握できる写真（例－９）撮影が

できるよう次の点に留意しなければならない。 

① 起終点がわかるように撮影すること。  

② 測点や撮影項目が確認できるように撮影すること。 

③ 工区全体を写すこと。なお，同一画面に納まらない場合はカメラを水平移動させ，

つなぎ写真（パノラマ写真）を撮ること。 

④ 見通しの悪い場合は追い写真とすること。なお，追い写真及び撮影箇所がわかり

にくい場合は、撮影箇所の略図を作成し，掲載すること。 

（２）着手前の写真にあっては，（１）のほか，次の点にも留意しなければならない。 

 ① 道路舗装，河川護岸その他管理者の異なる構造物の場合は，適宜，管理者立会い

のうえ詳細に撮影しておくこと。 

② 塀，家屋などに接近して深い掘削を行う場合，鋼矢板，基礎杭の打込みなどの振

動で近接家屋などに影響があると推定される場合，その他長期間の水替えなどによ

って構造物に不等沈下の恐れがある場合などは，ひびわれ，傾きなどの状況を詳細

に撮影しておくこと。 

 

               例－９ 着手前及び完成後の写真の撮影例 

 

 

（３）完成後の写真の内，主要構造物にあっては，その構造物の全体が確認できるように

撮影しなければならない。 
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５ 安全管理の写真 

安全管理の写真は，各種標識類及び各種保安施設の設置状況，安全訓練などの実施状況，

交通誘導警備員の交通整理状況が確認できる写真を撮影しておかなければならない。 

 

６ 使用材料の写真 

使用材料の写真は，工事に使用される材料のうち，使用後において寸法，数量などが確

認できなくなるものについては，必ず使用前に写真（例-10）撮影を行い，形状，寸法，

数量などが後日確認できるように撮影しなければならない。 

 

例－１０ 基礎杭など，完工後撮影できないものの形状寸法が確認できる写真の撮影例 

 

７ 品質管理の写真 

品質管理の写真の撮影に当たっては，使用した機器及びその測定値が判読できるように

しなければならない。 

なお，撮影項目一覧表によりがたい場合は，監督員の指示に従って撮影しなければなら

ない。 

 

８ 出来形管理の写真 

出来形管理の写真の撮影に当たっては，構造物の寸法を確認できる測定尺（箱尺及びリ

ボンテープなど）を必ず使用し，被写体の形状寸法が判読できるようにしなければならな

い。 

なお，撮影項目一覧表によりがたい場合は，監督員の指示に従って撮影しなければなら

ない。 

 

９ 災害状況の写真 

災害状況の写真は，天災又は不可抗力による災害による被災を受けた場合は，その災害 
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規模及び被災状況などを，その他の事故が発生した場合は，事故規模及び損害状況などを，

後日その判定ができるように撮影しておかなければならない。 

 なお，写真撮影の留意事項については，「４ 着手前及び完成後の写真」を参照すること。 

 

１０ その他の写真 

その他の写真とは，環境及び公害などに係わるものをいい，環境対策・イメージアップ

などに関しては，現場事務所，作業員宿舎，休息所，作業環境などの改善を行い，快適な

職場を形成し，看板並びに現場周辺の美装化に努めた場合は，その状況を撮影しておかな

ければならない。 

  また，建設発生土が搬出される工事に当たっては，適正に処理されていることを確認す

るため，受入施設における搬入前・搬入中の状況を撮影しておかなければならない。 
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撮影箇所一覧表 

区分 工種 
写真管理項目 摘要 

撮影項目 撮影頻度 〔時期〕 提出頻度  

着手前・完成 

着手前 
全景又は代表部分写

真 
着手前１回 
    〔着手前〕 

着手前 

１枚 
 

完成 
全景又は代表部分写

真 
施工完了後１回 
    〔完成後〕 

施工完了後 

１枚 
 

施工状況写真 

工事施工中 

全景又は代表部分の

工事進捗状況 
月１回  〔月末〕 

不要  

施工中の写真 

工種、種別毎に共通仕様書及

び諸基準に従い施工している

ことが確認できるように適宜 

〔施工中〕 

適宜 

 

高度技術・創意工夫 ・社会性

などに関する 実施状況が確

認できるように適宜 
    〔施工中〕 

不要 

高度技術・創意

工夫・社会性な

どに関する実施

状況の提出資料

に添付 

仮設(指定仮設) 使用材料、仮設状況、形

状寸法 

１施工箇所に１回 
   〔施工前後〕 

代表箇所 
１枚 

 

図面との不一致 図面と現地との不一致の写

真 
必要に応じて 
    〔発生時〕 不要 

工事打合簿に添付 す
る。 

安全管理 安全管理 

各種標識類の設置状

況 
各種類毎に１回 
    〔設置後〕 

全景１枚 

 

各種保安施設 の設置

状況 

各種類毎に１回 
    〔設置後〕 

 

交通誘導警備員 

交通整理状況 

各１回 〔作業中〕  

安全訓練などの実施

状況 
実施毎に１回 
    〔実施中〕 不要 

実施状況資料に添付

する。 

使用材料 使用材料 

形状寸法 

使用数量 

保管状況 

各品目毎に１回 
    〔使用前〕 

不要 

品質証明に添付

する。 

品質証明 

(JISマークなど表示) 

各品目毎に１回  

検査実施状況 各品目毎に１回〔検査時〕 

品質管理写真 
別添 品質管理写真撮影箇所一覧表に記載  

不可視部分の施工  

出来形管理写真 

別添 出来形管理写真撮影箇所一覧表に記載  

不可視部分の施工 

適宜 
出来形管理基準

が定められてい

ない 

監督員との協議事項 
 

災害 被災状況 
被災状況及び被災規

模など 

その都度〔被災前〕 
   〔被災直後〕 
    〔被災後〕 適宜 

被災前は付近の写真

でも可 

被災直後は可能な限

り早く撮影すること 

事故 事故報告 事故の状況 

その都度〔発生前〕 
   〔発生直後〕 
    〔発生後〕 適宜 

発生前は付近の写真

でも可 

発生直後は可能な限

り早く撮影すること 

その他 

補償関係 
被害又は損害状況な

ど 

その都度〔発生前〕 
   〔発生直後〕 
    〔発生後〕 

適宜 
 

環境対策 イメー

ジアップなど 各施設設置状況 
各種毎１回 
    〔設置後〕 適宜  

建設副産物関係 産業廃棄物及び建設

発生土の受入状況 
各産業廃棄物及び建 
設発生土の受入施設 
毎に〔搬入前・中・後〕 

適宜 
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
塩化物総量規制
スランプ試験

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度試験

空気量測定 品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

ｺﾝｸﾘｰﾄの曲げ強度試験 コンクリートの種類ごとに１
回

コンクリート舗
装の場合適用

レディミクストコンクリート単位水
量試験

〔使用量が100ｍ3/日以上
対象〕コンクリートの種類ご
とに1回　[試験実施中]

コアによる強度試験
ｺﾝｸﾘｰﾄの洗い分析試験

ひび割れ調査
ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰによる強度推定調査
コアによる強度試験 テストハンマー試験により

必要が認められた時
［試験実施中］

外観検査

超音波探傷検査

外観検査 検査ごとに１回
[検査実施中]

浸透探傷試験
放射線透過試験
超音波探傷試験
水セメント比試験
ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸの圧縮強度試験
現場密度の測定 各種路盤ごとに１回

 [検査実施中]
プルーフローリング 路盤ごとに１回

[試験実施中]
平板載荷試験 各種路盤ごとに１回

 [試験実施中]
骨材のふるい分け試験
土の液性限界・塑性限界試験
含水比試験
現場密度の測定 各種路盤ごとに１回

[試験実施中]
粒度
平板載荷試験
土の液性限界・塑性限界試験
含水比試験

各種路盤ごとに１回
[試験実施中]

観察により異常が認められ
た場合
[試験実施中]

 適宜

品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

上層路盤工

 適宜

試験ごとに１回
 [試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

6
7
8
9
10
11
12

下層路盤工

検査ごとに１回
[検査実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

4
基
礎
工

4 既製杭工

 適宜

1
共
通
編

3
無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
｜
ト

6
鉄
筋
工

6 ガス圧接

圧縮強度試験に使
用したコンクリート
の供試体が，当該
現場の供試体であ
ることが確認できる
もの

圧縮強度試験に使
用したコンクリート
の供試体が，当該
現場の供試体であ
ることが確認できる
もの

品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

1
共
通
編

3
無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

5
8～11

コ
ン
ク
リ
|
ト
工
全
般

セメント・コンクリート(転
圧コンクリート・コンク
リートダム・覆工コンク
リート・吹付けコンク
リートを除く）
（施工後試験）

対象構造物ごとに１回
[試験実施中]

写真管理項目
摘要

１
共
通
編

３
無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3～5
8～14

コ
ン
ク
リ
|
ト
工
全
般

セメント・コンクリート(転
圧コンクリート・コンク
リートダム・覆工コンク
リート・吹付けコンク
リートを除く）
（施工）

コンクリートの種類ごとに１
回
[試験実施中]

 適宜

編 章 節 条
枝
番

工種
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

ｱｽﾌｧﾙﾄ安定処理路盤 アスファルト舗装に準拠 アスファルト舗装に準拠

 適宜

粒度
現場密度の測定
含水比試験 観察により異常が認められ

た場合
[試験実施中]

セメント量試験 品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

粒度
ｱｽﾌｧﾙﾄ量抽出粒度分析試験

温度測定
現場密度の測定
温度測定
外観検査
すべり抵抗試験

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰVC試験
ﾏｰｼｬﾙ突き固め試験
ﾗﾝﾏｰ突き固め試験
ｺﾝｸﾘｰﾄの曲げ強度試験
温度測定 （コンクリート） コンクリートの種類ごとに１

回
[温度測定中]

現場密度の測定
ｺｱによる密度測定
現場密度の測定
プルーフローリング
平板載荷試験
現場ＣＢＲ試験
含水比試験 降雨後又は含水比の変化

が認められた場合
[試験実施中]

たわみ量 ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの不良個所
について実施
[試験実施中]

含水比試験 降雨後又は含水比の変化
が認められた場合
[試験実施中]

現場密度の測定 材質ごとに１回
[試験実施中]

プルーフローリング 工種ごとに１回
[試験実施中]

平板載荷試験
現場ＣＢＲ試験
たわみ量 ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの不良個所

について実施
[試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

7
地
盤
改
良
工

9 固結工 土の一軸圧縮試験 材質ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

材質ごとに１回
[試験実施中]

路床安定処理工 路床ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

7
地
盤
改
良
工

4 表層安定処理工
（表層混合処理）

 適宜

転圧ｺﾝｸﾘｰﾄ
（施工）

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類ごとに１回
[試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

7
地
盤
改
良
工

2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
（舗設現場）

合材の種類ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

10

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
（プラント）

合材の種類ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

ｾﾒﾝﾄ安定処理路盤
（施工）

各種路盤ごとに１回
 [試験実施中]
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

ﾓﾙﾀﾙのﾌﾛｰ値試験
ﾓﾙﾀﾙの圧縮強度試験
多サイクル確認試験
１サイクル確認試験

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

12
擁
壁
工

3 補強土壁工 現場密度の測定 土質ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

塩化物総量規制

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度試験

スランプ試験 ﾓﾙﾀﾙを除く

空気量測定

コアによる強度試験 品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

4 ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度試験

塩化物総量規制

コアによる強度試験 品質に異常が認められた
場合
[試験実施中]

スランプ試験 ﾓﾙﾀﾙを除く

空気量測定

ロックボルトの引抜き試験 試験ごとに１回
[試験実施中]

粒度

アスファルト量抽出粒度分析試
温度測定

温度測定
現場透水試験

現場密度の測定
外観検査

引張試験

型曲げ試験
衝撃試験
マクロ試験
非破壊試験
突合せ継手の内部欠陥に対す
る検査
外観検査

曲げ試験
ハンマー打撃試験 外観検査が不合格となっ

たスタッドジベルについて
[試験実施中]

試験ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

溶接工

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

排水性舗装工・透水性
舗装工
(舗設現場）

品質に変化がみられた場
合
[試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

6
一
般
舗
装
工

排水性舗装工・透水性
舗装工
(プラント）

合材の種類ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

11
法
面
工

現場吹付法枠工 配合ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

11
法
面
工

3 吹付工（施工） 配合ごとに１回
[試験実施中]

 適宜

品質に変化がみられた場
合
[試験実施中]

3
土
木
工
事
共
通
編

2
一
般
施
工

11
法
面
工

6 アンカー工 適宜
[試験実施中]

 適宜
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

6

6

管接合部分検査状況 実施箇所ごとに 適宜

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用硬質塩化ビ
ニル管)

外観・形状検査

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用鉄筋コンク
リート管)

外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

実施箇所ごとに 不要

4
水
道
工
事
編

1
一
般
事
項

1
配
水
管
等
及
び
付
属
設
備
工
事

ステンレス鋼管布設工
(橋梁添架)

材料検査 搬入ごとに 不要

4
水
道
工
事
編

1
一
般
事
項

1
配
水
管
等
及
び
付
属
設
備
工
事

ステンレス鋼管布設工
(水管橋)

接合部検査状況
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用ボックスカル
バート)

外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(
開
削
工

)
 

管
布
設
工

管渠材料
(下水道用レジンコンク
リート管)

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用強化プラス
チック複合管)

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用リブ付硬質
塩化ビニル管)

外観・形状検査
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

不要

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

推
進
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道推進工法用鉄
筋コンクリート管)

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(
開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料(鋼管) 外観検査

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用ポリエチレン
管)

外観・形状検査

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

開
削
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道用ダクタイル鋳
鉄管)

外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

外観検査
[下水道協会規格外]
・形状・寸法検査
・水平仮組検査

・性能検査

外観検査
[下水道協会規格外]
・材料検査

・形状・寸法検査

・溶接検査
・水平仮組検査
・性能検査

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

シ
ー
ル
ド
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(シールド工事用標準
鋼製セグメント)

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(
シ
ー
ル
ド
工

)
 

管
布
設
工

管渠材料
(シールド工事用標準
コンクリート系セグメン
ト)

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

推
進
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料(鋼管) 外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

(

推
進
工

)

 
管
布
設
工

管渠材料
(下水道推進工法用ダ
クタイル鋳鉄管)

外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

設
置
工

マ
ン
ホ
ー
ル

下水道用塩化ビニル
製小型マンホール

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

設
置
工

マ
ン
ホ
ー
ル

マンホール足掛金物 外観検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

設
置
工

マ
ン
ホ
ー
ル

下水道用鋳鉄製マン
ホールふた

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

設
置
工

マ
ン
ホ
ー
ル

組立マンホール側塊 外観検査
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品質管理写真撮影箇所一覧表

 撮影項目  撮影頻度　[時期] 提出頻度
写真管理項目

摘要編 章 節 条
枝
番

工種

管径ごと，ロット番号ごと(複
合管の充填材は，100ｍご
とに１回)

試験実施状況 管径ごと，ロット番号ごと(複
合管の充填材は，注入日
ごと及び100ｍごとに１回)

管径ごと，ロット番号ごと

5
下
水
道
工
事
編

1
一
般
事
項

3
管
更
生
工
事

材料・品質等 施工前の使用材料の保管状況 適宜 不要

施工前の使用材料の確認状況

不要

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

施工前の試験用の現場採取確
認状況

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

ま
す

設
置
工

下水道用ポリプロピレ
ン製ます

外観・形状検査

検査ごとに１回
〔検査実施中〕

不要

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

ま
す

設
置
工

下水道用硬質塩化ビ
ニル製ます

外観・形状検査 検査ごとに１回
〔検査実施中〕

2
材
料
編

1
一
般
事
項

2
工
事
材
料
の
品
質
及
び
検
査

(

確
認
を
含
む

)

ま
す

設
置
工

下水道用鋳鉄製防護
ふた

外観・形状検査
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【第１編　共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度

土質等の判別 地質が変わる毎に１回〔掘削
中〕

 全枚数

法長 40ｍごとに１回，延長40ｍ未
満は２回[堀削後]

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

巻出し厚 40ｍごとに1回，延長40m未満
は２回〔巻出し時〕

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

締固め状況 転圧機械又は地質が変わる
毎に１回〔締固め時〕

 全枚数

法長
幅

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回[施工後]

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

１
共
通
編

２
土
工

３
土
工

4 盛土補強工
（補強土（テールアルメ）壁工
法）
（多数アンカー式補強土工法）
（ジオテキスタイルを用いた補
強土工法）

厚さ 40mごとに１回，延長40m未満
は２回[施工後]

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

１
共
通
編

２
土
工

３
土
工

5 法面整形工（盛土部） 仕上げ状況
厚さ

40mごとに１回，延長40m未満
は２回[仕上げ時]

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

１
共
通
編

２
土
工

３
土
工

3 盛土工

摘　要

１
共
通
編

２
土
工

３
土
工

2 掘削工

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目
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【第１編　共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

平均間隔 40mごとに１回，延長40m未満
は２回[組立後]

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

１
共
通
編

3
無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
｜
ト

6
鉄
筋
工

4 組立て
※新設のｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の内，
橋梁上部工事と下部工事

非破壊試験
（電磁誘導法，
電磁波ﾚｰﾀﾞ法）

試験毎に１回
〔試験実施中〕

代表箇所各１
枚〔試験種別

毎〕

 40ｍごとに1
枚，延長40ｍ
未満は2枚

1
共
通
編

3
無
筋
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

6
鉄
筋
工

4 組立て

かぶり 40mごとに１回，延長40m未満
は２回[組立後]
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度

根入長 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔打込前後〕

変位 20ｍごとに１回，延長20m未満
は２回〔打込後〕

数量 全数量〔打込後〕  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

5 縁石工（縁石・アスカーブ） 施工状況 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工中〕

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

6 小型標識工 基礎幅
基礎高さ
根入れ長

基礎タイプ毎５箇所に１回〔施
工後〕

 タイプごとに
代表１枚

※基礎幅
※基礎高さ

基礎タイプごとに５箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）〔施工後〕

 タイプごとに
代表１枚

パイプ取付高 １施工箇所に１回〔施工後〕  代表１枚

※基礎幅
※基礎高さ
※配筋状況

基礎タイプごとに５箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）〔施工後〕

 タイプごとに
代表１枚

ビーム取付高 １施工箇所に１回〔施工後〕  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

8 路側防護柵工（ガードレール）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

7 防止柵工
（立入防止柵）
（転落（横断）防止柵）
（車止めポスト）

摘　要

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

4 矢板工〔指定仮設・任意仮設
は除く〕
（鋼矢板）
（軽量鋼矢板）
（アルミ矢板）
（コンクリート矢板）
（広幅鋼矢板）
（可とう鋼矢板）

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

指定仮設のみ

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

※基礎幅
※基礎高さ
※基礎延長

基礎タイプごとに５箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）〔施工後〕

ケーブル取付高 １施工箇所に１回〔施工後〕

材料使用量 全数量〔施工前後〕  全枚数

施工状況 施工日に１回〔施工前後〕  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

10 道路付属物工
（視線誘導標）
（距離標）

高さ 10本ごとに１回
10本未満は２回
［施工前後］

 タイプごとに
代表１枚

材料使用量
（塗料缶）

全数量〔使用前後〕

素地調整状況
（塗替）

スパン毎，部材別〔施工前後〕

塗装状況 各層毎に１回〔塗装後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

11 コンクリート面塗装工  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

9 区画線工

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

8 路側防護柵工（ガードケーブ
ル）

 タイプごとに
代表１枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

13 階段工 幅
高さ
長さ

１施工箇所に１回〔施工後〕  全枚数

据付状況

※幅
※高さ

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

17 側溝工
（プレキャストＵ型側溝）
（Ｌ型側溝）
（自由勾配側溝）
（管渠）

据付状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［埋戻し前］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

17 側溝工(場所打水路工) 厚さ
幅
高さ

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔型枠取外し後〕

 ４0mごとに１
枚，延長４0m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

17 側溝工(暗渠工) 幅
深さ

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔埋戻し前〕

 ４0mごとに１
枚，延長４0m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

18 集水桝工 厚さ
幅
高さ

全数量〔型枠取外し後〕 タイプごとに
代表箇所１枚

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回
（※印は場所打ちのある場
合）〔埋戻し前〕

 ４０mごとに１
枚，延長４０m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

16 プレキャストカルバート工
（プレキャストボックス工）
（プレキャストパイプ工）
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

1 一般事項
（切込砂利）
（砕石基礎工）
（割ぐり石基礎工）
（均しコンクリート）

幅
厚さ

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工後〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

3 基礎工（護岸）
（現場打）

幅
高さ

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔型枠取外し後〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

3 基礎工（護岸）
（プレキャスト）

据付状況 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工後〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

偏心量 全数量〔打込後〕

根入長 全数量〔打込前〕

数量 全数量〔打込後〕

杭頭処理状況 全数量〔処理前，中，後〕

根入長 全数量〔施工中〕

偏心量 全数量〔打込後〕

数量，杭径 全数量〔打込後〕

杭頭処理状況 全数量〔処理前，中，後〕

鉄筋組立状況 全数量〔組立後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

5 場所打杭工  適宣

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

4 既製杭工
（既製コンクリート杭）
（鋼管杭）
（Ｈ鋼杭）
（鋼管ソイルセメント杭）

 適宣
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

根入長 全数量〔掘削後〕

偏心量
数量

全数量〔施工後〕

ライナープレート
設置状況

１施工箇所に１回〔掘削後〕

土質 土質の変わるごとに１回〔掘削
中〕

鉄筋組立状況 全数量〔組立後〕

沓 １基ごとに１回〔据付後〕

ｹｰｿﾝの長さ
ｹｰｿﾝの幅
ｹｰｿﾝの高さ
ｹｰｿﾝの壁厚
偏心量
鉄筋組立状況

１ロットごとに１回〔設置後及び
型枠取外し後〕

載荷状況 １基に１回〔載荷時〕

封鎖ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設状況
中埋状況

１基に１回〔施工時〕

沓 １基ごとに１回〔据付後〕

ｹｰｿﾝの長さ
ｹｰｿﾝの幅
ｹｰｿﾝの高さ
ｹｰｿﾝの壁厚
偏心量
鉄筋組立状況

１ロットごとに１回〔設置後及び
型枠取外し後〕

載荷状況 １基に１回〔載荷時〕

封鎖ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設状況
中埋状況

１基に１回〔施工時〕

 全枚数３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

8 ニューマチックケーソン基礎工

 適宣

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

7 オープンケーソン基礎工  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

6 深礎工
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

沓 １基ごとに１回〔据付後〕

根入長
偏心量
鉄筋組立状況

１基ごとに１回〔設置後〕

載荷状況 １基に１回〔載荷時〕

封鎖ｺﾝｸﾘｰﾄ
打設状況
中埋状況

１基に１回〔施工時〕

厚さ(裏込) 各層40ｍごとに１回，延長40m
未満は２回　　〔施工中〕

法長
厚さ
(ブロック積張)

各層40ｍごとに１回，延長40m
未満は２回〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ

ッ
ク
積

（
張

）
工

3 コンクリートブロック工（連節ブ
ロック張り）

法長 各層40ｍごとに１回，延長40m
未満は２回〔施工後〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ

ッ
ク
積

（
張

）
工

3 コンクリートブロック工（天端保
護ブロック）

幅 各層40ｍごとに１回，延長40m
未満は２回〔施工後〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ

ッ
ク
積

（
張

）
工

3 コンクリートブロック工
（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積）
（ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ張り）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

9 鋼管矢板基礎工  全枚数
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
土
木

2
一

5
石

4 厚さ（裏込） 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

木
工
事
共
通
編

般
施
工

・
ブ
ロ

ッ
ク
積

（
張

）
工

法長
厚さ(ブロック)

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工後］

厚さ(裏込) 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

法長
厚さ(石積・張)

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工後］

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6 アスファルト舗装工（上層路盤
工）
粒度調整路盤工

石積（張）工  40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6 アスファルト舗装工（下層路盤
工）

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

緑化ブロック工  40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ

ッ
ク
積

（
張

）
工

5
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［整正後］

タックコート，
プライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［整正後］

 80mごとに1
枚，延長80m
未満は２枚

タックコート，
プライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

平坦性 １工事に１回［実施中］  全枚数

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6 アスファルト舗装工（表層工）

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6 アスファルト舗装工（基層工）  80mごとに1
枚，延長80m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

アスファルト舗装工（加熱アス
ファルト安定処理工）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

6 アスファルト舗装工（上層路盤
工）
セメント（石灰）安定処理工

 80mごとに1
枚，延長80m
未満は２枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍに１回，延長４０m未満は
２回〔施工中〕

整正状況 40ｍに１回，延長４０m未満は
２回〔整正後〕

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

 200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍに１回，延長４０m未満は
２回〔施工中〕

整正状況 40ｍに１回，延長４０m未満は
２回〔整正後〕

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

 200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔整正後〕

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　幅 各層80mごとに1回，延長80m

未満は２回［整正後］
 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

整正状況 40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔整正後〕

タックコート，プ
ライムコート

４０mごとに１回，延長４０m未
満は２回〔散布時〕

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（基層工）  各層８０mごと
に１枚，延長
８０m未満は２
枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（加熱アス
ファルト安定処理工）

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（上層路盤
工）
セメント（石灰）安定処理工

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（上層路盤
工）
　粒度調整路盤工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（下層路盤
工）

 各層８０mごと
に１枚，延長８
０m未満は２枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

タックコート，プ
ライムコート

40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔散布時〕

浸透性ﾐﾙｸ注入
状況

40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔注入時〕

平坦性 １工事１回〔実施中〕  全枚数

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

 200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔施工中〕

整正状況 各層40ｍごとに１回，延長４０
m未満は２回〔整正後〕

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

 200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとにに１回，延長４０m
未満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工
（加熱アスファルト安定処理工）

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工（上層路盤工）
　セメント（石灰）安定処理工

 各層８０mごと
に１枚，延長
８０m未満は２
枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工（上層路盤工）
　粒度調整路盤工

 ８０mごとに
１枚，延長

８０m未満は２
枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工（下層路盤工）  各層８０mごと
に１枚，延長
８０m未満は２
枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7 半たわみ性舗装工（表層工）

4-33



【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

タックコート，プ
ライムコート

４０mごとに１回，延長４０m未
満は２回［散布時］

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

タックコート，プ
ライムコート

４０mごとに１回，延長４０m未
満は２回［散布時］

平坦性 １工事１回〔実施中〕  全枚数

敷均し厚さ
転圧状況

40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔施工中〕

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

 200mごとに１
枚，延長200m
未満は２枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

タックコート，プ
ライムコート

４０mごとに１回，延長４０m未
満は２回［散布時］

平坦性 １工事１回〔実施中〕  全枚数

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（下層路盤
工）

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9 透水性舗装工
　表層工

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9 透水性舗装工
　路盤工

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工（表層工）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8 排水性舗装工（基層工）  ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚幅 各層80mごとに1回，延長80m

未満は２回［整正後］
各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［整正後］

タックコート，
プライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布後］

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

石粉，
ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

スリップバー，
タイバー寸法，
位置

40mごとに1回，延長40m未満
は２回［据付後］

鉄網寸法　位置
平坦性 １工事１回〔実施中〕  全枚数

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［型枠据付
後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

目地段差 １工事に１回  全枚数

 80mごとに1
枚，延長80m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（コンクリート
舗装版工）

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（アスファル
ト中間層）

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（セメント（石
灰・瀝青）安定処理工）

 各層80mごと
に1枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（粒度調整
路盤工）
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

タックコート，
プライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（転圧コンク
リート版工）
アスファルト中間層

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（転圧コンク
リート版工）
セメント（石灰・瀝青）安定処理
工

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（転圧コンク
リート版工）
粒度調整路盤工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10 コンクリート舗装工（転圧コンク
リート版工）
下層路盤工
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

40mごとに1回，延長40m未満
は２回［施工中］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［型枠据付
後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

平坦性 １工事１回〔実施中〕  全枚数

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　幅 各層80mごとに1回，延長80m

未満は２回［整正後］
各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

11

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11 薄層カラー舗装工（加熱アス
ファルト安定処理工）

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11 薄層カラー舗装工（上層路盤
工）
セメント（石灰）安定処理工

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

コンクリート舗装工（転圧コンク
リート版工）

薄層カラー舗装工（上層路盤
工）
粒度調整路盤工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11 薄層カラー舗装工（下層路盤
工）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［施工中］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

タックコート，
プライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　幅 各層80mごとに1回，延長80m

未満は２回［整正後］
各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（下層路盤工） 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11 薄層カラー舗装工（基層工）

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（上層路盤工）
　粒度調整路盤工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（下層路盤工） 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層200mごとに1回，延長
200m未満は２回［整正後］

各層200mごと
に１枚，延長
200m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（上層路盤工）
　粒度調整路盤工
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

厚さ 各層1000㎡ごとに１回，1000
㎡未満は２回〔整正後〕

各層1,000㎡
ごとに１枚，
1,000㎡未満
は２枚
　

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［施工中］

整正状況 各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［整正後］

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

整正状況 40mごとに1回，延長40m未満
は２回［整正後］

 80mごとに１
枚，延長80m
未満は２枚

タックコート，プ
ライムコート

各層40mごとに1回，延長40m
未満は２回［散布時］

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

幅 各層80mごとに1回，延長80m
未満は２回［整正後］

各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

13 路面切削工 幅
厚さ

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 ４０mごとに１
枚，延長４０m
未満は２枚

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（基層工）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工
（加熱アスファルト安定処理工）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 ブロック舗装工（上層路盤工）
　セメント（石灰）安定処理工

 各層80mごと
に１枚，延長
80m未満は２
枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

14 舗装打換え工 幅
延長
厚さ

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 ４０mごとに１
枚，延長４０m
未満は２枚

平坦性 １施工箇所に１回〔施工後〕  全枚数

ﾀｯｸｺｰﾄ 各層４０mごとに１回，延長４０
m未満は２回［散布時］

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

整正状況 40ｍごとに１回，延長４０m未
満は２回〔整正後〕

 ８０mごとに１
枚，延長８０m
未満は２枚
　

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

2 路床安定処理工 施工厚さ
幅

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

3 置換工 置換厚さ
幅

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

5 パイルネット工 厚さ
幅

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

6 サンドマット工 施工厚さ
幅

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

15 オーバーレイ工
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

打込長さ
施工状況

１00㎡ごとに１回，１00㎡未満
は２回〔打込み前後，施工中〕

 ２00㎡ごとに
１枚，２00㎡未
満は２枚

杭径
位置・間隔

１00㎡ごとに１回，１00㎡未満
は２回〔打込後〕

砂の投入量 全数量〔打込前後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

9 固結工
（粉末噴射攪拌工）
（高圧噴射攪拌工）
（スラリー攪拌工）
（生石灰パイル工）

位置・間隔
杭径
深度

全数量〔打込後〕  適宣

変位
根入長

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［打込前］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

数量 全数量〔打込後〕  全枚数

削孔深さ 全数量〔削孔後〕

配置誤差 全数量〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 土留・仮締切工（連節ブロック
張り工）

法長 40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

指定仮設のみ

 適宣 指定仮設のみ

３
土
木
工
事
共
通
編

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 土留・仮締切工（アンカー工）

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 土留・仮締切工
（Ｈ鋼杭）
（鋼矢板）

指定仮設のみ

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

7

8

バーチカルドレーン工
（サンドドレーン工）
（ペーパードレーン工）
（袋詰式サンドドレーン工）
締固め改良工
（サンドコンパクションパイル
工）
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 土留・仮締切工（締切盛土） 天端幅
法長

50mごとに１回，延長50m未満
は２回［施工後］

 50mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 土留・仮締切工（中詰盛土） 施工状況 50mごとに1回，延長50m未満
は２回［施工後］

 100mごとに１
枚，延長100m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

8 地中連続壁工（壁式） 連壁の長さ
変位

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

9 地中連続壁工（柱列式） 連壁の長さ
変位

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

材料使用量 １工事に１回〔混合前〕  全枚数

土羽土の厚さ 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工中〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

法長 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

2 植生工
(種子散布工）
（張芝工）
（筋芝工）
（市松芝工）
（植生シート工，植生マット工）
（植生筋工）
（人工張芝工）
（植生穴工）
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

清掃状況 100ｍごとに１回，延長100m未
満は２回〔清掃後〕

 代表箇所
　　各１枚

ラス鉄網の重ね
合せ寸法

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔吹付前〕

厚さ（検測孔） 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔吹付後〕

法長 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工後〕

材料使用量 全数量〔混合前〕  全枚数

清掃状況 100ｍごとに１回，延長100m未
満は２回〔清掃後〕

代表箇所
　　各１枚

ラス鉄網の重ね
合せ寸法

40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔吹付前〕

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

法長 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔施工後〕

厚さ（検測孔） 40ｍごとに１回，延長40m未満
は２回〔吹付後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

4 法枠工
（現場打法枠工）
（現場吹付法枠工）

法長
幅
高さ
枠中心間隔

200ｍ又は1施工箇所に1回
［施工後］

 代表箇所
各1枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

4 法枠工（プレキャスト法枠工） 法長 200ｍ又は1施工箇所に1回
［施工後］

 代表箇所
各1枚

削孔深さ 全数量〔削孔後〕

配置誤差 全数量〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

6 アンカー工  適宣

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

3 吹付工(架設を含む）
（コンクリート）
（モルタル）

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

11
法
面
工

2 植生工
（植生基材吹付工）
（客土吹付工）

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

裏込厚さ 40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

厚さ
幅
高さ

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［型枠取外し後］

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
擁
壁
工

2 プレキャスト擁壁工 据付状況 40mごとに１回，延長40m未満
は２回［埋め戻し前］

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

裏込厚さ 40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工中］

法長
厚さ

40mごとに１回，延長40m未満
は２回［施工後］

2 14 各種設備の １施工箇所に１回〔施工中〕
設置撤去状況
・推進設備
・掘進機
・坑口
・泥水処理設備
等

4 推進状況 １施工箇所に１回〔施工中〕
5 ・掘削

・送排泥
・裏込注入等

7 中心線の変位 １施工箇所に１回〔推進後〕
8 （水平）
9

3 2 14 8 空伏工
9 (小口径)

(中大口径) 幅

高さ

中心のずれ

施工状況 １施工箇所に１回〔施工中〕 代表箇所１枚

代表箇所１枚

土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

推
進
工

１施工箇所に１回〔施工後〕

3
土
木
工
事
共
通
編

3 推進工
(小口径)
(中大口径)

一
般
施
工

推
進
工

 40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
擁
壁
工

4 井桁ブロック工  40mごとに１
枚，延長40m
未満は２枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
擁
壁
工

1 場所打擁壁工
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【第３編　土木工事共通編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

3 2 14 施工状況
・立抗設置状況
・基礎設置状況

寸法 １施工箇所に１回〔施工後〕

深さ

3 2 14 2 １施工箇所に１回〔施工中〕

砕石基礎幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

砕石基礎厚

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ幅

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

3 2 15 6 一次覆工 各種設備の １施工箇所に１回〔施工中〕
8 (掘進工) 設置撤去状況
9 ・シールド機
10 ・支圧壁

・坑口
・軌条設備等
セグメントの 施工延長40mごとに１回
組立状況 〔施工中〕

12 掘進状況 １施工箇所に１回〔掘進中〕
13 ・掘削
14 ・送排泥
16 ・裏込注入等

中心線の変位 施工延長40mごとに１回
（水平） 〔掘進後〕

3 2 15 17 各種設備の 施工延長40mごとに１回
設置撤去状況 〔施工中〕

施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

中心線の変位 施工延長40mごとに１回
（水平） 〔覆工後〕

二次覆工厚

仕上がり内径

3 2 15 施工状況 １施工箇所に１回〔施工中〕

・立抗設置状況

・基礎設置状況

寸法 １施工箇所に１回〔施工後〕

深さ

3 2 15 7 １施工箇所に１回〔施工中〕

砕石基礎幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

砕石基礎厚

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ幅

底部ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

立抗土工 施工状況 代表箇所１枚
土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

シ
ー
ル
ド
工

7 立抗工 代表箇所１枚

土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

シ
ー
ル
ド
工

二次覆工 代表箇所１枚
土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

シ
ー
ル
ド
工

覆工状況

代表箇所１枚
土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

シ
ー
ル
ド
工

15

15

施工状況 代表箇所１枚
土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

推
進
工

土
木
工
事
共
通
編

一
般
施
工

推
進
工

立坑土工

2 立坑工 １施工箇所に１回〔施工中〕 代表箇所１枚
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【第４編　水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度

4 1 1 3

埋設物の位置，
はなれ，
土被り，
配列

道路復旧状況 ５箇所程度ごとに１回

1 1 1 4 実施箇所
又は100mごとに１回

舗装取壊し状況

掘削深さ及び幅

4 1 1 4 適所ごと（主要幹線道路等）

受入地ごと（許可看板等）

仮置場の状況 指定場所ごと 指定した場合

4 1 1 4

埋戻し後の検査

各層の厚さ

4 1 1 4

設置状況

4 1 1 5 実施箇所 伏越し部等

又は100mごと
特 殊 な 配 管 は
全箇所

土被り
及び占用位置
管の接合状況
（全行程）

始点，終点，弁類，その他

管布設工 管の吊込み状況 適宜

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

既設管との連絡
状況(不断水連
絡工を含む)

オフセット測量

土留工 使用資材 実施箇所
又は100mごとに１回

代表箇所１枚 指定仮設のみ

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

埋戻工 埋戻し状況 実施箇所
又は100mごとに１回

代表箇所１枚

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

受入地状況

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

掘削状況(機械，
人力ごと）

残土処理工 運搬経路 代表箇所１枚

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

掘削工 布堀状況 代表箇所１枚

水
道
工
事
編

摘　要

試験掘工 掘削位置 全箇所 全箇所

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目
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【第４編　水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

4 1 1 5

水
道
工
事
編

型枠設置状況

形状・寸法

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設状

鋼材防護等の

取付状況

4 1 1 5 被覆状況 実施箇所又は100mごとに１回

(ラップ長，固定
場所)

管明示の状況

4 1 1 6

下部構造

塗装

4 1 1 6 ステンレス鋼管布設工

塗装

4 1 1 6 ステンレス鋼管布設工

径，削孔長，
孔間隔
アンカー配置，
検査状況

4 1 実施箇所
又は100mごと水

道
工
事
編

一
般
事
項

撤去材の集積又
は車上状況
撤去材の集積又
は車上状況処分

１施工単位に１回

定着状況

管撤去工 管弁類の撤去状
況

代表箇所１枚 全数を確認でき
る状況で撮影

必要に応じて

材料搬入状況 材料搬入ごと 代表箇所１枚 長さ，径，本数

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

(落橋防止装置等あと施工アン
カー) 削孔状況

添架の状況 １スパンごと 代表箇所１枚

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

(橋梁添架)

ステンレス鋼管布設工
(水管橋)

管体及び部材
製作状況

１工事に１回又は搬入ごと 全箇所

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

１工事に１回

ポリエチレンスリーブ工 代表箇所１枚

水
道
工
事
編

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

管保護

配筋間隔

実施箇所ごと 全箇所

一
般
事
項

付
属
設
備
工
事

配
水
管
等
及
び

全箇所
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度

5 1 1 3 管布設(自然流下管)
4

中心線の変位

（水平）

5 1 1 5
6

中心線の変位

（水平）

5 1 1

5 1 1 7 カルバート工

(現場打)

矩形渠 中心線の変位

（水平）

幅

高さ

厚さ

5 1 1 8
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

5 1 1 マンホール間ごとに１回

〔施工中〕

幅

厚さ

5 1 1 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

幅

厚さ

代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

マンホール間ごとに１回
〔施工後〕

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

マンホール間ごとに１回
〔施工後〕

コンクリート基礎 施工状況

取付管布設工 布設状況 １施工箇所に１回〔施工中〕 代表箇所１枚

砂基礎 施工状況 代表箇所１枚

施工状況 施工延長20mごとに１回
〔施工中〕

代表箇所１枚

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

施工延長20mごとに１回
〔施工後〕

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

中心線の変位
（水平）

施工延長20mごとに１回
〔布設後〕

7 カルバート工
(プレキャスト)
矩形渠

布設状況 施工延長20mごとに１回
〔施工中〕

代表箇所１枚

圧送管 布設状況 施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

施工延長40mごとに１回
〔布設後〕

摘　要

布設状況 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

代表箇所１枚

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

マンホール間ごとに１回
〔布設後〕
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 1 1 マンホール間ごとに１回
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

〔施工中〕

5 1 1 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

幅

厚さ

5 1 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

中心線の変位 １施工箇所に１回〔施工後〕
（水平）

5 1 2 1 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

深さ

幅

5 1 2 2
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
路
土
工

5 1 2 3 マンホール間ごとに１回

〔施工中〕
幅

厚さ

5 1 2 3 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

幅

厚さ

5 施工延長20mごとに１回 指定仮設
〔打込中〕 のみ
施工延長20mごとに１回
〔打込前後〕
施工延長20mごとに１回
〔打込後〕
全数量
〔打込後〕

5 1 3 3
4
5 取付管閉塞状

況
その他

前処理工 障害物の除去状
況

施工箇所ごと 適宜
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
更
生
工
事

鋼矢板土留 打込状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

根入長

変位

数量

代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
路
土
工

マンホール間ごとに１回
〔施工後〕

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
路
土
工

マンホール間ごとに１回
〔施工後〕

砕石基礎 施工状況

管路埋戻 埋戻状況 マンホール間ごとに１回
〔施工中〕

代表箇所１枚

砂基礎 施工状況 代表箇所１枚

管路掘削 掘削状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
路
土
工

マンホール間ごとに１回
〔掘削後〕

代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
布
設
工
事

マンホール間ごとに１回
〔設置後〕

伏せ越し管 布設状況

まくら土台基礎 設置状況 代表箇所１枚

はしご胴木基礎 設置状況 代表箇所１枚
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 1 3 3
4
5

製管作業 作業状況 複合管

充てん材注入 作業状況 複合管

圧力管理，
温度管理状況

管口硬化収縮 内径測定状況 スパンごと（上下流）

本管管口切断 作業状況 適宜

取付管管口穿孔 作業状況 管径ごと

5 1 3 4
5

更生管仕上がり厚さ 厚さの実測値

スパンごと（上下流）

（中大口径は
スパン中間付近を追加）
スパンごと（上下流）
かつ５箇所ごとに１箇所

5 1 3 4
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
更
生
工
事

5

5 1 3 4

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
更
生
工
事

5 1 3 4

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
更
生
工
事

5 1 4 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅（内法）

壁厚

5 1 4 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

床掘深 １施工箇所に１回〔施工後〕

基礎工幅

基礎工高

コンクリート幅

コンクリート高

代表箇所１枚

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・

１施工箇所に１回〔施工後〕

マンホール基礎工 施工状況

更生設備 各種使用機材
設置状況使用
機器

設置箇所ごと 適宜

標準マンホール工 据付状況 代表箇所１枚

管内検査 テレビカメラ調査
による更生管の
確認状況

1スパンごと 適宜

水替え工 本管部，取付管
部の水替え状況

施工箇所ごと 適宜

下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

管
更
生
工
事

更生管仕上がり内径 内径の実測値

取付管口仕上がり状況 施工後の状況

硬化

更生管口仕上がり状況 施工前，後の状
況

スパンごと（上下流） 適宜

本管洗浄 洗浄作業 管径ごと 適宜
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

（
施
工
状
況

）

管
更
生
工
事

更生材挿入 引込み，圧力管
理状況等
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 1 4 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

5 1 4 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

5 1 4 1 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

壁厚

5 1 4 2

１施工箇所に１回〔施工後〕

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

壁厚

5 越流堰 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅（厚さ） １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ（深さ）

延長（長さ）

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅，長さ １施工箇所に１回〔施工後〕

深さ

壁厚

中継ポンプ施設 施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

雨水ます等

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(雨水吐室)

伏せ越し室・雨水吐室 施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

設置状況 １施工箇所に１回〔設置中〕 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・

ます深

現場打
特殊マンホール工

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・

小型マンホール工 据付状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・

組立マンホール工 据付状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

一
般
事
項

ま
す
等
築
造
工
事

マ
ン
ホ
ー

ル
・
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

１施工箇所に１回〔設置後〕

5 法面整形工 施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

施工延長40mごとに１回
〔施工後〕

5 土工 施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

施工延長40mごとに１回
〔施工後〕

5 土留・仮締切工 施工延長20mごとに１回 指定仮設
(Ｈ鋼杭) 〔打込中〕 のみ
(鋼矢板) 施工延長20mごとに１回

〔打込前後〕
施工延長20mごとに１回
〔打込後〕
全数量〔打込後〕

5 地中連続壁工 施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

地中壁の長さ 施工延長40mごとに１回
〔施工後〕

垂直変位

5 地中連続壁工 施工延長40mごとに１回
〔施工中〕

地中壁の長さ 施工延長40mごとに１回
〔施工後〕

垂直変位

5 直接基礎工 施工延長20mごとに１回
〔施工中〕

幅 施工延長20mごとに１回
〔施工後〕

厚さ

5 １施工箇所に１回〔打込中〕

１施工箇所に１回〔打込前〕

１施工箇所に１回〔打込後〕

全数量〔打込後〕

１施工箇所に１回
〔処理前，中，後〕

偏心量

数量

杭頭処理状況

既製杭工 打込状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

根入長

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(構造物基礎)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(ソイル壁)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(コンクリート壁)

打込状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

根入長

変位

数量

掘削状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(掘削)

幅

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(盛土・切土)

幅

公共ます 設置状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

ます深
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 １施工箇所に１回〔打込中〕

１施工箇所に１回〔打込前〕

１施工箇所に１回〔打込後〕

全数量〔打込後〕

１施工箇所に１回
〔処理前，中，後〕
１施工箇所に１回〔組立後〕

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

長さ １施工箇所に１回
幅 〔施工中〕
高さ 〔施工後〕
壁厚
偏心量

5 躯体工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 測定箇所ごとに１回〔施工後〕
高さ
壁厚
長さ

5 躯体工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 測定箇所ごとに１回〔施工後〕
高さ
壁厚
長さ

5 躯体工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

5 躯体工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

5 躯体工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

5 越流樋工 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

厚さ

長さ

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(流出トラフ)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(可動せき用開口部)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(ゲート用開口部)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(開口部)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(池，槽の付属構造物)

施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

(池，槽の主要構造物)

下
水
道
工
事
編

ケーソン基礎工
施工状況

代表箇所１枚

場所打杭工 打込状況

杭頭処理状況

代表箇所１枚

鉄筋組立状況

下
水
道
工
事
編

根入長

偏心量

数量，杭径
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【第５編　下水道工事編】

撮影項目 撮影頻度[時期] 提出頻度
摘　要

出来形管理写真撮影箇所一覧表

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 １施工箇所に１回〔施工後〕

高さ

長さ

5 １槽ごとに１回〔施工中〕

幅 測定箇所ごとに１回〔施工後〕

高さ

長さ

5 １施工箇所に１回〔施工中〕

幅 測定箇所ごとに１回〔施工後〕

高さ

厚さ

延長

流入渠・流出渠 施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

燃料貯留槽工 施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編

越流堰板工 施工状況 代表箇所１枚
下
水
道
工
事
編
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